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リマテック株式会社 堺SC工場

リマテック株式会社 堺 SC工場
他企業とも互いに知恵や技術を出し合っ
て、共同開発もどんどん進めていきたい
と思っています。これからも新たなビジ
ネスモデルの開発に積極的にチャレンジ
していきます。廃棄物処理事業を総合環
境事業として発展させ、海外にもノウハ
ウを提供していきたいですね。

代表取締役社長　田中 正敏さん

主な事業内容

総合環境事業（リサ
イクル RF事業、リサ
イクル SC事業等）

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8331 堺市西区築港新町 4-2-4
昭和 26年
10,000 万円
192名
072-280-0525
072-280-0526
http://rematec.co.jp/

堺 SC工場

循
環
型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

廃
棄
物
を
再
資
源
化

　廃
棄
物
を
再
資
源
化
す
る
事
業
に
注

力
し
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢

献
し
て
い
る
リ
マ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
。

平
成
20
年
に
環
境
省
の
エ
コ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
制
度
に
認
定
さ
れ
た
環
境
先
進
企

業
で
あ
る
。

　コ
ア
事
業
の
一
つ
は
、
廃
棄
物
を
補

助
燃
料
へ
と
加
工
す
る
Ｒ
Ｆ
事
業
だ
。

様
々
な
産
業
界
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃

油
、
汚
泥
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
を
、
特

許
技
術
に
よ
り
成
分
調
整
し
、
自
社
で

設
計
・
建
築
し
た
プ
ラ
ン
ト
で
ミ
キ
シ

ン
グ
。
受
け
入
れ
た
廃
棄
物
の
約
98
％

を
石
炭
代
替
燃
料
と
し
て
再
資
源
化

し
、
大
手
セ
メ
ン
ト
会
社
な
ど
に
販
売

し
て
い
る
。

　さ
ら
な
る
事
業
の
柱
を
求
め
て
立
ち

上
げ
た
の
が
、
亜
臨
界
水
処
理
法
に
よ

る
廃
棄
物
の
再
資
源
化
技
術
で
あ
る
。

亜
臨
界
水
が
有
機
物
を
溶
解
・
分
解
す

る
能
力
が
高
い
こ
と
に
着
目
。
大
阪
府

立
大
学
と
の
８
年
に
及
ぶ
共
同
研
究
を

経
て
、
平
成
18
年
に
70
ト
ン
の
処
理
能

力
を
持
つ
世
界
初
の
商
用
亜
臨
界
水
プ

ラ
ン
ト
、
堺
Ｓ
Ｃ
工
場
を
建
設
し
た
。

　亜
臨
界
水
プ
ラ
ン
ト
で
は
従
来
焼
却

処
分
す
る
し
か
な
か
っ
た
多
種
多
様
な

廃
棄
物
の
再
資
源
化
へ
の
応
用
が
可

能
。
現
在
は
有
機
塩
素
系
溶
剤
含
有
廃

液
の
脱
塩
素
・
再
資
源
化
や
、
動
植
物

性
油
脂
残
さ
な
ど
の
分
解
・
再
資
源
化

（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
）
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

「
下
水
汚
泥
を
亜
臨
界
水
で
前
処
理
し
、

メ
タ
ン
発
酵
を
高
速
化
・
効
率
化
す
る

研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
プ

ラ
ン
ト
建
設
・
試
験
運
用
が
始
ま
り
ま

す
が
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
効
率
良
く
回
収

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
今
後
は
下
水

処
理
場
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
田
中
正
敏
社
長
は
語
る
。

研
究
開
発
か
ら
設
計
、
施
工
ま
で

一
貫
体
制
で
迅
速
に
対
応

　堺
Ｓ
Ｃ
工
場
は
、
研
究
施
設
と
し
て

の
役
割
も
大
き
い
。
ラ
ボ
で
は
、
処
理

困
難
な
廃
棄
物
を
再
資
源
化
す
る
様
々

な
実
験
・
分
析
を
し
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
ま
と
め
て
か
ら
プ
ラ
ン
ト
稼
働
へ

と
い
う
流
れ
だ
。
処
理
に
用
い
る
触
媒
、

凝
集
剤
の
開
発
・
製
造
も
行
っ
て
い
る
。

「
産
業
廃
棄
物
業
界
で
、
こ
れ
だ
け
の
研

究
部
門
を
持
っ
て
い
る
会
社
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
新
た
な
研
究

を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
田

中
社
長
。
次
世
代
事
業
を
生
み
出
す
拠

点
と
す
る
べ
く
、
亜
臨
界
水
技
術
以
外

に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　同
社
は
東
日
本
大
震
災
後
に
は
い
ち

早
く
現
地
に
入
り
、
東
北
支
社
を
開
設

し
て
が
れ
き
処
理
に
取
り
組
ん
だ
。
自

治
体
と
共
同
で
が
れ
き
処
理
計
画
を
策

定
、
地
元
企
業
と
協
力
し
て
除
塩
施
設

や
排
水
処
理
設
備
を
建
設
し
、
塩
分
を

含
ん
だ
災
害
廃
棄
物
や
水
産
廃
棄
物
の

処
理
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

「
我
々
は
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
、
建
設
も
可

能
。
企
画
力
、
技
術
力
に
加
え
て
、
現

場
で
迅
速
に
対
応
で
き
る
力
も
あ
り
ま

す
」
と
、
一
貫
体
制
で
事
業
展
開
で
き

る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
だ
。

亜臨界水処理技術で
廃棄物を新たな
資源として再生

亜臨界水プラント
及び亜臨界水処理
法による廃棄物の
再資源化技術

化学

現、リマテックホールディングス株式会社 取締役会長。平成●年、籔 哲之さんが代表取締役社長に就任。

平成23年度 補助金採択
低含水有機廃棄物対応型亜臨界水
－メタン醗酵システムの開発

企業の業種分類
業種ごとに色分けして
います。

さかい環境
チャレンジ企業認定の
対象商品・技術

さかい環境
チャレンジ企業
認定ロゴマーク

本
書
は
、
『
さ
か
い
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
』
平
成
23
〜
25
年
度
版

（
平
成
24
〜
26
年
発
行
）
を
合
本
化
し
た
も
の
で
す
。

認定年度に取材した
内容となっています。

平
成
29
年
２
月
時
点
の
も
の
で
す
。

認
定
年
度
か
ら
社
名
が
変
更
し
た
企
業
に
つ
い
て
は
、

旧
社
名
を
注
釈
と
し
て
つ
け
て
い
ま
す
。

……平成23年度

……平成25年度

……平成24年度

「さかい環境チャレンジ企業」の認定年度

「堺市ものづくり新事業チャレンジ
支援補助金採択企業」でもある場合、
採択年度と採択テーマを紹介してい
ます。（制度詳細はp71参照）

認定年度に取材した内容と
なっています。
役職等が変更している場合、
平成29年2月時点のデータ
を注釈としてつけています。

企業概要
認定年度に取材した内容と
なっています。住所・TEL等が
変更している場合、平成29年
2月時点のデータにしています。 

企
業
紹
介
ペ
ー
ジ
の
表
記
に
つ
い
て

5
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株式会社羽車

株式会社羽車
封筒は人と人との大切なコミュニケー
ションツール。これからも受け取った方の
気持ちになって、素材感を重視した商品づ
くりを心がけていきたいですね。環境に配
慮した資材の調達、余り紙の有効利用、梱
包資材の簡素化などの取り組みも、紙製品
を扱う会社の大切な役割だと考えます。

代表取締役　杉浦 正樹さん

主な事業内容

業務用封筒、家庭用
封筒、各種紙製品の
企画・製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8101 堺市東区八下町 3-50
昭和 11年
5,200 万円
130名
072-252-8963
072-259-8903
http://www.haguruma.co.jp

エコフレンドリーカラー

古
紙
配
合
率
40   
％
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
ラ
ー
エ
コ
封
筒
を
開
発

　

2
0
0
0
種
類
以
上
の
封
筒
・
カ
ー

ド
・
便
箋
な
ど
を
扱
う
ハ
グ
ル
マ
封
筒

株
式
会
社
。
主
に
企
業
向
け
封
筒
の
企

画
・
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
デ

ザ
イ
ン
か
ら
印
刷
・
加
工
ま
で
を
一
貫

し
て
行
え
る
工
場
を
有
し
て
い
る
。
会

社
の
歴
史
は
90
年
以
上
。
紙
製
品
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
躍
進
を
続

け
て
い
る
。

　

平
成
24
年
７
月
に
発
売
し
た
封
筒

「
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ラ
ー
」
は
、

古
紙
40
%
以
上
配
合
・
グ
リ
ー
ン
購
入

法
適
合
封
筒
で
、
同
社
が
企
画
し
、
製

紙
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
し
た
商
品
で

あ
る
。
従
来
、
再
生
紙
は
発
色
や
手
触

り
、
書
き
や
す
さ
の
面
で
課
題
が
あ
り
、

ど
の
メ
ー
カ
ー
も
あ
ま
り
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
。
古
紙
は
元
の

色
が
残
り
や
す
く
、
繊
維
も
短
く
な
る

た
め
、
丈
夫
な
紙
が
作
れ
な
い
か
ら
だ
。

し
か
し
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
、
基
準
に

適
合
す
る
カ
ラ
ー
封
筒
を
望
む
声
が
多

か
っ
た
と
い
う
。

「
試
作
し
て
は
社
内
で
筆
致
や
手
触
り

を
試
し
ま
し
た
。
発
色
が
よ
く
、
質
感

も
満
足
で
き
る
仕
上
が
り
で
、
し
か
も

価
格
は
従
来
の
カ
ラ
ー
封
筒
と
変
わ
り

ま
せ
ん
」
と
今
村
元
信
取
締
役
は
満
足

そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

色
は
ア
ー
ス
ブ
ル
ー
、
ミ
ス
ト
グ
レ

イ
、
リ
ー
フ
グ
リ
ー
ン
、
さ
く
ら
ピ
ン

ク
の
４
色
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
法
律
事

務
所
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
、
教
育

機
関
、
医
療
福
祉
施
設
な
ど
、
企
業
イ

メ
ー
ジ
を
想
定
し
な
が
ら
作
り
上
げ
た

色
合
い
で
あ
る
。
官
公
庁
や
環
境
配
慮

を
意
識
す
る
企
業
な
ど
に
も
幅
広
く

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て

い
る
。

紙
・
印
刷
・
加
工
に
こ
だ
わ
り
、

新
し
い
分
野
に
も
取
り
組
む

　

同
社
で
は
、
柔
ら
か
く
、
温
か
み
の

あ
る
手
触
り
が
特
徴
の
「
コ
ッ
ト
ン

ペ
ー
パ
ー
」
に
も
注
力
し
て
い
る
。
満

足
で
き
る
商
品
に
は
素
材
の
質
感
が
重

要
、
と
い
う
姿
勢
は
す
べ
て
の
商
品
に

共
通
し
て
い
る
。
印
刷
技
術
も
高
く
、

長
年
に
わ
た
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ
り

色
の
再
現
性
を
高
め
て
い
る
。
ほ
か
に

も
ろ
う
引
き
加
工
の
封
筒
や
活
版
印
刷

の
名
刺
な
ど
を
製
作
。
活
版
印
刷
は
凹

凸
の
印
刷
に
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
50
年
超
使
用
の
印
刷
機
を
稼

働
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
だ
わ
り

の
加
工
技
術
も
同
社
の
強
み
で
あ
る
。

　
「
封
筒
や
名
刺
は
企
業
イ
メ
ー
ジ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
大
事
な
ア
イ
テ
ム
。
当

社
の
商
品
が
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
提
案
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
営
業

部
の
五
貫
圭
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

　

ま
た
、
個
人
で
も
必
要
な
数
を
購
入

で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
は

10
年
以
上
前
か
ら
運
営
し
て
い
る
。
商

品
を
手
に
取
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
よ

う
、
心
斎
橋
と
表
参
道
に
は
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
ウ
イ
ン
グ
ド
・
ウ
ィ
ー
ル
」

も
開
設
し
て
い
る
。

　

紙
に
こ
だ
わ
る
お
客
様
の
要
望
に
こ

た
え
な
が
ら
、
い
か
に
効
率
良
く
作
っ
て

い
く
か
、株
式
会
社
羽
車
の
挑
戦
は
続
く
。

古紙配合率
40％以上の
エコカラー封筒

エコ
フレンドリー
カラー

紙

（平成 27年、ハグルマ封筒株式会社より社名変更）
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遮熱
エコ塗料化学

宝栄産業 株式会社

宝栄産業 株式会社
地球温暖化防止のために、一人ひとりが
「自分にできること」を考える時代です。
様々な温暖化ストップの方法があります
が、オプティマスを使うこともその一つ
ではないでしょうか。住まいに塗ること
で、少しでも環境にやさしい暮らしをし
ていただければと思います。

代表取締役　高尾 弘美さん

主な事業内容

断熱塗料の製造・輸
出、特殊塗料（鉄板・
足場用）の製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8233 堺市中区大野芝町 94
昭和 60年
1,200 万円
18名
072-235-1131
072-234-0835
http://www.optimus.jp

内装用「オプティマス」

遮
熱
塗
料
に
光
触
媒
を
加
え
た

新
技
術
で
断
熱
効
果
ア
ッ
プ

　

塗
料
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
宝
栄
産
業
株

式
会
社
。
10
年
以
上
前
か
ら
断
熱
・
遮

熱
塗
料
を
扱
っ
て
お
り
、
主
に
日
本
国

内
で
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
を
行
う
ほ
か
、
タ
イ

で
製
造
販
売
す
る
な
ど
、
海
外
展
開
も

行
っ
て
き
た
。

　

遮
熱
塗
料
を
屋
根
や
壁
面
に
塗
っ
た

場
合
、
年
数
が
経
っ
て
汚
れ
る
と
太
陽

光
の
反
射
率
が
下
が
り
、
遮
熱
効
果
が

落
ち
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
同
社
で
は
、

遮
熱
塗
料
を
塗
っ
た
後
に
、
汚
れ
を
自

然
に
落
と
す
自
浄
作
用
の
あ
る
光
触
媒

を
重
ね
て
塗
る
、
と
い
う
方
法
を
と
っ

て
い
た
。
そ
の
う
ち
顧
客
か
ら
「
一
度

に
塗
れ
た
ら
楽
な
の
に
」
と
い
う
要
望

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
大
阪
府
立
大

学
と
の
連
携
で
、
光
触
媒
入
り
遮
熱
塗

料
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
社
が
扱
う
遮
熱
塗
料
は
特
殊
な
真

空
バ
ル
ー
ン
を
配
合
し
て
お
り
、
そ
の

真
空
バ
ル
ー
ン
が
塗
布
後
に
浮
き
上

が
っ
て
表
面
に
密
集
し
た
層
を
形
成
す

る
こ
と
で
遮
熱
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
。
し
か
し
、
真
空
バ
ル
ー
ン
を
配
合

し
た
塗
料
樹
脂
に
、
光
触
媒
の
酸
化
チ

タ
ン
を
混
入
す
る
と
、
樹
脂
を
劣
化
さ

せ
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を

解
決
し
た
の
が
、
真
空
バ
ル
ー
ン
に
酸

化
チ
タ
ン
を
付
着
さ
せ
る
と
い
う
技
術

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
酸
化
チ
タ
ン

は
塗
料
樹
脂
か
ら
浮
い
た
状
態
と
な
っ

て
塗
料
の
劣
化
を
防
く
こ
と
が
で
き
、

遮
熱
と
防
汚
の
機
能
を
保
っ
た
遮
熱
塗

料
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

遮
熱
効
果
に
よ
り
室
温
は
、
平
均
で

１
〜
１.
５
℃
下
が
り
、
３
℃
変
わ
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
省
エ
ネ
効

果
は
大
き
い
。

内
装
用
は
空
気
清
浄
機
能
と

保
温
効
果
で
節
電
対
策
に

　

こ
の
新
た
な
塗
料
の
ブ
ラ
ン
ド
名
は

「
オ
プ
テ
ィ
マ
ス
」。
内
装
用
も
あ
り
、

内
装
の
場
合
は
真
空
バ
ル
ー
ン
に
よ
り

室
温
を
一
定
に
保
つ
効
果
が
得
ら
れ
、

冷
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
で
き
る
。

加
え
て
、
光
触
媒
が
N
O
X

や
S
O
X

な

ど
の
大
気
汚
染
物
質
を
分
解
し
て
室
内

の
空
気
を
ク
リ
ー
ン
に
保
つ
。
ま
た
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
最
上
位
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
た
め
安
全
性
も
高
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
壁
紙
に
代
わ
る
安
心
安

全
な
イ
ン
テ
リ
ア
塗
料
と
し
て
も
ニ
ー

ズ
が
予
想
さ
れ
る
。

　
「
光
触
媒
の
有
害
物
質
分
解
機
能
は
高

く
、
安
全
性
の
高
い
商
品
な
の
で
、
価

格
を
な
る
べ
く
下
げ
て
広
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
代
表
取
締
役

の
高
尾
弘
美
氏
。

　

本
格
発
売
は
２
０
１
２
年
春
か
ら
だ

が
、
外
装
用
は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
意
識
の
高

い
諸
外
国
で
の
需
要
が
期
待
で
き
る
た

め
、
国
際
市
場
へ
の
進
出
に
も
力
を
注

い
で
い
る
。

省エネ効果と
クリーンな空気を生む
光触媒入り遮熱塗料
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純水製造設備

尿素ＳＣＲ
システム専用
尿素水溶液に
関する製造
技術

化学

株式会社 シフト

株式会社 シフト
工業はもはや、環境問題と切り離しては
成立しなくなってきています。常に、時
代に対応できる商品を作っていかなけれ
ば、と思っています。尿素水溶液を中心
に、環境負荷の低減や汚染の予防に重点
を置いた様々な商品の開発を、これから
も続けていきたいですね。

代表取締役　谷口 三知雄さん

主な事業内容

工業用・自動車用ケ
ミカル品の製造及び
販売、工業用潤滑剤
の開発製造及び販売、
SCR システム専用尿
素水の販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒591-8025 堺市北区長曽根町46 アクシスクリエイティブセンター(ACC)4F
平成 6年
1,000 万円
15名
072-252-3231
072-252-3310
http://www.shift-kk.co.jp/

農
業
用
な
ど
の
低
品
質
尿
素
水
か
ら

高
品
質
な
尿
素
水
溶
液
を
精
製

　

工
業
用
潤
滑
油
、
自
動
車
用
ケ
ミ
カ

ル
品
な
ど
の
製
造
・
販
売
を
主
と
し
、

界
面
活
性
剤
を
使
用
し
な
い
自
動
車
用

ワ
ッ
ク
ス
な
ど
環
境
対
応
商
品
の
開
発

も
行
っ
て
き
た
株
式
会
社
シ
フ
ト
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
続
き
、
日
本
国

内
で
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
車
の
排

出
ガ
ス
に
対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
る

中
、
２
０
０
９
年
か
ら
は
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
に
搭
載
さ
れ
る
尿
素
Ｓ
Ｃ
Ｒ
シ

ス
テ
ム
で
使
わ
れ
る
尿
素
水
溶
液
の
精

製
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

尿
素
Ｓ
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
排
出

ガ
ス
内
に
尿
素
水
溶
液
を
混
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
さ
れ

る
窒
素
酸
化
物
N
O
X

を
、
尿
素
水
溶
液

の
ア
ン
モ
ニ
ア
と
の
化
学
反
応
に
よ
り
、

無
害
の
窒
素
と
水
に
分
解
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
尿
素
水
溶
液
の
需
要
は
急

速
に
伸
び
て
い
る
が
、
原
料
で
あ
る
尿

素
は
輸
入
品
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、

国
内
で
製
造
し
て
い
る
の
は
１
社
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。

　

同
社
は
、
３
社
に
よ
る
共
同
開
発
で

テ
ス
ト
を
何
度
も
重
ね
た
結
果
、
安
価

で
質
の
悪
い
農
業
用
の
尿
素
水
か
ら
、

高
品
質
の
尿
素
水
溶
液
を
精
製
す
る
こ

と
に
成
功
。
尿
素
水
溶
液
「
ク
リ
ー
ン

A
T
ノ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
安
価
で
の
提

供
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
準
拠
し

て
い
る
の
で
、
尿
素
Ｓ
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム

搭
載
の
全
車
種
に
お
い
て
使
用
で
き
ま

す
」
と
代
表
取
締
役
の
谷
口
三
知
雄
氏

は
話
す
。

開
発
が
進
む
船
舶
用
尿
素
水
溶
液

品
質
保
証
で
環
境
問
題
に
貢
献

　

大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
は
、
走
行
距

離
に
比
例
し
て
尿
素
水
溶
液
の
使
用
量

は
上
が
る
。
液
が
な
く
な
る
と
車
は
動

か
な
く
な
る
の
で
、
主
な
ユ
ー
ザ
ー
で

あ
る
運
送
業
者
、
バ
ス
会
社
は
、
定
期

的
な
調
達
が
必
要
で
あ
る
。
同
社
で
も

配
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
て
い
る

が
、
最
近
は
、
コ
ス
ト
を
抑
え
た
い
運

送
業
者
と
の
協
力
体
制
に
よ
り
、
国
内

の
多
く
の
場
所
に
「
ク
リ
ー
ン
Ａ
Ｔ
ノ
ッ

ク
ス
」
の
供
給
ポ
イ
ン
ト
を
置
く
ケ
ー

ス
も
増
え
て
き
た
と
い
う
。

　

２
０
１
６
年
に
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
搭
載
の
船
舶
へ
の
規
制
も
ス

タ
ー
ト
す
る
た
め
、
現
在
は
船
舶
関
連

の
企
業
と
合
同
で
船
舶
用
の
開
発
を
進

め
て
い
る
。
船
舶
用
は
尿
素
濃
度
が
約

40
％
と
車
用
よ
り
高
い
が
、
車
用
と

同
様
に
高
品
質
の
も
の
を
作
り
、
現

在
、
航
海
テ
ス
ト
中
で
あ
る
。
ま
た
、

建
機
、
重
機
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
規

制
が
始
ま
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
る
。

２
０
１
１
年
の
販
売
量
は
約
２
０
４
０

ト
ン
。
３
年
前
か
ら
比
較
す
る
と
約
２

倍
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
需
要
を
見

据
え
て
工
場
を
新
設
し
て
増
産
体
制
を

と
る
と
い
う
。

　
「
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、
規

制
が
緩
く
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
尿
素
水
溶
液
の
需
要
は
今
後
も
増

え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
確
か
な
品
質
の
製
品
を
作
っ

て
い
き
ま
す
」
排
出
ガ
ス
規
制
と
い
う

大
き
な
環
境
問
題
を
抱
え
る
運
送
業
界

の
安
心
を
支
え
て
い
る
。

排出ガス規制に対応
高品質の尿素水溶液を
精製

尿素水溶液製品タンク

現 会長。平成 25年、増谷 徹さんが代表取締役社長に就任。
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創
業
以
来
約
　
年　

新
た
な

フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
製
品
の
研
究

　

リ
グ
ナ
イ
ト
株
式
会
社
は
、
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
が
持
つ
熱
硬
化
性
に
い
ち

早
く
着
目
し
、
創
業
以
来
、
樹
脂
を
用

い
た
工
業
部
品
の
製
造
や
、
各
産
業
に

応
じ
た
材
料
の
提
供
な
ど
を
幅
広
く
手

が
け
て
き
た
。

　
「
90
年
近
く
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
に
こ

だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
個
別
対
応
の
た
め
、
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
の
種
類
は
増
え
る
一
方
。

大
変
で
す
が
、
そ
う
い
う
細
や
か
な
対

応
で
、
お
客
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
取
締
役
社

長
の
呉
美
憲
氏
は
語
る
。

　

新
製
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
開
発
部
で
は
、
次
々
に
新
た
な
技

術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
10
年
近

く
前
か
ら
は
、
電
池
材
料
用
の
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
を
研
究
し
て
き
た
。
今
ま

で
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
だ
が
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
が
走
行
時
に

C
O
２

を
一
切
排
出
し
な
い
燃
料
電
池

自
動
車
の
開
発
を
進
め
る
中
、
そ
の
要

と
な
る
次
世
代
電
池
材
料
に
挑
戦
す
る

こ
と
で
、
環
境
に
優
し
い
商
品
開
発
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
思
い
も
あ
っ
た
と

い
う
。

黒
鉛
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
を
加
工

燃
料
電
池
の
部
品
用
素
材
に

　

燃
料
電
池
の
ス
タ
ッ
ク
（
セ
ル
と
セ

ル
を
重
ね
た
も
の
）
の
間
に
は
さ
ま
れ

る
「
セ
パ
レ
ー
タ
」
は
、
電
気
を
伝
え

つ
つ
、
燃
料
ガ
ス
や
空
気
を
遮
断
す
る

役
割
が
必
要
で
あ
る
。カ
ー
ボ
ン
と
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
を
混
合
さ
せ
た
材
料
が
知

ら
れ
て
い
た
が
、
従
来
の
方
法
で
は
配

合
が
難
し
く
、
カ
ー
ボ
ン
が
分
散
し
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
同

社
は
天
然
の
鱗
状
黒
鉛
に
、
フ
ェ
ノ
ー

ル
樹
脂
を
特
殊
な
方
法
で
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
し
た
「
黒
鉛-

フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
複

合
材
料
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）」
を
開
発
。

　
「
研
究
を
重
ね
、
よ
う
や
く
黒
鉛
の
表

面
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
を
薄
く
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
顕
微
鏡
写
真
で
は
、
フ
ェ
ノ
ー

ル
樹
脂
が
１
㎛
以
下
の
厚
さ
で
均
一
に

つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
よ
」

と
開
発
部
部
長
の
井
出
勇
氏
は
語
る
。

黒
鉛
の
熱
・
電
気
伝
導
性
が
良
い
と
い

う
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
熱
圧
成
形
で

自
在
に
成
形
が
で
き
、
各
種
基
材
と
の

複
合
化
が
容
易
に
で
き
る
と
い
う
フ
ェ

ノ
ー
ル
樹
脂
で
あ
る
。
こ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が

燃
料
電
池
材
料
に
適
し
て
い
る
最
大
の

理
由
は
、
強
度
を
保
っ
た
ま
ま
０.
５

㎜
の
薄
さ
に
ま
で
加
工
で
き
る
点
に
あ

る
。
セ
パ
レ
ー
タ
用
材
料
と
し
て
大
手

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
高
い
評
価
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
用
燃
料
電
池
の

普
及
も
進
み
つ
つ
あ
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

は
さ
ら
な
る
需
要
の
高
ま
り
が
期
待
さ

れ
る
。

　
「
世
の
中
は
環
境
対
策
商
品
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
持
つ
技

術
は
、
そ
う
し
た
次
世
代
の
新
製
品
開

発
を
支
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」
新
た
な
研
究
か
ら
高
性
能
な

新
製
品
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
核
に
事

業
展
開
し
て
い
く
。

リグナイト 株式会社
これまでも低公害、無公害な樹脂素材の
改良・開発を大学、省庁などの研究機関
や他社の開発部門と共に進めてきまし
た。今後も次世代の新製品開発にチャレ
ンジし、環境に配慮するための原材料の
改良など、積極的に提案していきたいと
思います。

取締役社長　呉 美憲さん

主な事業内容

フェノール樹脂、特殊
樹脂を主体とした工業
用樹脂製品から各種成
形加工等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8331 堺市西区築港新町 2-5
昭和 9年
3,150 万円
63名
072-241-9552
072-245-1836
http://www.lignyte.co.jp

リグナイト 株式会社

黒鉛-フェノール樹脂が
燃料電池の
部品素材に

黒鉛 - フェノール樹脂複合材料

フェノール
樹脂複合
材料

化学

90

現 会長。平成 24年、呉 美惠子さんが取締役社長に就任。
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独
自
の
技
術
開
発
に
邁
進

性
能
向
上
、
長
寿
命
化
を
実
現

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
バ
ッ
テ

リ
ー
に
よ
く
使
わ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
は
、
電
気
自
動
車
の
電
源
と
し

て
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
こ
の
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
要
と
も
い
え
る
正

極
用
材
料
を
製
造
し
て
い
る
の
が
関
西

触
媒
化
学
株
式
会
社
で
あ
る
。

　

現
在
、
正
極
材
と
し
て
多
く
使
わ
れ

て
い
る
の
は
コ
バ
ル
ト
だ
が
、
コ
バ
ル

ト
は
レ
ア
メ
タ
ル
に
属
し
、
高
価
で
あ

る
た
め
、
資
源
の
豊
富
な
金
属
元
素
か

ら
な
る
正
極
用
材
料
へ
の
代
替
が
求
め

ら
れ
て
き
た
。

　

同
社
が
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
材
料

と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
は
ニ
ッ
ケ
ル

系
複
合
前
駆
体
で
あ
る
。
コ
バ
ル
ト
に

比
べ
る
と
ニ
ッ
ケ
ル
は
埋
蔵
量
が
多

く
、
安
価
で
あ
り
、
こ
れ
を
使
う
こ
と

で
、
貴
重
資
源
で
あ
る
コ
バ
ル
ト
の
使

用
削
減
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
同
社
が
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し

て
き
た
技
術
は
、
電
池
性
能
の
向
上
や

長
寿
命
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
技
術
は
、
水
酸
化
ニ
ッ

ケ
ル
の
球
状
化
技
術
で
あ
る
。
水
酸
化

ニ
ッ
ケ
ル
を
従
来
法
で
製
造
す
る
と
、

粒
子
が
不
定
形
と
な
り
、
充
填
し
た
と

き
に
無
駄
な
隙
間
が
生
じ
て
し
ま
う

が
、
同
社
の
製
品
を
使
え
ば
、
粒
子
が

球
状
に
そ
ろ
っ
て
い
る
た
め
、
充
填
時

に
隙
間
が
で
き
に
く
く
な
り
、
高
密
度

で
長
寿
命
な
電
池
が
で
き
上
が
る
。

　

さ
ら
に
、
複
数
の
元
素
を
均
一
に
混

合
す
る
異
種
元
素
固
溶
技
術
も
あ
る
。

　
「
正
極
材
の
性
能
は
、
数
種
類
の
元

素
を
組
み
合
わ
せ
た
『
前
駆
体
』
の
良

し
悪
し
で
決
ま
り
ま
す
。
私
た
ち
は
20

年
前
か
ら
、
様
々
な
元
素
を
ど
う
組
み

合
わ
せ
た
ら
求
め
ら
れ
る
能
力
が
発
揮

で
き
る
か
を
研
究
し
続
け
て
き
ま
し

た
」
と
箕
浦
康
子
社
長
。

　

例
え
ば
、
自
動
車
用
電
池
な
ら
、
出

力
を
重
視
し
た
元
素
混
合
に
す
る
な

ど
、
取
引
先
が
要
求
す
る
正
極
材
の
性

能
を
か
な
え
て
い
る
。

各
メ
ー
カ
ー
の
要
望
に
対
応
し

電
気
自
動
車
用
の
普
及
へ
つ
な
げ
る

　

ニ
ッ
ケ
ル
系
の
正
極
材
は
電
気
自
動

車
用
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
材
料
と

し
て
も
注
目
度
が
高
い
。
現
在
は
、
電

池
メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
電
気
自
動
車
用

正
極
用
材
料
開
発
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
パ
ワ
ー
、
機
能
な
ど
自
動
車
メ
ー

カ
ー
ご
と
に
違
う
電
池
へ
の
要
望
に
こ

た
え
な
が
ら
、
電
気
自
動
車
の
普
及
を

見
据
え
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
同
社
の
扱
う
ニ
ッ
ケ
ル
化

合
物
、コ
バ
ル
ト
化
合
物
な
ど
は
、ニ
ッ

ケ
ル
水
素
電
池
な
ど
の
充
電
式
電
池
の

材
料
や
環
境
浄
化
の
触
媒
、
表
面
処
理

用
の
薬
品
原
料
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
迅
速

な
材
料
提
供
も
強
み
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
製
造
過
程
で
出
る
廃
液
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
、
繊
維
分
野
で
使
わ
れ

る
薬
剤
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
り
、
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
廃
液
を

出
さ
な
い
材
料
開
発
に
取
り
組
ん
だ
り

す
る
な
ど
、
新
し
い
技
術
で
環
境
保
護

に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
常
に
目
を
向
け

て
い
る
。

関西触媒化学 株式会社 主な事業内容

触媒化学工業薬品製造
販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0837 堺市堺区柏木町 1-3-13　
昭和 32年
30,280 万円
83名
072-241-6200
072-245-1513
http://www.kansyoku.co.jp

関西触媒化学 株式会社

球状にそろった正極用材料

リチウム
イオン電池
材料

化学

独自の技術で
リチウムイオン電池を
高性能化

化学メーカーは、環境に負荷を与える物質を
取り扱う業種です。だからこそ、特に環境に
配慮しなければならないと思っています。そ
の中で、お客様からの要望にスピード対応し、
先進技術の動向を見ながら、一歩先をいく研
究をしていきたいと思っています。
左：代表取締役社長　箕浦 康子さん

右：専務取締役　箕浦 義基さん



12

ス
リ
ラ
ン
カ
産
ヤ
シ
殻
活
性
炭
を

安
定
調
達
し
、
低
価
格
を
実
現

　　

空
気
清
浄
機
、
タ
バ
コ
分
煙
機
、
飲

食
店
の
換
気
口
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

る
脱
臭
フ
ィ
ル
タ
ー
。
株
式
会
社
ユ
ー
・

イ
ー
・
エ
ス
は
、
天
然
ヤ
シ
殻
活
性
炭

を
使
っ
た
、
使
い
捨
て
脱
臭
フ
ィ
ル

タ
ー
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

　
「
先
代
は
天
然
素
材
に
こ
だ
わ
る
敷

物
製
造
会
社
で
し
た
。
扱
い
慣
れ
た
コ

コ
ヤ
シ
で
何
か
新
し
い
環
境
浄
化
商
品

が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
当
社
を
設
立

し
ま
し
た
」
と
上
田
俊
也
社
長
。
肉
厚

で
高
硬
度
・
高
品
質
な
ヤ
シ
殻
を
使
っ

た
ス
リ
ラ
ン
カ
産
活
性
炭
を
安
定
調
達

で
き
る
ル
ー
ト
を
築
き
、
同
社
は
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
高
品
質
な
活
性
炭

製
品
を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

高
齢
者
施
設
や
医
療
機
関
、
飲
食
店

な
ど
で
使
わ
れ
る
業
務
用
空
気
清
浄
機

の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
洗
浄
し
て
繰
り
返

し
使
う
も
の
が
大
半
だ
が
、
油
な
ど
が

付
着
す
る
と
洗
浄
は
重
労
働
で
、
廃
液

も
出
る
。
ま
た
、
高
価
格
な
た
め
に
、

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
も
使
い
続
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
多
い
。「
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
か
か
る
費
用
・
時
間
を
考
え
る
と
、

低
価
格
で
気
軽
に
使
い
捨
て
ら
れ
る

フ
ィ
ル
タ
ー
の
方
が
衛
生
的
で
、
結
果

的
に
環
境
と
人
に
優
し
く
な
る
」
と
い

う
発
想
で
あ
る
。

品
質
管
理
も
重
視
し
、

環
境
に
優
し
い
商
品
を
作
り
続
け
る

　　

同
社
で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
な

ど
か
ら
フ
ィ
ル
タ
ー
の
悩
み
を
聞
い
た

上
で
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
最
適
な
フ
ィ

ル
タ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。
希
望
の
サ

イ
ズ
・
形
状
に
加
工
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
小
ロ
ッ
ト
に
も
対
応
。
プ
リ
ー
ツ

構
造
の
密
度
を
調
整
し
た
り
、
触
媒
加

工
、
難
燃
加
工
を
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
強
度
を
保
つ
た
め
に

使
用
し
て
い
る
金
属
部
品
は
簡
単
に
取

り
外
し
て
分
別
・
廃
棄
で
き
る
な
ど
、

焼
却
処
分
を
前
提
と
す
る
環
境
配
慮
も

な
さ
れ
て
い
る
。

　

和
歌
山
の
加
工
工
場
内
に
あ
る
ラ
ボ

で
は
、
脱
臭
性
能
を
厳
密
に
テ
ス
ト
し
、

品
質
管
理
も
徹
底
し
て
い
る
。
活
性
炭

に
さ
ら
に
付
加
価
値
を
与
え
る
様
々
な

研
究
も
行
っ
て
お
り
、「
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
す
ば
や
く
対
応
し
、
役
に
立
つ
も

の
を
、
な
る
べ
く
低
価
格
で
提
供
し
て

い
き
た
い
」
と
上
田
社
長
は
語
る
。　

　

活
性
炭
を
粒
度
1
㎜
以
下
の
細
粉
末

に
す
る
ナ
ノ
加
工
技
術
は
、
医
薬
品
・

食
品
な
ど
へ
の
用
途
の
広
が
り
も
期
待

で
き
る
。
さ
ら
に
、
ア
オ
コ
除
去
剤
や

油
吸
着
剤
な
ど
の
環
境
保
全
・
浄
化
製

品
、
建
設
汚
泥
や
工
場
廃
液
の
処
理
を

円
滑
化
で
き
る
「
簡
易
排
水
処
理
キ
ッ

ト
」
も
手
掛
け
る
な
ど
、
活
性
炭
の
可

能
性
を
広
げ
続
け
て
い
る
。

株式会社ユー・イー・エス
臭い対策に困っている現場はたくさんあ
り、あらゆる相談を受けています。そう
した現場で喜んで使ってもらえるような
商品を提供していきたいと思っていま
す。これからも、よりよい活性炭商品の
開発に取り組み、環境浄化に役立つ製品
を作り続けたいですね。

代表取締役　上田 俊也さん

主な事業内容

ヤシを原料とする活性
炭、フィルター及び環
境浄化剤の製造、加工、
販売等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0946 堺市堺区 2-1-24
平成 16年
1,500 万円
5名
072-229-2411
077-229-2512
http://www.cocowork.com

株式会社ユー・イー・エス

天然ヤシ殻活性炭の
快適エコフィルター

脱臭エコフィルター

脱臭エコ
フィルター化学
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リマテック株式会社 堺SC工場

リマテック株式会社 堺 SC工場
他企業とも互いに知恵や技術を出し合っ
て、共同開発もどんどん進めていきたい
と思っています。これからも新たなビジ
ネスモデルの開発に積極的にチャレンジ
していきます。廃棄物処理事業を総合環
境事業として発展させ、海外にもノウハ
ウを提供していきたいですね。

代表取締役社長　田中 正敏さん

主な事業内容

総合環境事業（リサ
イクル RF事業、リサ
イクル SC事業等）

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8331 堺市西区築港新町 4-2-4
昭和 26年
10,000 万円
192名
072-280-0525
072-280-0526
http://rematec.co.jp/

堺 SC工場

循
環
型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

廃
棄
物
を
再
資
源
化

　

廃
棄
物
を
再
資
源
化
す
る
事
業
に
注

力
し
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢

献
し
て
い
る
リ
マ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
。

平
成
20
年
に
環
境
省
の
エ
コ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
制
度
に
認
定
さ
れ
た
環
境
先
進
企

業
で
あ
る
。

　

コ
ア
事
業
の
一
つ
は
、
廃
棄
物
を
補

助
燃
料
へ
と
加
工
す
る
Ｒ
Ｆ
事
業
だ
。

様
々
な
産
業
界
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃

油
、
汚
泥
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
を
、
特

許
技
術
に
よ
り
成
分
調
整
し
、
自
社
で

設
計
・
建
築
し
た
プ
ラ
ン
ト
で
ミ
キ
シ

ン
グ
。
受
け
入
れ
た
廃
棄
物
の
約
98
％

を
石
炭
代
替
燃
料
と
し
て
再
資
源
化

し
、
大
手
セ
メ
ン
ト
会
社
な
ど
に
販
売

し
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
事
業
の
柱
を
求
め
て
立
ち

上
げ
た
の
が
、
亜
臨
界
水
処
理
法
に
よ

る
廃
棄
物
の
再
資
源
化
技
術
で
あ
る
。

亜
臨
界
水
が
有
機
物
を
溶
解
・
分
解
す

る
能
力
が
高
い
こ
と
に
着
目
。
大
阪
府

立
大
学
と
の
８
年
に
及
ぶ
共
同
研
究
を

経
て
、
平
成
18
年
に
70
ト
ン
の
処
理
能

力
を
持
つ
世
界
初
の
商
用
亜
臨
界
水
プ

ラ
ン
ト
、
堺
Ｓ
Ｃ
工
場
を
建
設
し
た
。

　

亜
臨
界
水
プ
ラ
ン
ト
で
は
従
来
焼
却

処
分
す
る
し
か
な
か
っ
た
多
種
多
様
な

廃
棄
物
の
再
資
源
化
へ
の
応
用
が
可

能
。
現
在
は
有
機
塩
素
系
溶
剤
含
有
廃

液
の
脱
塩
素
・
再
資
源
化
や
、
動
植
物

性
油
脂
残
さ
な
ど
の
分
解
・
再
資
源
化

（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
）
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

「
下
水
汚
泥
を
亜
臨
界
水
で
前
処
理
し
、

メ
タ
ン
発
酵
を
高
速
化
・
効
率
化
す
る

研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
プ

ラ
ン
ト
建
設
・
試
験
運
用
が
始
ま
り
ま

す
が
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
効
率
良
く
回
収

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
今
後
は
下
水

処
理
場
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
田
中
正
敏
社
長
は
語
る
。

研
究
開
発
か
ら
設
計
、
施
工
ま
で

一
貫
体
制
で
迅
速
に
対
応

　

堺
Ｓ
Ｃ
工
場
は
、
研
究
施
設
と
し
て

の
役
割
も
大
き
い
。
ラ
ボ
で
は
、
処
理

困
難
な
廃
棄
物
を
再
資
源
化
す
る
様
々

な
実
験
・
分
析
を
し
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
ま
と
め
て
か
ら
プ
ラ
ン
ト
稼
働
へ

と
い
う
流
れ
だ
。
処
理
に
用
い
る
触
媒
、

凝
集
剤
の
開
発
・
製
造
も
行
っ
て
い
る
。

「
産
業
廃
棄
物
業
界
で
、
こ
れ
だ
け
の
研

究
部
門
を
持
っ
て
い
る
会
社
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
新
た
な
研
究

を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
田

中
社
長
。
次
世
代
事
業
を
生
み
出
す
拠

点
と
す
る
べ
く
、
亜
臨
界
水
技
術
以
外

に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

同
社
は
東
日
本
大
震
災
後
に
は
い
ち

早
く
現
地
に
入
り
、
東
北
支
社
を
開
設

し
て
が
れ
き
処
理
に
取
り
組
ん
だ
。
自

治
体
と
共
同
で
が
れ
き
処
理
計
画
を
策

定
、
地
元
企
業
と
協
力
し
て
除
塩
施
設

や
排
水
処
理
設
備
を
建
設
し
、
塩
分
を

含
ん
だ
災
害
廃
棄
物
や
水
産
廃
棄
物
の

処
理
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

「
我
々
は
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
、
建
設
も
可

能
。
企
画
力
、
技
術
力
に
加
え
て
、
現

場
で
迅
速
に
対
応
で
き
る
力
も
あ
り
ま

す
」
と
、
一
貫
体
制
で
事
業
展
開
で
き

る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
だ
。

亜臨界水処理技術で
廃棄物を新たな
資源として再生

亜臨界水プラント
及び亜臨界水処理
法による廃棄物の
再資源化技術

化学

現 リマテックホールディングス株式会社 取締役会長。平成 28年、籔 哲之さんが代表取締役社長に就任。

平成23年度 補助金採択
低含水有機廃棄物対応型亜臨界水
－メタン醗酵システムの開発

（リマテックグループ：平成 26年持株会社化）
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アクラリン
RHF-OK2
重金属固定剤

化学

飛灰中の有害物質を
固定化
土壌汚染を防ぐ

甲陽化成株式会社

アクラリン RHF-OK2

アルバスクリーンの使用例

独
自
の
研
究
で
薬
剤
開
発

現
場
に
密
着
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
可
能

　　

甲
陽
化
成
株
式
会
社
は
設
立
以
来
、

防
食
防
錆
剤
や
水
処
理
薬
品
、
産
業
廃

棄
物
処
理
剤
、
特
殊
工
業
用
薬
品
な
ど

様
々
な
薬
品
の
開
発
・
製
造
を
手
が
け

て
き
た
。
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
取

り
そ
ろ
え
、
全
国
の
代
理
店
を
通
し
て

販
売
し
て
い
る
。

　

現
場
に
密
着
し
た
研
究
開
発
力
の
高

さ
と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
細
や
か
さ
が
同

社
の
強
み
で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
配
管

用
洗
浄
剤
の
選
択
に
悩
ん
で
い
れ
ば
、

配
管
内
の
水
を
送
っ
て
も
ら
い
、
成
分

を
分
析
。
時
に
は
現
場
を
訪
問
し
て
ボ

イ
ラ
な
ど
の
機
器
の
状
態
を
調
べ
、
最

適
な
製
品
を
提
案
し
て
い
る
。
既
存
の

製
品
で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
用
途

に
応
じ
て
少
量
で
も
薬
剤
を
開
発
す
る

と
い
う
。

　

井
口
久
社
長
は
「
当
社
の
よ
う
に
、

お
客
様
の
事
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
テ

ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
企

業
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
営
業
活
動
で
ニ
ー

ズ
を
く
み
取
り
、
製
品
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

鉛
や
水
銀
な
ど
の
重
金
属
と
結
合
し

再
溶
出
し
な
い
重
金
属
固
定
剤
を
開
発

　　

同
社
の
製
品
に
重
金
属
固
定
剤
「
ア

ク
ラ
リ
ン
Ｒ
Ｈ
Ｆ

‒

Ｏ
Ｋ
２
」が
あ
る
。

焼
却
場
か
ら
発
生
す
る
飛
灰
に
は
カ
ド

ミ
ウ
ム
や
鉛
、
水
銀
な
ど
の
重
金
属
有

害
物
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

無
害
化
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
る
。
無
害
化
処
理
に
は
一
般

的
に
有
機
キ
レ
ー
ト
剤
が
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
配
位
結
合
の
た
め
経
年
変
化

や
酸
性
雨
の
影
響
に
よ
り
重
金
属
が
再

溶
出
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
埋
め
立
て
処
分
し
た
場
所
か

ら
地
下
水
を
汚
染
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
排
水
処
理
設
備
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
「
ア
ク
ラ
リ
ン
Ｒ
Ｈ
Ｆ

‒

Ｏ
Ｋ
２
」

は
す
べ
て
の
重
金
属
と
化
学
結
合
す
る

硫
化
物
法
。
結
合
力
が
強
い
た
め
再
溶

出
の
リ
ス
ク
が
な
く
、
排
水
処
理
の
負

担
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
硫
化
物
は
取
り
扱
い
時
の
悪
臭
が

ネ
ッ
ク
で
し
た
が
、
原
料
を
吟
味
し
て

試
行
錯
誤
し
た
結
果
、
薬
剤
を
ほ
ぼ
無

臭
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
」
と

商
品
推
進
部
の
樋
口
陽
造
部
長
は
語

る
。
こ
の
硫
化
物
法
は
有
機
キ
レ
ー
ト

剤
の
代
替
と
し
て
、
現
在
は
一
部
の
焼

却
施
設
で
使
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

同
社
が
力
を
入
れ
る
も
う
ひ
と
つ
の

開
発
商
品
は
、
循
環
式
浴
場
の
配
管
･

濾
過
器
に
繁
殖
し
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
を

洗
浄
す
る
薬
剤
「
ア
ル
バ
ス
ク
リ
ー

ン
」。
中
和
剤
や
、
有
機
物
の
数
を
調

べ
て
洗
浄
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
す
る

Ａ
Ｔ
Ｐ
測
定
試
薬
も
一
緒
に
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
す
る
こ
と
で
使
い
勝
手
を
向
上
。

常
に
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
で
考
え
る
同
社

ら
し
い
配
慮
で
あ
る
。
使
用
方
法
、
効

果
が
わ
か
る
動
画
を
公
開
す
る
な
ど
、

新
た
な
営
業
方
法
も
模
索
中
だ
。

　

こ
れ
か
ら
も
環
境
に
配
慮
し
た
製
品

開
発
を
続
け
つ
つ
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の

相
談
に
即
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

目
ざ
す
。

土壌や水質が汚染されると後処理には高
額な費用がかかります。そうした事態を
防ぐためには、廃棄物の処分段階や機械
の定期点検で使用する薬品を吟味するこ
とが大切。これからも情報収集に努めて
よりよい製品開発に尽力していきます。
左：代表取締役社長　井口 久さん

右：商品推進部部長　樋口 陽造さん

甲陽化成株式会社 主な事業内容

工業薬品の開発販売
製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0983 堺市堺区山本町 1-17
昭和 42年
2,000 万円
9名
072-227-8201
072-229-8119
http://www.koyochem.co.jp
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環境・健康配慮
型機能性薬剤の
製造技術

化学

環境に配慮した
繊維加工用薬剤を開発

コタニ化学工業株式会社

納品に際してはMSDSと呼ばれる製品安
全データシートをサンプルの段階から提
供しています。これからも原料の選定を重
視した製品開発をしていきたいですね。環
境への配慮と安全面を外部へ「伝える」意
識を持って、業務に取り組んでいきます。

コタニ化学工業株式会社 主な事業内容

繊維加工用界面活性
剤・仕上剤の製造販
売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8352 堺市西区築港浜寺西町 13-14
昭和 48年
2,250 万円
20名
072-268-0291
072-268-0293
http://www.kotani-chemical.co.jp

クインセッター POL
使用 ( 左 )、未使用 (右 )

クインセッター POL
加工布（左）、未加工布（右）

独
自
の
微
粒
子
化
技
術
で

繊
維
を
高
機
能
化

　

繊
維
の
染
色
・
漂
白
・
捺
染
加
工
の

助
剤
や
、
柔
軟
剤
、
各
種
機
能
性
薬
剤

を
開
発
・
製
造
し
て
き
た
コ
タ
ニ
化
学

工
業
株
式
会
社
。繊
維
加
工
分
野
で
は
、

特
殊
化
・
差
別
化
し
た
薬
剤
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
大

手
メ
ー
カ
ー
は
対
応
に
積
極
的
で
は
な

く
、
同
社
の
よ
う
な
少
量
多
品
種
の
薬

剤
要
求
に
こ
た
え
る
企
業
は
貴
重
な
存

在
で
あ
る
。
顧
客
の
要
望
に
き
め
細
か

に
対
応
し
た
こ
と
で
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
研
究
開
発
も
積
極

的
に
進
め
て
、
新
製
品
を
次
々
に
送
り

出
し
て
い
る
。

　

同
社
が
開
発
し
た
「
ク
イ
ン
セ
ッ

タ
ー
P
O
L
」
は
、
独
自
の
微
粒
子

化
技
術
で
柔
軟
か
つ
強
固
な
樹
脂
皮
膜

を
あ
ら
ゆ
る
繊
維
上
に
形
成
。
花
粉
、

黄
砂
、
P
M
2
・
5
、
化
粧
品
な
ど
の

付
着
を
防
止
し
、
付
着
し
て
も
軽
く
は

た
く
だ
け
で
汚
れ
を
払
い
落
と
す
こ
と

が
で
き
る
繊
維
加
工
剤
で
あ
る
。
繊
維

の
隙
間
や
凹
凸
を
ナ
ノ
粒
子
で
埋
め
、

処
理
後
の
風
合
い
は
ソ
フ
ト
で
、
通
気

性
や
吸
水
性
が
悪
く
な
る
こ
と
は
な

い
。性
能
試
験
は
社
内
外
で
実
施
済
み
。

現
在
は
、
寝
具
、
タ
オ
ル
、
下
着
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
P
O
L
」
が
付
着
防
止
を
主

な
目
的
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ク

イ
ン
セ
ッ
タ
ー
P
L
C
」
と
い
う
、
汚

れ
の
吸
着
を
目
的
と
し
た
薬
剤
も
あ

る
。
玄
関
マ
ッ
ト
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
掃

除
用
シ
ー
ト
な
ど
に
使
用
す
る
と
、
さ

ら
っ
と
し
た
質
感
を
保
っ
た
ま
ま
強
力

な
粘
着
性
で
ほ
こ
り
や
花
粉
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
今
や
「
国
民

病
」
と
も
呼
ば
れ
る
花
粉
症
対
策
と
し

て
各
業
界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

染
色
時
の
洗
浄
工
程
を
大
幅
短
縮

新
商
品
は
新
分
野
へ
の
展
開
を
目
ざ
す

　

一
般
的
に
染
色
加
工
は
工
程
数
が
多

く
、
水
や
熱
も
大
量
に
使
う
た
め
、
環

境
に
配
慮
し
な
が
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も

し
た
い
と
い
う
工
場
か
ら
の
要
望
が
多

か
っ
た
。
同
社
は
創
業
初
期
か
ら
環
境

に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
工
程
省
力
化

一
浴
ソ
ー
ピ
ン
グ
剤
「
ク
イ
ン
ソ
ー
プ

T‒

J
H
」
を
製
造
。
染
色
時
の
還
元

洗
浄
工
程
を
短
縮
で
き
る
人
気
商
品

で
、
現
在
も
海
外
の
工
場
で
広
く
使
わ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
販
売
も
視
野
に
入
れ
た

製
品
開
発
に
も
積
極
的
で
、「
ク
イ
ン

セ
ッ
タ
ー
P
O
L
」
を
ス
プ
レ
ー
タ
イ

プ
に
し
た
商
品
は
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら

販
売
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
抗
菌
・
保

温
効
果
を
も
た
ら
す
薬
剤
な
ど
の
開
発

も
進
め
て
い
る
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

「
原
料
に
は
溶
剤
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、

基
本
的
に
水
溶
性
の
も
の
を
使
用
し
て

い
ま
す
」
と
小
谷
昇
社
長
は
原
料
の
選

定
を
重
視
し
た
姿
勢
を
語
る
。

　

新
た
な
商
品
を
生
み
出
す
に
は
、
情
報

収
集
を
重
視
し
、
他
業
種
か
ら
ヒ
ン
ト
を

も
ら
う
こ
と
も
多
い
と
い
う
。「
こ
ん
な

も
の
が
ほ
し
い
、と
い
う
要
望
に
は
、ノ
ー

と
言
わ
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」
と

小
谷
社
長
は
言
う
。
長
年
培
っ
て
き
た
技

術
は
、
今
後
の
新
分
野
へ
の
展
開
に
も
大

き
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

代表取締役　小谷 昇さん
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SKパウチ
システム化学

シーリング材容器を
コンパクト化
ゴミの大幅減量が可能に

シャープ化学工業株式会社

シャープ化学工業株式会社
スプレーできるシーリング材をコーキン
グガンメーカーと共同開発しています。
シーリング材を接着剤として使えれば、
環境に負荷を与えず、省エネにも貢献で
きます。これからも、従来の用途にこだ
わらず、幅広い分野での展開を目ざして
いきたいですね。

代表取締役社長　村上 幹男さん

主な事業内容

シーリング材・コー
キング材・接着剤の
製造販売、工事関連
商品の仕入れ販売・
輸出入

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8352 堺市西区築港浜寺西町 13-12
昭和 40年
9,200 万円
49名
072-268-0322
072-268-3119
http://www.sharpchem.co.jp/

数
々
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
め
込
ま
れ
た

画
期
的
な
パ
ウ
チ
シ
ス
テ
ム

　

シ
ャ
ー
プ
化
学
工
業
株
式
会
社
は
、

シ
ー
リ
ン
グ
材
、
接
着
剤
、
防
水
材
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
多
品
種

少
量
生
産
に
徹
し
、
製
造
設
備
を
自
社

開
発
す
る
な
ど
し
て
独
自
の
製
造
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
企
業
だ
。

　

建
築
現
場
な
ど
で
防
水
、
気
密
な
ど

の
用
途
で
使
わ
れ
る
シ
ー
リ
ン
グ
材

は
、
通
常
は
筒
状
容
器
の
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
に
充
填
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
容
器

は
在
庫
が
か
さ
ば
る
上
、
廃
棄
の
際
に

費
用
が
か
か
る
こ
と
が
常
に
問
題
視
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
求
め
る

声
が
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
社
は

容
器
に
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
の
よ
う
な

フ
ィ
ル
ム
の
袋
を
採
用
し
、
使
用
後
に

容
器
が
圧
縮
さ
れ
て
ゴ
ミ
の
分
量
を
従

来
の
10
分
の
１
近
く
ま
で
減
量
で
き
る

「
S
K
パ
ウ
チ
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に

成
功
し
た
。

　
「
袋
の
素
材
、
形
を
決
め
る
ま
で
が

大
変
で
し
た
。
手
で
し
ぼ
っ
て
使
っ
た

と
き
の
圧
力
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
ノ

ズ
ル
部
、
ノ
ズ
ル
受
け
部
、
し
ぼ
り
口

の
形
状
な
ど
に
も
工
夫
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
」
と
村
上
幹
男
社
長
は
言
う
。
そ

の
試
行
錯
誤
が
実
を
結
び
、
充
填
技
術

や
容
器
の
形
態
、
そ
れ
ら
の
工
程
に
用

い
る
機
械
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
す
べ
て
に

お
い
て
国
内
外
の
特
許
を
取
得
し
た
。

　

こ
の
パ
ウ
チ
シ
ス
テ
ム
は
、
手
し
ぼ

り
で
の
使
用
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
の

メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
専
用
の
コ
ー
キ
ン

グ
ガ
ン
も
開
発
し
て
い
る
た
め
筒
状
容

器
と
同
様
の
コ
ー
キ
ン
グ
作
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
好
評
だ
と
い
う
。
同
製

品
は
コ
ン
パ
ク
ト
化
さ
れ
た
こ
と
で
省

ス
ペ
ー
ス
化
だ
け
で
は
な
く
、
製
品
輸

送
時
の
省
エ
ネ
化
に
も
つ
な
が
っ
て
お

り
、
保
管
、
使
用
、
廃
棄
の
各
段
階
す

べ
て
に
お
い
て
複
合
的
な
メ
リ
ッ
ト
を

生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、

デ
ザ
イ
ン
性
や
ゴ
ミ
の
大
幅
減
量
化
が

評
価
さ
れ
、
２
０
０
１
年
の
「
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
ほ
か
２
０
０
９
年
に
大

阪
も
の
づ
く
り
優
良
企
業
賞
、
２
０
１
０

年
に「
お
お
さ
か
エ
コ
テ
ッ
ク
」の「
ゴ
ー

ル
ド
エ
コ
テ
ッ
ク
」
に
選
定
さ
れ
る
な

ど
受
賞
を
重
ね
て
い
る
。

豊
富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
す
る

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
開
発
姿
勢

　

同
社
は
中
小
企
業
な
ら
で
は
の
小
回

り
の
よ
さ
を
生
か
し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
開
発
姿
勢
も
特
徴
だ
。
村
上
社
長
は

「
製
品
の
完
成
度
の
高
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

お
客
様
の
要
望
に
は
な
る
べ
く
早
く
こ

た
え
る
こ
と
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」

と
、
大
手
企
業
に
は
な
い
対
応
力
を
強

み
に
す
る
。
ま
た
、
社
内
か
ら
生
ま
れ

る
豊
富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
顧
客
の
声
を

積
極
的
に
具
現
化
す
る
行
動
力
も
特
徴

的
で
、
浴
槽
の
修
繕
に
使
え
る
少
量
サ

イ
ズ
の
シ
ー
リ
ン
グ
材
「
バ
ス
シ
ー
ル
」

や
、
蓄
光
顔
料
を
配
合
し
、
災
害
時
の

避
難
誘
導
に
使
え
る
シ
ー
リ
ン
グ
材「
ホ

タ
ル
コ
ー
ク
」
な
ど
、
D
I
Y
市
場
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
製
品
も
数
多
く
取

り
そ
ろ
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
多
品

種
少
量
生
産
を
武
器
に
、
新
し
い
発
想

の
商
品
を
提
供
し
、
存
在
感
を
示
し
続

け
る
。
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株式会社ビー・ティ・アイ

株式会社ビー・ティ・アイ
他社にはできない超精密加工ができる自
信があります。当社の技術が生かせる分
野はたくさんあると思いますので、情報
収集しながら販路を広げていきたいです
ね。これからも技術力を高めながら、様々
な加工要求に対応していくつもりです。

代表取締役社長　西谷 則行さん

主な事業内容

プラスチック全材料
の機械加工、プラス
チック曲げ加工、プ
ラスチック成型及び
金型、プラスチック
製品の組み立て

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0042 堺市美原区木材通 1-10-8
昭和 63年
1,400 万円
37名
072-362-2550
072-362-5688
http://www.bti-2.co.jp/

太
陽
電
池
向
け
シ
リ
コ
ン
の

極
薄
切
断
を
可
能
に

　

あ
ら
ゆ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
切

削
や
曲
げ
と
い
っ
た
加
工
技
術
を
持
つ

株
式
会
社
ビ
ー
・
テ
ィ
・
ア
イ
。
Ｎ
Ｃ

旋
盤
な
ど
の
加
工
機
械
を
各
種
導
入

し
、
3
次
元
測
定
器
な
ど
も
駆
使
し
た

精
密
切
削
を
得
意
と
し
て
い
る
。
取
引

先
は
半
導
体
、
工
作
機
械
、
食
品
機
械
、

ベ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
多
種
多
様
な
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。

　

同
社
が
そ
の
卓
越
し
た
精
密
加
工
技

術
を
駆
使
し
て
い
る
の
が
、
太
陽
電
池

向
け
シ
リ
コ
ン
な
ど
を
切
断
す
る
ワ
イ

ヤ
ー
ソ
ー
主
軸
ロ
ー
ラ
ー
の
溝
加
工
と

ワ
イ
ヤ
ー
プ
ー
リ
ー
な
ど
の
付
属
部
品

加
工
。
太
陽
電
池
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
製
造
す

る
メ
ー
カ
ー
で
は
、
低
コ
ス
ト
化
を
図

る
た
め
、
よ
り
薄
く
、
か
つ
ロ
ス
を
少

な
く
で
き
る
シ
リ
コ
ン
切
断
技
術
を
必

要
と
し
て
い
る
。
同
社
は
ロ
ー
ラ
ー
に
、

ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
を
受
け
る
等
間
隔
の
溝

を
切
削
加
工
で
き
る
数
少
な
い
企
業
で

あ
る
。
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
メ
ー
カ
ー
や
切

断
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
図
面
指
示
に
合

わ
せ
て
、
超
高
分
子
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
や

ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
素
材
の
ロ
ー
ラ
ー
に

ピ
ッ
チ
0.
2
5
㎜
、
深
さ
0.
2
㎜

前
後
の
切
削
溝
加
工
を
施
し
て
い
く
。

ピ
ッ
チ
の
寸
法
公
差
は
わ
ず
か
＋－
3

㎛
。

　
「
溝
断
面
の
形
状
、
角
度
は
メ
ー
カ
ー

に
よ
り
様
々
で
す
。
溝
の
精
度
が
そ
の

ま
ま
シ
リ
コ
ン
の
薄
さ
に
影
響
す
る
た

め
、
高
い
精
度
を
求
め
ら
れ
ま
す
」
と

西
谷
則
行
社
長
。
こ
う
し
た
超
精
密
加

工
に
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
重
要
な

の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
同
社
は
加
工
精

度
を
維
持
す
る
た
め
に
、
自
社
製
作
し

た
刃
物
を
使
う
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を

し
て
い
る
。
刃
物
の
素
材
も
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
法
を
考
え
て

い
る
と
い
う
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
ワ
イ

ヤ
ー
の
動
か
し
方
は
い
ろ
い
ろ
。
ワ
イ

ヤ
ー
ソ
ー
が
往
復
す
る
間
に
ワ
イ
ヤ
ー

自
体
の
線
径
が
細
く
な
る
た
め
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
溝
加
工
の
始
ま
り
と
終
わ

り
で
ピ
ッ
チ
を
変
え
る
、
と
い
っ
た
㎛

単
位
の
オ
ー
ダ
ー
に
も
対
応
し
て
い
る
。

様
々
な
加
工
要
求
に
こ
た
え
、

新
た
な
技
術
も
開
発

　

同
社
は
前
社
長
の
時
代
か
ら
、
営
業

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
多
岐
に
わ
た
る

業
種
の
メ
ー
カ
ー
と
直
接
取
引
を
行
っ

て
き
た
。

　
「
商
社
な
ど
を
通
さ
ず
に
直
接
メ
ー

カ
ー
と
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
で
、
何

が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
的
確
に
把
握

で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
図
面
だ
け
を
見

て
、
で
き
な
い
と
判
断
す
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
な
い
部
分
を

明
確
に
し
て
、
い
か
に
新
た
な
技
術
を

開
発
し
て
対
応
し
て
い
く
か
を
考
え
て

い
ま
す
」
と
西
谷
社
長
は
語
る
。
メ
ー

カ
ー
の
技
術
力
の
高
ま
り
に
つ
い
て
い

け
る
よ
う
自
社
の
技
術
を
磨
き
続
け
、

要
望
に
こ
た
え
て
き
た
姿
勢
が
多
く
の

取
引
先
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
て

き
た
。

　

今
後
も
個
人
の
技
術
向
上
も
大
切
に

し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
力
を
伸
ば

せ
る
よ
う
に
し
て
生
産
能
力
を
高
め
て

い
く
考
え
だ
。

μm単位の精密加工で
太陽電池生産の
効率化に貢献

主軸ローラーの精密加工
ワイヤーソー主軸
ローラーの溝加工
及び付属部品

プラスチック
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車載用金属
プーリーの
樹脂化

プラスチック

大和合成株式会社

車載用プーリーの樹脂化で
大幅な軽量化を実現

大和合成株式会社
プラスチックの可能性を追求して、お客
様に喜んでいただけるものづくりを目ざ
しています。熱硬化性、熱可塑性の両方
を扱えるのもわが社の魅力です。プラス
チックのことなら大和合成と指名される
会社になりたいですね。

代表取締役社長　奥野 健太郎さん

主な事業内容

熱硬化性、熱可塑性
樹脂の成形組立加工
（宮崎、ホーチミン、
ハノイ工場に対して
のマザー機能を持つ）
試作・量産・次世代
技術の研究開発

住　所／
創　業／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 591-8046 堺市北区東三国ヶ丘町5-1-10
昭和 14年
2,400 万円
25名
072-252-1023
072-253-7332
http://www.daiwa-pls.co.jp/

製
法
・
素
材
の
双
方
に
精
通

異
種
複
合
が
可
能
に

　

昭
和
14
年
創
業
の
大
和
合
成
株
式
会

社
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
国
内
で
生
産

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
樹
脂

生
産
と
成
形
の
両
方
を
手
が
け
て
お

り
、
樹
脂
成
形
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在

で
あ
る
。
現
在
は
成
形
に
特
化
し
、
熱

硬
化
性
樹
脂
、
熱
可
塑
性
樹
脂
の
両
方

で
自
動
車
部
品
、
重
電
機
器
部
品
、
医

療
部
品
、
光
学
機
器
部
品
、
電
子
機
器

部
品
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
製
品
を
製

造
し
て
い
る
。

　

製
品
群
中
、
60
％
超
を
占
め
る
の
が

自
動
車
用
部
品
だ
。
熱
硬
化
性
樹
脂
で

の
精
度
の
高
い
加
工
技
術
を
生
か
し
、

従
来
は
金
属
で
製
造
さ
れ
て
い
た
プ
ー

リ
ー
を
、
ベ
ア
リ
ン
グ
部
分
だ
け
に
金

属
を
残
し
、
そ
の
周
り
に
樹
脂
を
流
し

込
む
方
法
で
の
製
造
に
成
功
し
た
。
金

属
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
う
異
な
る
素

材
を
一
体
化
さ
せ
る
の
は
非
常
に
困
難

だ
っ
た
が
、
ベ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
や

樹
脂
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
を
続
け
、

専
用
ベ
ア
リ
ン
グ
、
専
用
素
材
を
作
り

上
げ
た
。

「
我
々
は
金
型
か
ら
製
作
し
ま
し
た
。

金
型
の
温
度
管
理
や
樹
脂
の
流
し
込
み

方
な
ど
に
は
長
年
築
き
上
げ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
が
あ
り
ま
す
。
４
〜
５
年
の
試
行
錯

誤
の
末
に
、
耐
溶
剤
性
、
耐
摩
耗
性
、

耐
熱
性
な
ど
は
金
属
製
と
変
わ
ら
ず
、

従
来
品
の
３
分
の
１
程
度
に
軽
量
化
さ

れ
た
プ
ー
リ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
」
と

中
島
真
敏
技
術
部
部
長
は
語
る
。
プ
ー

リ
ー
は
自
動
車
部
品
の
一
つ
に
過
ぎ
な

い
が
、
こ
う
し
た
部
品
軽
量
化
の
積
み

重
ね
が
車
の
低
燃
費
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
こ
の
樹
脂
プ
ー
リ
ー
は
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
み
な
ら
ず
、
寸
法
精
度
を
向

上
さ
せ
た
た
め
振
動
が
軽
減
し
、
減
衰

率
の
高
さ
は
静
粛
性
の
向
上
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
ま
で
生
ん
だ
。
そ
の
技
術
は
高

い
評
価
を
得
て
、
現
在
は
月
10
万
個
を

生
産
。
日
産
、
ホ
ン
ダ
、
三
菱
、
ダ
イ

ハ
ツ
、
ル
ノ
ー
な
ど
、
国
内
外
の
名
だ

た
る
メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

超
精
密
部
品
も
得
意

新
た
な
樹
脂
化
製
品
も
追
求

　

同
社
は
超
精
密
、
微
細
成
形
品
も
得

意
と
し
て
お
り
、
極
小
サ
イ
ズ
の
電
子

部
品
や
、
１
㎜
以
下
の
サ
イ
ズ
の
携
帯

電
話
部
品
な
ど
も
製
造
し
て
い
る
。
㎛

単
位
の
誤
差
も
許
さ
れ
な
い
製
品
を
精

巧
に
測
定
す
る
設
備
も
整
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
部
品
メ
ー
カ
ー
と
共
同

で
「
樹
脂
化
検
討
会
」
も
開
い
て
お
り
、

自
動
車
部
品
分
野
を
中
心
に
、
将
来
樹

脂
化
で
き
る
も
の
を
検
討
中
だ
。
材
料

メ
ー
カ
ー
と
も
緊
密
な
連
携
を
取
り
、

最
適
な
素
材
提
案
が
で
き
る
と
い
う
強

み
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
樹
脂
成
形
技
術
を
生
か
し

て
竹
や
紙
の
繊
維
を
補
強
材
に
用
い
た

樹
脂
製
品
の
製
品
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
将
来
的
に
は
「
自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
」
で
の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

市
場
参
入
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る
と

い
う
。同
社
は
現
在
、堺
に
本
社
を
置
き
、

生
産
拠
点
と
し
て
国
内
に
宮
崎
、
海
外

で
は
ベ
ト
ナ
ム
に
2
拠
点
を
持
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
現
地
社
員
の
技
術
力
も

高
め
て
い
く
方
針
だ
。
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プラスチック
製品の中空成
形・押出成形

プラスチック

株式会社ミツギロン

独創的な発想から生まれる
省エネ・プラスチック製品

株式会社ミツギロン
創業以来、高効率の生産、原材料へのこ
だわり、オリジナリティーの高さなど品
質に対する確固とした理念と誇りを持っ
て商品を送り出してきました。これから
も生活環境、地球環境に配慮しながら、
お客様の課題解決に役立つものづくりを
追求し続けたいですね。

代表取締役社長　森本 典志さん

主な事業内容

生活用品、工業製品、
土木建築建材等のプ
ラスチック製品の企
画・製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 591-8011 堺市北区南花田町 212-1
昭和 45年
4,200 万円
24名
072-257-7281
072-252-3414
http://www.mitsugiron.co.jp

高
精
度
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
技
術
で

独
創
的
な
製
品
を
開
発

　

創
業
以
来
50
年
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

あ
ふ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
製
造

し
続
け
て
い
る
株
式
会
社
ミ
ツ
ギ
ロ

ン
。
同
社
が
発
案
し
て
生
み
出
し
た
お

風
呂
掃
除
用
ブ
ー
ツ
な
ど
の
家
庭
用
品

の
ほ
か
、
散
水
ホ
ー
ス
な
ど
の
農
業
用

品
、
カ
ラ
ス
よ
け
ゴ
ミ
ネ
ッ
ト
な
ど
の

鳥
獣
害
防
止
用
品
、
道
路
保
安
用
品
な

ど
、
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
８
０
０
ア

イ
テ
ム
を
超
え
る
。
お
客
様
の
「
困
り

ご
と
、
不
便
な
こ
と
」
に
て
い
ね
い
に

対
応
し
、
他
社
が
ま
ね
の
で
き
な
い
製

品
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
生
み
出
し
て
い

く
と
い
う
開
発
姿
勢
だ
。
こ
れ
ま
で
に

１
５
０
件
以
上
の
特
許
を
取
得
し
、
わ

か
り
や
す
い
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
得
意
と
し
て
い
る
。

「
社
内
か
ら
の
企
画
だ
け
で
は
な
く
、

他
業
種
の
人
と
の
何
げ
な
い
会
話
の
中

か
ら
開
発
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
」
と
森
本
典
志
社
長
は
語
る
。

　

製
造
技
術
で
は
、
生
産
効
率
が
従
来

の
３
倍
以
上
と
い
う
中
空
成
形
機
を
自

社
開
発
し
、
内
径
公
差
1
/
1
0
0
㎜

と
い
う
高
精
度
も
実
現
し
て
い
る
。
押

出
成
形
で
は
創
業
時
か
ら
二
色
成
形
技

術
の
開
発
に
着
手
し
て
お
り
、
腰
折
れ

し
に
く
い
ジ
ャ
バ
ラ
ホ
ー
ス
な
ど
も
他

社
に
先
駆
け
て
生
み
出
し
て
い
る
。

環
境
に
優
し
い
視
点
で
開
発

材
料
の
省
資
源
化
に
貢
献

　

道
路
用
三
角
コ
ー
ン
「
エ
バ
ー
コ
ー

ン
」
は
、
従
来
の
塩
ビ
製
三
角
コ
ー
ン

が
割
れ
や
す
く
、
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
開
発
し
た
製
品
で
あ
る
。

燃
や
し
て
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し

な
い
Ｅ
Ｖ
Ａ
樹
脂
を
採
用
し
、
車
に
ひ

か
れ
て
も
優
れ
た
復
元
力
を
持
つ
こ
と
、

寒
冷
地
で
の
使
用
も
可
能
な
こ
と
は
、

耐
久
試
験
で
実
証
済
み
だ
。「
今
ま
で
使

い
捨
て
さ
れ
て
い
た
製
品
を
長
持
ち
す

る
タ
イ
プ
に
替
え
れ
ば
、
ご
み
の
減
量

や
省
資
源
化
に
結
び
付
き
ま
す
」
と
森

本
社
長
は
言
う
。
他
に
も
「
ス
パ
ー
ク

マ
ー
カ
ー
」
は
、
自
動
車
用
緊
急
保
安

発
煙
筒
を
繰
り
返
し
使
用
で
き
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
子
式
に
し
た
も
の
。
炎
も
煙
も
出

さ
ず
に
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
高
速
点
滅
で

視
認
性
を
向
上
、
雨
風
に
も
強
く
、
ト

ン
ネ
ル
内
で
も
使
用
で
き
る
た
め
全
国

の
N
E
X
C
O
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
雨
水
タ
ン
ク
」
は
、
薄
型
で
コ

ン
パ
ク
ト
な
園
芸
用
品
で
、
節
水
対
策

用
と
し
て
家
庭
で
も
使
い
や
す
い
と
好

評
だ
。

　
「
品
質
管
理
は
社
員
一
人
一
人
が
行
う

も
の
」
と
い
う
信
念
を
持
つ
同
社
は
、

あ
え
て
品
質
管
理
部
を
置
か
ず
、
全
社

員
で
品
質
管
理
・
品
質
向
上
を
徹
底
。「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
一
粒
一
粒
は
お
米

と
同
じ
」
と
材
料
の
扱
い
に
も
細
や
か

な
気
を
配
る
。

　

東
日
本
大
震
災
後
は
、
取
引
先
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
福
島
県
の
工
場
の
生

産
ラ
イ
ン
を
一
手
に
引
き
受
け
て
サ

ポ
ー
ト
。
新
た
な
展
開
も
見
据
え
て
福

島
工
場
の
開
設
も
目
ざ
し
て
い
る
。
森

本
社
長
は
「
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
唯
一
無
二
の
製
品
を
お
届
け
し

た
い
」
と
使
命
感
を
持
っ
て
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

雨水タンク

エバーコーン スパークマーカー
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屋
上
緑
化
に
よ
り
夏
の
室
温
は

1
〜
1　

5
℃
マ
イ
ナ
ス
に

　

ス
ナ
ゴ
ケ
を
使
っ
た
緑
化
事
業
を
進

め
て
い
る
株
式
会
社
八
木
萬
。
現
在
は

工
場
屋
根
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
輪
場
屋

根
な
ど
へ
の
施
工
が
増
加
し
て
い
る
。

　

ス
ナ
ゴ
ケ
は
日
当
た
り
の
良
い
と
こ

ろ
を
好
み
、乾
燥
、暑
さ
、寒
さ
に
強
く
、

水
を
与
え
る
だ
け
で
一
年
を
通
し
て
き

れ
い
な
緑
色
を
保
つ
。
自
重
の
約
20
倍

の
水
分
を
保
持
し
、
吸
収
し
た
C
O
２

を
体
内
に
長
く
固
定
す
る
。
土
は
不
要

だ
が
、
適
度
な
保
水
性
と
、
大
雨
で
も

水
が
た
ま
ら
な
い
透
水
性
の
あ
る
基
盤

が
必
要
で
あ
る
。

　

同
社
の
緑
化
事
業
の
特
徴
は
、
そ
の

基
盤
材
に
既
存
事
業
で
販
売
し
て
い
た

多
孔
質
吸
音
セ
ラ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ガ
を

使
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
気
性
・

吸
音
性
に
優
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

の
壁
材
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
セ
ラ

ミ
ッ
ク
レ
ン
ガ
は
軽
量
で
断
熱
効
果
が

高
く
、
ス
ナ
ゴ
ケ
と
一
体
化
し
た
こ
と

で
施
工
も
簡
単
、
芝
生
な
ど
の
緑
化
に

比
べ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
簡
単
と
い
う

利
点
が
あ
る
。
年
間
を
通
し
た
施
工
実

験
で
は
、
夏
の
室
内
温
度
が
１
〜
１.

５
℃
下
が
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
１.
５
℃
と
い
う
と
わ
ず
か
な
よ

う
だ
が
、
省
エ
ネ
効
果
は
高
く
、
電
気

の
消
費
量
を
抑
え
た
い
工
場
な
ど
か
ら

の
見
積
も
り
依
頼
が
増
加
し
て
い
る
。

ス
ナ
ゴ
ケ
を
安
定
増
産

さ
ら
な
る
緑
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

　

ス
ナ
ゴ
ケ
と
の
出
会
い
は
８
年
前
。

本
業
で
あ
る
炉
材
事
業
、
工
業
窯
炉
設

計
施
工
の
他
に
、
環
境
を
考
え
た
新
事

業
で
社
会
貢
献
し
た
い
、
と
考
え
て
い

た
代
表
取
締
役
の
八
木
重
美
氏
は
、
大

阪
府
立
大
学
の
村
瀬
治
比
古
教
授
か
ら

ス
ナ
ゴ
ケ
を
使
っ
た
緑
化
方
法
を
紹
介

さ
れ
、
村
瀬
教
授
と
の
２
年
に
わ
た
る

共
同
開
発
を
経
て
、
三
重
県
の
工
場
で

の
大
量
生
産
へ
と
動
き
出
す
。

　
「
天
然
の
ス
ナ
ゴ
ケ
を
も
と
に
、
独
自

の
方
法
で
栽
培
し
、
１
年
か
け
て
コ
ケ

を
成
長
さ
せ
て
い
ま
す
。
失
敗
も
繰
り

返
し
ま
し
た
が
、
コ
ケ
の
性
格
を
知
り

尽
く
し
た
今
は
、
安
定
し
た
増
産
が
可

能
で
す
」
と
八
木
社
長
。
生
産
か
ら
施

工
ま
で
を
一
貫
し
て
手
が
け
て
い
る
会

社
は
少
な
い
と
い
う
。

　

駐
車
場
へ
の
施
工
も
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
既
存
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
撤
去
せ

ず
に
施
工
で
き
る
た
め
低
コ
ス
ト
。
ス

ナ
ゴ
ケ
の
保
水
力
が
打
ち
水
効
果
と
な

る
う
え
、
見
た
目
も
緑
豊
か
で
美
し
く
、

癒
し
効
果
が
あ
る
。

　
「
炉
材
事
業
、
築
炉
工
事
な
ど
で
は
、

熱
効
率
を
常
に
考
え
て
き
ま
し
た
。『
熱
』

を
考
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
緑
化
事
業
で

室
温
を
１
〜
２
℃
下
げ
る
、
と
い
っ
た

実
践
に
生
か
せ
て
い
ま
す
。
学
校
の
緑

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
計
画
中
で
、
今
後

は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
へ
の
施
工
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
」
と
八
木
社
長
は
手
ご
た

え
を
つ
か
ん
で
い
る
。

株式会社 八木萬
スナゴケの大きなメリットは、メンテナ
ンスが楽であること。活用が広がるよう、
実績を積み重ねていきたいと思っていま
す。また、セラミックブラインドなど、
緑化以外のことも加えて、建物全体を
トータルで省エネできるような研究をし
ていきたいですね。

代表取締役　八木 重美さん

主な事業内容

耐火材料・耐火レンガ
の用途開発及び販売、
築炉・耐火工事及び炉
の補修工事、屋上、壁
面緑化の推進による緑
化事業

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 591-8041 堺市北区東雲東町 3-1-12
平成 15年
2,000 万円
9名
072-255-6643
072-255-6644
http://www.yagiman.jp

株式会社 八木萬

熱のスペシャリスト
緑化ユニットで
冷暖房費を大幅節減

屋上緑化

三重県の生産工場

駐車場緑化

緑化
ユニット窯業

.

現 取締役会長。平成 27年、八木 重治さんが代表取締役に就任。
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セラミックス
精密加工窯業

株式会社アステック入江

最新の研究・開発を支え
環境分野に貢献する
高精度セラミックス加工

セラミックス事業所
大
阪
で
唯
一
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
加
工
専
業

難
削
材
料
の
精
密
加
工
を
手
が
け
る

　　

株
式
会
社
ア
ス
テ
ッ
ク
入
江
は
、
本

社
を
福
岡
県
北
九
州
市
に
構
え
、
大
手

製
鉄
会
社
を
顧
客
に
１
９
１
０
年
か
ら

耐
火
物
施
工
や
ス
ラ
グ
処
理
等
の
事
業

を
行
っ
て
き
た
。
耐
火
物
施
工
な
ど
で

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
扱
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
１
９
８
０
年
代
に
注
目
を
集
め

始
め
て
い
た
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

加
工
に
着
目
し
、
１
９
８
７
年
に
新
た

に
事
業
所
を
設
置
し
た
。

「
最
初
は
マ
シ
ン
の
使
い
方
も
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
」
と
松
原
宣
隆
所
長
は

言
う
が
、
技
術
者
た
ち
は
腕
を
磨
き
続

け
、
寸
法
精
度
１
㎛
の
世
界
を
実
現
。

大
阪
で
は
唯
一
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
加
工

専
業
事
業
所
と
し
て
成
長
を
遂
げ
た
。

切
断
か
ら
ラ
ッ
プ
加
工
ま
で
一
括
加
工

が
可
能
で
あ
り
、
少
量
・
多
品
種
の
難

削
材
料
の
精
密
加
工
に
対
応
し
て
い

る
。
様
々
な
種
類
の
加
工
機
械
を
保
有

し
、
長
年
の
経
験
か
ら
効
率
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
め
る
こ
と
が
強
み
で
あ

り
、
時
間
が
か
か
る
と
さ
れ
る
複
雑
加

工
で
あ
っ
て
も
、
納
期
短
縮
が
で
き
る

事
例
が
多
い
。

精
密
加
工
技
術
で
、
省
エ
ネ
化
に

つ
な
が
る
最
先
端
の
研
究
を
支
え
る

　　

当
初
は
材
料
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼

で
材
料
評
価
試
験
片
を
製
作
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
現
在
は
半
導
体
製
造

機
器
や
一
般
機
械
部
品
、
プ
レ
ス
・
圧

延
工
具
部
品
の
加
工
を
主
に
手
が
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
精
度
の
高
い
加
工
技

術
を
か
わ
れ
て
大
学
や
研
究
機
関
か
ら

の
依
頼
も
多
い
。

　

例
え
ば
大
阪
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が

進
め
る
、
次
世
代
材
料
で
あ
る
G
a
N

（
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
）
安
定
供
給
の
た
め
の

研
究
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
処
理
に
用
い
ら
れ

る
半
導
体
を
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
と
呼
ぶ

が
、
そ
の
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
基
板
を

現
在
主
流
の
シ
リ
コ
ン
か
ら
G
a
N
に

置
き
換
え
る
こ
と
で
、
電
力
損
失
の
大

幅
な
低
減
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

G
a
N
は
各
国
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
開

発
し
て
お
り
、
実
験
は
時
間
と
の
戦
い

だ
と
い
う
。
同
社
は
高
温
・
高
圧
下
で

の
実
験
時
に
使
用
す
る
高
純
度
の
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
製
治
具
を
従
来
の
約
２
分
の

１
の
納
期
で
提
供
し
、
研
究
を
支
え
て

い
る
。

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は
、軽
量
で
、絶
縁
性
、

耐
摩
耗
性
、
耐
熱
性
に
優
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
航
空
宇
宙
機
器
・
自
動
車
・

産
業
機
械
部
品
な
ど
に
お
い
て
も
金
属

の
代
替
材
料
と
し
て
の
研
究
が
進
ん
で

い
る
。
ま
た
同
社
は
C
F
R
P
（
炭
素

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
と
い
う
非

常
に
硬
い
材
料
の
加
工
を
J
A
X
A
な

ど
か
ら
依
頼
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か

に
も
東
京
大
学
な
ど
様
々
な
研
究
機
関

か
ら
開
発
・
試
作
向
け
の
加
工
依
頼
が

あ
る
と
い
う
。

　
「
今
は
省
エ
ネ
化
、
軽
量
化
の
研
究
が

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
時
代
。
我
々
の

技
術
が
最
先
端
の
研
究
に
少
し
で
も
役

立
て
ば
、
と
思
い
、
よ
り
よ
い
加
工
法
、

材
料
の
提
案
も
し
て
い
ま
す
」
と
営
業

部
の
日
野
林
知
宏
さ
ん
は
言
う
。
今
後

も
い
ろ
い
ろ
な
産
業
で
応
用
で
き
る
よ

う
、
加
工
技
術
の
向
上
を
は
か
る
。

株式会社アステック入江
セラミックスは今後も様々な分野で金属
から置き換えられ、機械部品などの軽量
化につながっていくと思います。他社が
ほとんどやっていない焼結後の複雑加工、
難易度の高い三次元加工にも取り組み、
「セラミックスでは無理」と考えられてい
る物にもチャレンジしたいですね。

所長　松原 宣隆さん

主な事業内容

マシニングセンタおよ
び CAD・NC 工作機
を用いて行うセラミッ
クスの研削加工（ラッ
プ加工、3次元加工、
治具・各種試験片の製
作を含む）

住　　所／
センター設立／
資  本  金／
従  業  員／
T E L ／
F  A  X ／
U R  L ／

〒 599-8253 堺市中区深阪 1丁目 16番 61号
昭和 62年
（※本社）：1億円
10名
072-278-7733
072-278-7714
http://www.astec-irie.co.jp

セラミックス事業所
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カ
セ
ッ
ト
式
ダ
イ
カ
ス
ト
で

小
ロ
ッ
ト
製
造
を
可
能
に

　

光
学
機
器
や
医
療
機
器
な
ど
の
部
品

に
は
、
軽
量
・
高
強
度
な
ア
ル
ミ
合
金

な
ど
の
非
鉄
金
属
合
金
が
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
部
品
は
５
０
０

個
以
下
の
小
ロ
ッ
ト
で
作
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
小
ロ
ッ
ト
の

依
頼
に
対
し
、
ダ
イ
カ
ス
ト
金
型
を
使

用
し
て
製
造
す
る
と
初
期
費
用
が
非
常

に
高
く
な
る
た
め
、
コ
ス
ト
と
時
間
を

か
け
て
部
品
一
つ
一
つ
を
切
削
加
工
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
太
陽
パ
ー
ツ
株
式
会
社
が
開

発
し
た
の
が
、「
入
子
の
取
替
え
可
能

な
カ
セ
ッ
ト
式
ダ
イ
カ
ス
ト
用
金
型
」

で
あ
る
。
金
型
が
カ
セ
ッ
ト
式
に
な
っ

て
お
り
、
キ
ャ
ビ
テ
ィ
部
分
（
金
型
内

部
）
の
取
り
換
え
が
容
易
に
で
き
る
と

い
う
も
の
。

　
「
あ
ら
か
じ
め
作
っ
た
金
型
ベ
ー
ス

を
使
い
、
キ
ャ
ビ
テ
ィ
部
分
だ
け
を
毎

回
新
し
く
作
る
と
い
う
方
法
な
ら
、
原

料
も
少
な
く
て
す
み
、
コ
ス
ト
も
安
く

な
り
ま
す
」
と
代
表
取
締
役
の
城
岡
陽

志
氏
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
、
30
個
と
い

う
小
ロ
ッ
ト
で
も
効
率
よ
く
金
型
製
造

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
き
さ
は

A
４
サ
イ
ズ
く
ら
い
ま
で
対
応
可
能
。

ベ
ー
ス
は
23
型
用
意
し
て
お
り
、
顧
客

か
ら
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
ほ
と
ん
ど
の

部
品
に
対
応
で
き
る
と
い
う
。

資
源
使
用
量
・
予
熱
時
間
減
少
で

環
境
メ
リ
ッ
ト
大

　

顧
客
が
負
担
す
る
コ
ス
ト
は
キ
ャ
ビ

テ
ィ
部
分
の
み
な
の
で
、
一
か
ら
金
型

を
作
る
際
の
お
よ
そ
半
分
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
金
型
の
寿
命
や
製
品
精
度
が

通
常
の
ダ
イ
カ
ス
ト
と
比
べ
て
落
ち
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
「
環
境
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
も
非
常
に
大

き
い
で
す
ね
。
ま
ず
、
資
源
の
使
用
量

が
グ
ン
と
下
が
り
ま
す
。
し
か
も
、
通

常
新
し
い
金
型
を
使
う
際
に
は
、
毎
回

時
間
を
か
け
て
、
金
型
全
体
を
一
定
温

度
に
温
め
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
、
こ
の
カ
セ
ッ
ト
式
金
型
の
場

合
、
取
り
替
え
た
キ
ャ
ビ
テ
ィ
部
分
だ

け
を
熱
し
て
や
れ
ば
使
え
ま
す
。
予
熱

に
か
か
る
電
気
使
用
量
も
大
き
く
節
約

で
き
る
の
で
す
」
金
型
を
取
り
換
え
る

時
間
も
、従
来
は
２
時
間
く
ら
い
か
か
っ

て
い
た
も
の
が
、
５
〜
10
分
く
ら
い
で

す
む
と
い
う
。

　

そ
も
そ
も
同
社
は
、
切
削
加
工
や
ア

ル
ミ
押
出
、
プ
レ
ス
加
工
な
ど
、
幅
広
い

部
品
加
工
知
識
と
加
工
技
術
を
持
っ
た

企
業
で
あ
る
。
住
宅
建
材
事
業
分
野
で
も

ヒ
ッ
ト
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
「
自
社
開

発
体
制
」
を
強
化
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ど
ん
な
部
品
に
は
ど
ん
な
加
工
の
仕

方
が
最
適
で
低
コ
ス
ト
な
の
か
を
見
極

め
、
提
案
す
る
力
も
持
っ
て
い
る
。

　
「
１
０
０
ロ
ッ
ト
以
下
の
極
小
ロ
ッ
ト

で
の
金
型
製
作
に
、ど
れ
だ
け
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
あ
る
か
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
方
法
を
開
発
し
、
さ
ら
に
省

エ
ネ
化
で
き
る
部
品
製
造
を
実
現
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
城
岡
社
長
。
極

小
ロ
ッ
ト
の
パ
ー
ツ
製
作
分
野
で
の
日

本
一
の
シ
ェ
ア
獲
得
を
目
ざ
し
て
、
躍

進
を
続
け
る
。

太陽パーツ 株式会社

太陽パーツ 株式会社
カセット式ダイカスト用金型は「エコダ
イカスト」として特許を取得。これから
もお客様に喜んでいただける提案をして
いきます。エコ意識もコスト意識も、経
営環境を良くすることで育ちます。だか
らこそ、今後も抜かりなく努力したいで
すね。

代表取締役　城岡 陽志さん

主な事業内容

機械部品・住設機器
の設計・製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 591-8014 堺市北区八下北 1-23
昭和 58年
3,000 万円
120名
072-259-9339
072-259-9155
http://www.taiyoparts.co.jp

ダイカスト用金型を
カセット式にして
省エネルギー化

カセット式
ダイカスト用金型

カセット式
ダイカスト用

金型
金属製品 平成28年度 補助金採択

介護者を抱えることなく移乗できる
介護用リフトの開発

平成24年度 補助金採択
極小ロット高精度ダイカスト部品の製造を
可能とする加温制御式カセット金型による
ダイカストシステムの開発
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株式会社 ダイネツ

大型リング材
吊治具の
開発

金属製品

株式会社 ダイネツ
「社員が生き生きと仕事ができる環境づ
くり」をすることが、社員の自主性を高
め、社員の能力を最大限に発揮させます。
さらに効率の良い仕事、生産性の高い仕
事を追求していくことが、地球環境を守
ることにつながると考えます。

代表取締役社長　葛村 安弘さん

主な事業内容

金属熱処理加工全般
・焼入焼戻し
・焼なまし
・焼きならし
・固溶化処理
・無酸化焼入焼戻し
・浸炭焼入焼戻し

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0930 堺市堺区柳之町西 3-3-1
昭和 19年
5,000 万円
91名
072-229-0223
072-229-0226
http://dainetsu.co.jp

ベアリングの熱処理加工

高
硬
度
・
高
耐
久
性
の
熱
処
理
加
工

風
力
発
電
部
品
の
増
産
を
可
能
に

　

２
０
０
年
前
に
炭
問
屋
と
し
て
創
業

し
、
１
９
４
４
年
か
ら
熱
処
理
加
工
を

手
が
け
て
き
た
株
式
会
社
ダ
イ
ネ
ツ
。

熱
処
理
の
要
で
あ
る
「
加
熱
・
冷
却
」

に
独
自
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

大
型
工
作
機
械
な
ど
の
熱
処
理
を
数
多

く
手
が
け
て
い
る
。
加
工
材
料
と
温
度

な
ど
に
関
す
る
細
か
い
デ
ー
タ
を
40
万

件
以
上
蓄
積
し
て
い
る
た
め
、
ど
ん
な

依
頼
で
も
最
適
な
熱
処
理
条
件
を
瞬
時

に
設
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
徹
底
し
た

温
度
管
理
の
下
、
ゆ
が
み
や
曲
り
が
少

な
い
だ
け
で
は
な
く
、
業
界
の
一
般
的

な
処
理
方
法
と
比
べ
て
硬
度
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
も
可
能
に
し
た
。
幅
広
い

製
品
に
対
応
で
き
る
技
術
力
で
顧
客
か

ら
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
高
度
な
熱
処
理
技
術
を
、

風
力
、
太
陽
光
発
電
な
ど
環
境
関
連
の

分
野
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
、
と
考

え
て
い
た
こ
ろ
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

た
風
力
発
電
装
置
の
ベ
ア
リ
ン
グ
の
リ

ン
グ
材
の
熱
処
理
要
請
を
受
け
る
よ
う

に
。
リ
ン
グ
材
は
直
径
２
ｍ
、
重
さ
２

ト
ン
を
超
え
る
よ
う
な
大
型
品
で
、
点

検
や
交
換
が
し
に
く
い
高
い
位
置
に
取

り
付
け
ら
れ
る
た
め
、
約
20
年
稼
働
で

き
る
高
い
耐
久
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
熱
処
理
加
工
に
よ
る
硬
度

ア
ッ
プ
が
重
要
視
さ
れ
る
。
風
力
発
電

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
今

後
さ
ら
に
需
要
の
高
ま
り
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
同
社
は
増
産
要
請
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
と
、
よ
り
効
率
的
な
焼

入
れ
が
で
き
る
治
具
を
追
求
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
重
い
リ
ン
グ
材
を
、
水
平

に
安
定
し
て
吊
り
上
げ
る
た
め
に
、
ボ

タ
ン
一
つ
で
３
本
の
ア
ー
ム
が
リ
ン
グ

材
を
つ
か
み
、
自
重
で
し
っ
か
り
固
定

さ
せ
な
が
ら
吊
り
上
げ
る
専
用
治
具
を

開
発
。
確
実
に
３
か
所
を
等
間
隔
で
把

持
で
き
る
た
め
、
ム
ラ
の
少
な
い
焼
入

れ
で
、
硬
度
の
バ
ラ
つ
き
を
減
ら
す
こ

と
に
成
功
し
た
。

日
本
一
き
れ
い
な
熱
処
理
屋
を
目
ざ
し

環
境
先
進
技
術
に
も
対
応

　
「
日
本
一
き
れ
い
な
熱
処
理
屋
を
目
ざ

そ
う
」
と
い
う
葛
村
安
弘
社
長
の
か
け

声
の
も
と
、
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で

き
た
同
社
。
そ
の
原
動
力
に
は
、
創
業

の
地
で
働
く
こ
と
に
対
す
る
強
い
思
い

が
あ
る
。
周
囲
が
住
宅
地
へ
と
変
貌
し

て
か
ら
は
、
工
場
を
な
る
べ
く
オ
ー
プ

ン
に
す
る
こ
と
で
、
町
内
会
か
ら
の
信

頼
を
得
て
き
た
と
い
う
。

　
「
こ
れ
か
ら
先
、
環
境
を
考
え
た
新
し

い
製
品
は
、
ど
ん
ど
ん
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
時
、
大
型
製
品
の
熱
処

理
を
得
意
と
す
る
我
々
は
、即
座
に
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
」
と
次
な
る
熱
処
理
技
術
開
発
に
、

気
概
を
見
せ
て
い
る
。

高度な熱処理技術で
風力発電の
基盤を支える
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3
価
ク
ロ
メ
ー
ト
へ
の
移
行
と
、

「
黄
色
」
の
開
発
で
抜
き
ん
出
る

　

創
業
以
来
、
ニ
ッ
ケ
ル
め
っ
き
と
電

気
亜
鉛
め
っ
き
を
手
が
け
て
き
た
髙
良

鍍
金
株
式
会
社
。
１
９
８
０
年
代
に
は

電
気
亜
鉛
め
っ
き
に
特
化
、
２
０
０
５

年
に
は
い
ち
早
く
ク
ロ
メ
ー
ト
処
理
を

６
価
ク
ロ
メ
ー
ト
か
ら
３
価
ク
ロ
メ
ー

ト
へ
と
切
り
替
え
た
。
有
害
な
物
質
が

含
ま
れ
る
６
価
ク
ロ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
で
規
制
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
受

け
、「
こ
れ
か
ら
は
、
環
境
に
優
し
い

高
品
質
な
も
の
づ
く
り
企
業
の
み
が
生

き
残
れ
る
時
代
」
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
「
３
価
ク
ロ
メ
ー
ト
へ
の
移
行
は
大

変
で
、莫
大
な
設
備
投
資
は
も
ち
ろ
ん
、

デ
ー
タ
管
理
体
制
を
一
か
ら
構
築
し
、

品
質
管
理
へ
の
意
識
も
変
え
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
」
と
髙
良
輝
社
長
は
振
り

返
る
。

　

３
価
ク
ロ
メ
ー
ト
で
の
品
質
の
安
定

化
、
量
産
化
に
成
功
し
た
後
は
、「
６

価
ク
ロ
メ
ー
ト
に
は
黄
色
が
あ
っ
た

が
、
３
価
ク
ロ
メ
ー
ト
は
白
と
黒
だ
け

な
の
か
」
と
い
う
顧
客
の
問
い
合
わ
せ

に
こ
た
え
て
、
既
存
の
薬
品
を
調
整
し

な
が
ら
研
究
を
進
め
、１
年
か
け
て「
黄

色
」
を
開
発
。
黄
色
が
量
産
さ
れ
、
市

場
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
っ

た
が
、
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組
め
ば
、

薬
剤
メ
ー
カ
ー
の
開
発
を
待
た
ず
と

も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
面
処
理
が
構
築

で
き
る
、
と
い
う
同
社
の
高
い
技
術
力

の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
っ
た
。

数
値
化
、
可
視
化
す
る
こ
と
で

無
駄
を
削
減
し
、
環
境
に
貢
献

　

社
長
以
下
ス
タ
ッ
フ
は
若
く
、
パ
ソ

コ
ン
を
駆
使
し
て
の
デ
ー
タ
管
理
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
工
場
間
の
連
絡
、
メ

モ
書
き
に
至
る
ま
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
を
推
進
し
て
い
る
。
日
々
の
電
気
の

使
用
量
は
、
自
動
的
に
メ
ー
ル
通
知
さ

れ
、
今
後
は
水
量
計
の
導
入
も
検
討
中

と
の
こ
と
。

　
「
デ
ー
タ
を
数
値
化
し
、
可
視
化
す
る

こ
と
で
、
コ
ス
ト
削
減
に
は
何
を
す
れ

ば
い
い
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
髙
良
社
長
。
廃
水
処
理
、
換
気

対
策
も
徹
底
し
、
従
来
の
め
っ
き
工
場

の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え
る
環
境
改

善
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
は
、
薬
剤
メ
ー
カ
ー
と
情
報
交

換
し
、
業
界
の
動
向
を
読
み
な
が
ら
、

耐
食
性
の
高
い
、
次
世
代
の
合
金
め
っ

き
の
ラ
イ
ン
数
種
類
を
構
築
中
。
商
品

化
、
量
産
化
を
目
ざ
し
て
い
る
。

　
「
新
し
い
も
の
を
手
が
け
て
い
か
な
い

と
、
企
業
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
け
な

い
と
い
う
危
機
感
を
常
に
持
っ
て
い
ま

す
。
環
境
基
準
に
の
っ
と
っ
た
中
で
、

付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
模
索
し
続
け

た
い
」
小
さ
な
め
っ
き
工
場
が
輝
き
を

放
つ
。

髙良鍍金 株式会社
めっき業は技術革新が目まぐるしく、浮
き沈みも激しい業界。社員全員がそれを
理解しており、常に新しい「ものづくり」
を意識し、研究しています。これからも
工場内外の環境改善を進めながら、他社
にはない強みを打ち出していきたい。

代表取締役　髙良 輝さん

主な事業内容

電気亜鉛めっき住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0001 堺市堺区遠里小野町３-1-16
昭和 26年
1,000 万円
12名
072-232-3265
072-233-7570
http://www.takara-plating.co.jp/

髙良鍍金 株式会社

環境の時代を見据え
3価クロメート処理に
いち早く完全移行

3 価黒

3価白

3価黄

3 価
クロメート
処理

金属製品
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ミストコントロール真空熱処理装置

ミスト
コントロール
真空熱処理
加工

八田工業 株式会社
油
や
ガ
ス
に
代
わ
る
新
し
い
冷
却
法

ミ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
冷
却
を
導
入

　

金
属
熱
処
理
加
工
に
数
多
く
の
実
績

を
持
つ
八
田
工
業
株
式
会
社
。
こ
れ
ま
で

真
空
熱
処
理
、
イ
オ
ン
窒
化
処
理
な
ど
、

ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
加
工
技
術
を
率
先

し
て
取
り
入
れ
、
技
術
力
を
強
化
し
て
き

た
。
真
空
熱
処
理
は
、
真
空
炉
を
使
っ
て

金
属
を
加
熱
・
冷
却
す
る
方
法
で
、
金
属

の
酸
化
を
防
ぐ
優
れ
た
特
性
を
持
つ
た

め
、
現
在
同
社
で
は
熱
処
理
の
半
分
以
上

を
真
空
熱
処
理
で
行
っ
て
い
る
。

　

熱
処
理
工
程
で
は
、
加
熱
後
の
急
速

冷
却
が
重
要
だ
が
、
一
般
的
に
行
わ
れ

て
い
る
の
が
油
冷
却
や
ガ
ス
冷
却
で
あ

る
。
真
空
熱
処
理
は
、
ガ
ス
に
よ
る
加

圧
冷
却
で
、
冷
却
ス
ピ
ー
ド
を
調
整
し

や
す
い
た
め
、
歪
み
を
小
さ
く
抑
え
ら

れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
が
、
油
の
冷

却
ス
ピ
ー
ド
に
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
油
と
同
等
の
冷
却
ス
ピ
ー
ド

で
、
な
お
か
つ
ガ
ス
の
調
整
し
や
す
さ

も
兼
ね
備
え
た
冷
却
法
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
た
の
が
ミ
ス
ト
を
利
用
し
た
冷

却
法
だ
っ
た
。

　
「
油
冷
却
で
は
、
有
機
溶
剤
な
ど
に

よ
る
洗
浄
が
必
要
で
し
た
。
洗
浄
工
程

を
な
く
し
、
油
や
ガ
ス
に
代
わ
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
冷
却
方
法
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

ミ
ス
ト
に
よ
る
冷
却
法
の
導
入
を
決
意

し
ま
し
た
」
と
隅
谷
賢
三
専
務
取
締
役

は
振
り
返
る
。

　

そ
し
て
産
学
連
携
に
よ
り
実
現
し
た

の
が
、「
ミ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る

真
空
熱
処
理
加
工
」
と
い
う
新
技
術
で

あ
る
。
ミ
ス
ト
状
の
液
体
を
噴
霧
し
、

そ
の
気
化
熱
に
よ
り
冷
却
す
る
方
法
で
、

ガ
ス
冷
却
よ
り
冷
却
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、

噴
霧
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で

冷
却
ス
ピ
ー
ド
も
調
整
し
や
す
い
と
い

う
利
点
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
歪
み
も
少

な
く
、
油
冷
却
以
上
の
硬
度
ア
ッ
プ
が

可
能
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
し

て
、
環
境
面
で
は
、
洗
浄
の
工
程
を
省

け
る
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
油

や
ガ
ス
の
使
用
を
大
幅
に
削
減
で
き
る

こ
と
が
省
エ
ネ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ク
リ
ー
ン
＆
セ
ー
フ
テ
ィ
の
、

熱
処
理
を
確
立

　

高
性
能
・
低
コ
ス
ト
・
短
納
期
を
実

現
で
き
る
ミ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
冷
却

だ
が
、実
用
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
の
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
処

理
技
術
」
と
し
て
、
経
済
産
業
省
の
戦

略
的
基
盤
技
術
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
、
次
世
代
の
熱
処
理
法
と
し
て
大

き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
熱
処
理
屋
が
環
境
を
意
識
し
た
技
術

を
追
求
す
る
の
は
当
然
で
す
。
環
境
へ

の
負
担
が
少
な
い
ミ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
冷
却
を
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
隅
谷
専

務
は
抱
負
を
語
る
。

　
「
熱
処
理
屋
は
、
３
Ｋ
の
職
場
と
し
て

敬
遠
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
学
生
が
就

職
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
ク
リ
ー
ン
で

安
全
、
さ
ら
に
人
間
関
係
も
い
い
、
と

い
う
会
社
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
環

境
に
配
慮
し
な
が
ら
新
し
い
技
術
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
」
隅
谷
哲
三
社
長
の

視
線
は
そ
の
先
を
見
据
え
て
い
る
。

ミストコントロール
冷却による
省エネ熱処理加工

八田工業 株式会社
車や家電も「省エネ」が選ばれる時代。熱
処理屋も、これからは、省エネを求めるお
客様から選んでもらえるように、技術を進
化させていかなければならないと考えてい
ます。

左：取締役社長　隅谷 哲三さん

右：専務取締役　隅谷 賢三さん

主な事業内容

金属熱処理加工全般住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8265 堺市中区八田西町 2-18-40
昭和 54年
1,000 万円
29名
072-277-7227
072-277-8960
http://www.hatta.co.jp/

金属製品

平成 24年、隅谷  賢三さんが代表取締役社長に、隅谷 哲三さんが取締役会長に就任。
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レーザ
焼入れ金属製品

富士高周波工業 株式会社

富士高周波工業 株式会社
レーザ焼入れは、金属熱処理にかかる膨
大なエネルギーを減らせる新技術です。
これからも研究開発を進め、お客様に喜
んでもらえる提案をしていきたいです
ね。コスト的にも環境にも良い技術を、
先頭を走って進めていきたいと思ってい
ます。

専務取締役　後藤 光宏さん

主な事業内容

金属熱処理（高周波
焼入れ受託加工、レー
ザ焼入れ受託加工）

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0001 堺市堺区遠里小野町 2-3-15
昭和 33年
1,800 万円
16名
072-229-0230
072-233-7583
http://www.fuji-koushuha.co.jp/

レーザ焼入れ

高周波焼入れ

高
周
波
の
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

レ
ー
ザ
焼
入
れ
を
導
入

　

富
士
高
周
波
工
業
株
式
会
社
は
、
高

周
波
焼
入
れ
を
扱
っ
て
約
50
年
と
い
う

歴
史
を
も
つ
金
属
熱
処
理
の
専
門
企
業

で
あ
る
。
高
周
波
焼
入
れ
と
は
、
素
材

の
形
状
に
合
わ
せ
て
製
作
し
た
コ
イ
ル

に
電
流
を
流
し
、
金
属
を
部
分
的
に
加

熱
す
る
熱
処
理
方
法
で
あ
る
。
ム
ラ
の

少
な
い
加
熱
が
で
き
る
た
め
、
ゆ
が
み

や
曲
り
が
少
な
い
ま
ま
強
度
を
ア
ッ
プ

で
き
る
。
同
社
は
中
型
・
大
型
品
を
得

意
と
し
、
６
ｍ
ま
で
対
応
可
能
、
し
か

も
多
品
種
少
量
可
と
い
う
強
み
が
あ

る
。
大
型
ベ
ア
リ
ン
グ
や
特
殊
形
状

シ
ャ
フ
ト
な
ど
の
熱
処
理
実
績
も
多
数

あ
り
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　

２
０
０
６
年
に
、
レ
ー
ザ
光
を
熱
源

と
し
た
部
分
熱
処
理
技
術
「
レ
ー
ザ
焼

入
れ
」
の
存
在
を
知
っ
た
専
務
取
締
役

の
後
藤
光
宏
氏
は
、
耐
摩
耗
性
に
優
れ

た
仕
上
が
り
に
興
味
を
持
ち
、
調
査
を

開
始
。
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
で
レ
ー
ザ

焼
入
れ
が
普
及
し
て
い
る
現
状
を
見
て
、

日
本
で
も
使
え
る
と
判
断
し
、
大
学
と

共
同
研
究
を
し
た
り
、
補
助
金
を
受
け

た
り
し
な
が
ら
設
備
導
入
を
決
め
た
。

こ
れ
ま
で
高
周
波
焼
入
れ
で
培
っ
て
き

た
部
分
焼
入
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
せ

る
、
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

レ
ー
ザ
焼
入
れ
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
焼
入
れ
が
で
き
、
０.
１
㎜
単
位
で

深
さ
の
制
御
が
可
能
。
精
密
部
品
や
、

仕
上
げ
加
工
を
済
ま
せ
た
製
品
に
も
焼

入
れ
が
で
き
る
。
必
要
最
小
限
の
加
熱

で
す
む
た
め
、
ゆ
が
み
が
少
な
く
、
ひ

ず
み
取
り
、
研
磨
な
ど
の
工
程
が
短
縮

で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
焼
入
れ

時
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
大
幅
に
削
減

で
き
る
。

　
「
工
程
が
減
っ
て
、
早
く
、
安
く
で
き

る
と
い
う
の
は
、
省
エ
ネ
の
時
代
に
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」
と
後
藤
専
務
。

顧
客
に
対
し
て
は
、
大
き
い
も
の
に
は

高
周
波
、
小
さ
い
も
の
に
は
レ
ー
ザ
、

と
い
う
使
い
分
け
や
、
両
方
を
同
一
部

品
の
異
な
る
部
分
に
施
す
複
合
熱
処
理

も
提
案
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

試
作
段
階
か
ら
の
提
案
で

レ
ー
ザ
焼
入
れ
の
普
及
を
は
か
る

　

現
在
、
日
本
で
レ
ー
ザ
焼
入
れ
の
受

託
加
工
を
行
っ
て
い
る
熱
処
理
の
専
門

企
業
は
、
同
社
が
唯
一
で
あ
る
。
今
は

メ
リ
ッ
ト
の
多
さ
を
伝
え
な
が
ら
、
普

及
を
進
め
て
い
る
段
階
。

　
「
熱
処
理
は
設
計
図
面
に
重
要
工
程
と

し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
レ
ー
ザ

焼
入
れ
が
で
き
る
ケ
ー
ス
に
は
、
試
作

段
階
か
ら
レ
ー
ザ
焼
入
れ
の
導
入
を
提

案
し
て
い
ま
す
」
と
代
表
取
締
役
の
後

藤
貞
一
氏
。
多
く
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
ほ
か
、
大
手
・
中
小
企
業
も
含
め
た

試
作
実
績
は
１
０
０
件
を
超
え
る
。
今

後
は
軽
量
化
・
低
燃
費
化
が
進
む
自
動

車
業
界
を
は
じ
め
、
環
境
に
優
し
い
製

品
作
り
を
進
め
る
様
々
な
分
野
に
、
同

社
の
技
術
が
活
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
「
実
績
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
レ
ー

ザ
焼
入
れ
の
技
術
が
認
知
さ
れ
て
い
け

ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」
部
品
に
適
し

た
熱
処
理
を
提
案
で
き
る
強
み
を
武
器

に
、
営
業
活
動
に
も
力
を
入
れ
る
。

高周波焼入れの老舗が
環境に優しい
レーザ焼入れに挑戦

平成23年度 補助金採択
半導体レーザクラッティング
加工法の研究と生産技術の確立
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多
様
な
サ
イ
ズ
や
形
状
に
対
応

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
部
材
加
工

　

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
た

め
の
金
具
は
、
耐
食
性
と
耐
風
性
を
兼

ね
備
え
た
う
え
に
軽
く
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
す

べ
く
加
工
さ
れ
た
も
の
が
、
ダ
イ
ネ
ツ

商
事
株
式
会
社
の
パ
ネ
ル
受
け
金
具

で
あ
る
。

　

表
面
処
理
鋼
板
加
工
を
主
と
し
、
こ

れ
ま
で
高
品
質
な
鉄
鋼
製
品
を
供
給
し

続
け
て
き
た
同
社
は
、
大
手
企
業
が
進
め

る
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
事
業
に
お
い
て
、

設
計
会
社
と
連
携
し
な
が
ら
、
主
に
工
場

や
倉
庫
な
ど
の
折
板
屋
根
に
取
り
付
け

る
た
め
の
パ
ネ
ル
受
け
金
具
の
加
工
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
材
料
に
は
、
ス

テ
ン
レ
ス
に
ア
ル
ミ
メ
ッ
キ
を
施
し
、
耐

食
性
が
高
く
、
電
食
も
防
止
で
き
る
も
の

を
採
用
し
て
い
る
。
加
圧
プ
レ
ス
で
切
り

抜
い
た
後
プ
レ
ス
成
形
し
て
お
り
、
パ
ネ

ル
枠
に
接
触
す
る
部
分
の
突
起
形
状
は

自
社
開
発
し
て
い
る
。
突
起
が
ア
ー
ス
の

役
割
を
は
た
し
、
強
度
も
高
め
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
「
各
種
の
板
金
加
工
を
扱
っ
て
28
年
。

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
を
も

と
に
、
設
計
会
社
と
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
強
度
を
増
す
工
夫
を
重
ね
て

き
ま
し
た
」
と
木
田
和
匡
総
務
部
長
は

語
る
。

　

工
場
の
屋
上
一
面
に
設
置
す
る
場

合
、
風
雨
が
強
く
当
た
る
外
側
の
パ
ネ

ル
は
特
に
強
固
に
取
り
付
け
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
金
具
の
長
さ
や
形
は
ひ
と

通
り
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
プ
レ
ス
機

に
よ
る
順
送
な
ど
の
特
別
な
大
量
生
産

方
法
を
と
ら
ず
、
従
来
の
住
宅
部
材
製

造
工
程
に
は
め
込
む
生
産
体
制
で
、
物

件
ご
と
の
仕
様
変
更
に
対
応
し
て
い

る
。
多
様
な
サ
イ
ズ
や
形
状
を
効
率
よ

く
少
量
生
産
で
き
る
の
は
、
も
と
も
と

採
算
性
の
悪
い
仕
事
で
も
進
ん
で
引
き

受
け
る
と
い
う
企
業
方
針
を
掲
げ
て
お

り
、
工
数
計
算
な
ど
を
徹
底
し
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
顧
客
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
上
げ
る
結
果
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

自
社
加
工
機
器
を

1
0
0
％
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
稼
働

　

地
球
環
境
を
意
識
し
た
活
動
へ
の
取

り
組
み
も
早
く
、「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
」
の
認
証
登
録
を
受
け
て
以
来
、
そ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
企
業
活

動
を
忠
実
に
遂
行
。
２
０
１
１
年
に
は

　

地
球
環
境
保
全
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
配
慮
〞

と
の
環
境
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
堺
浜

新
工
場
を
完
成
。
屋
上
に
は
２
３
５
２

枚
の
最
新
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
取
り

付
け
て
、
率
先
し
て
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
て
い
る
。

　
「
自
社
の
加
工
機
器
は
す
べ
て
太
陽
光

に
よ
り
稼
働
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
受
け
金
具
は
、
１
０
０
％

グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
作
ら
れ
た
グ

リ
ー
ン
商
品
と
い
え
ま
す
」
と
葛
村
和

正
社
長
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
自

信
を
見
せ
る
。

　
「
環
境
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
無

駄
を
省
け
ば
、
経
営
効
率
を
あ
げ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
、
社
会
へ

の
貢
献
に
よ
り
、
社
員
の
意
欲
も
引
き

出
し
て
い
る
。

ダイネツ商事 株式会社

ダイネツ商事 株式会社
石油などの限り有る資源を使うのではな
く、これからは新エネルギーを活用する
ことが、企業コンプライアンスと考えま
す。弊社の加工した「太陽光発電パネル
受け金具」を使用した太陽光発電パネル
を設置して、堺から新エネルギーを推進
していきましょう。

代表取締役　葛村 和正さん

主な事業内容

表面処理鋼板、冷延・熱延鋼板
などの販売及び加工、表面処理
鋼板を主に、レベラー・シャー
リングによる切断加工、タレパ
ン・ベンダー・プレス・溶接な
どによる板金加工、特殊専用ラ
インによるプレス加工

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0908 堺市堺区匠町 17-7
昭和 59年
5,000 万円
58名
072-227-1431
072-228-5791
http://www.dainetsushouji.co.jp/

次世代エネルギーを支える
太陽光発電パネル
受け金具を加工

太陽光発電パネル受け金具

太陽光発電
パネル受け
金具

金属製品

〝
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株式会社エイワット

株式会社エイワット
新エネルギーの活用を、もっと地域の活
性化につなげていきたいと思っていま
す。社会に役立つものを作るには、先を
見通す力も必要です。未来を作っていく
子どもたちに、ものづくりのノウハウや
環境を守る大切さを伝える活動も続けて
いきたいですね。

代表取締役　柴田 政明さん

主な事業内容

環境・エネルギーコ
ンサルティング事業、
太陽光・風力・小水
力発電等の自然エネ
ルギーシステムの販
売・施工、環境関連
機器の製作等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0012 堺市美原区多治井 20-1
昭和 47年
9,367 万円
16名
072-362-3329
072-362-0575
http://www.eiwat.co.jp

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を

ト
ー
タ
ル
で
提
案
・
設
置

　

鉄
工
所
と
し
て
創
業
し
、
大
型
プ
レ

ス
機
械
、
原
子
力
関
連
機
器
な
ど
難
度

の
高
い
金
属
機
械
加
工
を
手
が
け
て
き

た
株
式
会
社
エ
イ
ワ
ッ
ト
。
現
在
は
、

そ
の
も
の
づ
く
り
事
業
を
軸
に
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
設
備
事
業

を
プ
ラ
ス
し
、
独
自
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
を
提
案
・
販
売
・
施
工
し
て

い
る
。
扱
う
製
品
は
幅
広
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

道
路
照
明
灯
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
ほ
か
、
風
力
・
小
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
な
ど
で
あ
る
。

　

平
成
9
年
ご
ろ
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
環
境
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
始
め
た

柴
田
政
明
代
表
取
締
役
は
、
環
境
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
、
エ

コ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
今
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
く
求
め
ら

れ
る
時
代
に
な
り
、
あ
の
こ
ろ
の
活
動

が
実
を
結
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
々
が
求
め
る
も
の
が
わ
か
り
、
物
を

売
る
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
売
る
、
と
い
う
独

自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
で
き
ま
し
た
」

と
語
る
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
考
え
る
相

手
先
に
対
し
、
培
っ
て
き
た
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
鍛
え
続
け

た
金
属
加
工
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、
最
適

な
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
、
設
置
で
き
る

こ
と
が
強
み
で
あ
る
。
学
校
や
官
公
庁
、

大
手
企
業
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
納
入
実
績
が
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

他
社
と
異
な
る
視
点
で
、

必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
作
る

　
「
L
E
D 

S
T
R
E
E
T 

L
I
G
H
T
」
は
、
同
社
が
開
発
し
た

道
路
照
明
灯
で
あ
る
。
光
源
に
白
色
ハ

イ
パ
ワ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
、
専
用
レ

ン
ズ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
照
度
・

配
光
が
効
率
良
く
な
る
こ
と
に
着
目
。

さ
ら
に
独
自
の
高
効
率
ク
ー
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
搭
載
に
よ
り
、
長
寿
命
化
も
実

現
し
て
い
る
。
他
社
と
は
視
点
を
変
え

た
設
計
力
が
同
社
の
強
み
で
も
あ
る
。

平
成
21
年
度
の
大
阪
府
Ｌ
Ｅ
Ｄ
道
路
照

明
技
術
評
価
制
度
認
定
製
品
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
に
大
阪
府
を
中
心
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
水
力
発
電
装
置
の
開
発
が

国
の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事

業
に
も
採
択
さ
れ
、
現
在
は
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
装
置
用
の
タ
ー
ビ
ン
の
切
削

加
工
技
術
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
も
、
数
年
先
の
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
を
見
通
せ
る
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
高

度
な
金
属
加
工
技
術
の
融
合
と
い
え
る
。

柴
田
社
長
は
「
日
本
人
は
、
世
界
に
先

駆
け
て
物
を
作
り
出
す
技
術
を
持
っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ま
じ
め
に
、
社
会

に
役
立
つ
も
の
を
作
り
続
け
、
若
い
人

た
ち
に
何
か
を
残
せ
る
よ
う
な
仕
事
を

し
た
い
で
す
ね
」
と
展
望
を
語
る
。

金属加工技術と
コンサルティング力で
新エネルギーシステムを提案

LED STREET LIGHT

LED
STREET
LIGHT

金属製品 平成28年度 補助金採択
小規模低落差河川環境にフレキシ
ブルに対応するマイクロ水力発電
装置の製品化システムの構築
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株式会社オカノブラスト

株式会社オカノブラスト
精密ショットピーニングと精密ラッピン
グが1か所でできるのは当社のみ。機械
部品が長寿命化できれば省資源になり、
環境への負荷軽減につながります。これ
からも顧客の要望を聞きながら技術開発
に力を注ぎ、新エネルギー関連部品の表
面処理にも挑戦していきたいですね。

代表取締役　岡野 俊博さん

主な事業内容

精密ショットピーニ
ング、精密ラッピン
グ、ブラスト処理等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8247 堺市中区東山 644
昭和 57年
1,000 万円 
25 名
072-234-0999　
072-236-5646
http://www.okano-blast.co.jp/　

表
面
形
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

金
属
の
耐
久
性
を
大
幅
に
向
上

　

創
業
以
来
、
金
属
の
表
面
処
理
技
術

を
高
め
て
き
た
株
式
会
社
オ
カ
ノ
ブ
ラ

ス
ト
。
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
き
た
の
は
ブ

ラ
ス
ト
処
理
で
あ
り
、
大
手
企
業
の
高

級
自
転
車
部
品
を
手
が
け
る
な
ど
、
30

年
以
上
の
実
績
が
あ
る
。

　

自
動
車
の
ギ
ヤ
・
シ
ャ
フ
ト
や
金
型
、

バ
ネ
な
ど
過
酷
な
環
境
に
さ
ら
さ
れ
る

部
品
を
、
金
属
疲
労
に
強
く
、
摩
耗
に

耐
え
得
る
よ
う
表
面
改
質
す
る
場
合

は
、
精
密
シ
ョ
ッ
ト
ピ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
金
属
表
面
に
目
的
に
応

じ
た
微
粒
子
（
20
〜
2
0
0
㎛
）
を
圧

縮
性
の
気
体
に
混
ぜ
て
高
速
衝
突
さ

せ
、
急
熱
・
急
冷
を
瞬
時
に
繰
り
返
す

熱
処
理
と
鍛
錬
を
同
時
に
す
る
も
の

で
、
金
属
は
緻
密
で
靱
性
に
富
む
組
織

と
な
り
、
耐
久
性
が
格
段
に
向
上
す
る
。

小
型
化
・
軽
量
化
さ
れ
た
部
品
で
も
、

こ
れ
ま
で
と
同
等
の
強
度
に
で
き
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
「
強
度
が
上
が
っ
て
摩
擦
も
減
ら
せ

る
こ
と
が
、
部
品
の
長
寿
命
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」
と
岡
野
俊
之
専
務
取

締
役
。
工
業
界
で
の
省
資
源
化
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
の
流
れ
に
対
応
す
る
技
術

で
あ
り
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
貢
献
し

て
い
る
。

　

精
密
シ
ョ
ッ
ト
ピ
ー
ニ
ン
グ
は
、
バ

ネ
や
歯
車
と
い
っ
た
部
品
に
は
適
し
て

い
た
も
の
の
、
金
型
の
場
合
に
は
、
表

面
の
微
細
な
ザ
ラ
ツ
キ
が
製
品
の
仕
上

が
り
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
と
い
う

問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、精
密
シ
ョ
ッ

ト
ピ
ー
ニ
ン
グ
の
後
に
、
自
社
内
で
高

精
度
の
鏡
面
仕
上
げ
で
あ
る
精
密
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ま
で
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が

「
Ｏ
Ｓ
Ｒ
処
理
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
5
年

以
上
の
歳
月
を
重
ね
て
た
ど
り
つ
い
た

独
自
の
複
合
技
術
で
あ
り
、
平
成
24
年

に
特
許
を
取
得
。
金
属
の
表
面
形
状
・

粗
さ
を
㎛
単
位
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
金
型
の
精
密
さ
を
損

な
わ
ず
、
耐
久
性
を
3
〜
４
倍
に
も
向

上
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

長
年
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

小
ロ
ッ
ト
、
短
納
期
も
可
能

「
表
面
処
理
に
必
要
な
、
対
象
物
の
硬
さ

に
合
わ
せ
た
研
磨
材
の
選
択
や
、
加
工

圧
力
・
時
間
な
ど
の
最
適
な
条
件
設
定

は
、
長
年
の
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で

き
る
も
の
。
最
近
は
金
型
の
Ｏ
Ｓ
Ｒ
処

理
も
増
え
て
お
り
、
寿
命
が
伸
び
る
だ

け
で
は
な
く
、
製
品
の
品
質
の
安
定
化

に
つ
な
が
っ
て
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
」
と
岡
野
俊
博
社
長
。
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
く
、
全
国
か
ら
の
試
験
依
頼

も
多
い
と
い
う
。

　

さ
ら
に
同
社
の
特
色
は
、
小
ロ
ッ
ト

か
ら
量
産
ま
で
こ
な
せ
る
対
応
力
に
あ

る
。
案
件
は
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
１
部
品
か
ら
大
手
メ
ー
カ
ー
の

10
万
単
位
の
依
頼
ま
で
様
々
。
30
台
の

加
工
機
械
を
そ
ろ
え
、
短
納
期
に
対
応

で
き
る
こ
と
も
大
き
な
強
み
で
あ
る
。

「
現
在
は
、
歯
車
な
ど
の
部
品
に
お
い
て

も
Ｏ
Ｓ
Ｒ
処
理
が
有
効
か
ど
う
か
を
実

験
中
で
す
。
当
社
の
技
術
は
様
々
な
機

械
部
品
に
役
に
立
て
る
は
ず
。広
く
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
、
同
社
の

挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

小型・軽量化金属部品の
強度を上げる
独自の表面処理

金型

精密ショット
ピーニング、
精密ラッピング

金属製品
切削工具機械部品



31

近畿電解錫工業株式会社

近畿電解錫工業株式会社
金属資源は有効活用する時代。金属の再
利用化技術はこれからもますます必要に
なると思います。半導体以外の分野でも
当社の技術が役に立てると考えていま
す。金属の処理・再利用化に悩む業者は
多いと思いますので、困りごとの相談に
は、どんどん対応していきたいですね。

代表取締役　山森 泰幸さん

主な事業内容

鉄及び非鉄金属スク
ラップの回収事業、
特殊金属メッキの剥
離電解

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0906 堺市堺区三宝町 9丁 -391
昭和 47 年
1,000 万円
15名
072-229-7334
072-229-7336
http://kinkidenkai.html.xdomain.jp/

電解剥離後

ア
ル
カ
リ
電
解
法
に
よ
る
剥
離
で

高
純
度
の
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
を
可
能
に

　

近
畿
電
解
錫
工
業
株
式
会
社
は
、
金

属
に
表
面
処
理
さ
れ
た
メ
ッ
キ
を
ア
ル

カ
リ
電
解
法
に
よ
り
剥
離
し
て
い
る
会

社
で
あ
る
。
鉄
や
非
鉄
金
属
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
回
収
事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
、
昭
和
54
年
か
ら
半
導
体
の
リ
ー

ド
フ
レ
ー
ム
な
ど
の
電
解
剥
離
を
手
が

け
て
い
る
。
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
企
業
か

ら
様
々
な
金
属
部
品
を
受
け
取
り
、
母

材
を
再
利
用
で
き
る
状
態
に
し
て
企
業

に
戻
し
、
剥
離
回
収
し
た
金
属
を
有
価

で
販
売
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　

表
面
処
理
さ
れ
た
メ
ッ
キ
を
剥
離
す

る
場
合
、
酸
溶
液
を
使
う
方
法
が
一
般

的
だ
が
、
母
材
が
融
け
た
り
、
廃
液
が

出
た
り
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
す
る
こ

と
が
多
い
。
そ
の
た
め
同
社
で
は
、
母

材
を
傷
め
る
こ
と
な
く
回
収
で
き
、
廃

液
の
発
生
が
少
な
く
、
環
境
へ
の
負
荷

を
減
ら
せ
る
ア
ル
カ
リ
電
解
法
に
よ
る

処
理
を
続
け
て
き
た
。
処
理
方
法
は
、

大
き
な
鉄
製
の
釜
に
ア
ル
カ
リ
溶
液
を

満
た
し
、
熱
交
換
機
を
使
っ
て
加
熱
。

母
材
を
浸
し
て
高
電
圧
、
高
電
流
を
か

け
て
剥
離
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

剥
離
対
象
は
特
殊
金
属
に
メ
ッ
キ
さ
れ

た
錫
、
鉛
、
銅
、
ビ
ス
マ
ス
な
ど
に
限

定
さ
れ
る
が
、
剥
離
物
の
純
度
も
高
く
、

金
属
原
料
を
高
付
加
価
値
で
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
。

大
阪
府
下
で
唯
一
の
剥
離
技
術

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
も
可
能

　

ア
ル
カ
リ
電
解
を
行
う
業
者
は
、
か

つ
て
は
数
社
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
で

は
全
国
で
も
同
社
を
含
む
2
社
だ
け
と

い
う
貴
重
な
存
在
だ
。
環
境
に
配
慮
し

た
処
理
方
法
で
あ
る
と
い
う
自
負
は
あ

る
が
、
酸
処
理
に
比
べ
る
と
コ
ス
ト
が

割
高
で
あ
り
、
原
料
確
保
の
面
で
不
利

な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
。し
か
し「
や
め
ず
に
続
け
て
ほ
し
い
、

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
う
ち
が
や

ら
な
け
れ
ば
、
と
い
う
使
命
感
も
あ
り

ま
す
」
と
山
森
泰
幸
社
長
は
語
る
。

　

粉
砕
し
た
金
属
に
非
磁
性
体
が
混
入

し
て
い
る
場
合
に
は
選
別
が
必
要
だ
が
、

同
社
で
は
磁
石
選
別
加
工
機
の
精
度
を

上
げ
て
分
離
・
選
別
を
し
て
い
る
。
ア

ル
カ
リ
溶
液
の
濃
度
、
浸
す
時
間
、
金

属
を
入
れ
る
順
番
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
が
あ
る
た
め
効
率
も
良
く
、
工
場

は
月
1
0
0
ト
ン
の
処
理
能
力
が
あ

る
。
平
成
24
年
に
は
、
電
解
液
を
温
め

る
熱
源
に
、
天
然
ガ
ス
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー

を
導
入
し
て
工
場
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

山
森
社
長
は
、
金
属
の
処
理
方
法
に

困
っ
た
業
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
こ

と
も
多
い
。
金
属
の
回
収
・
処
理
に
長

年
携
わ
っ
て
き
た
経
験
と
知
識
を
生
か

し
、
業
者
同
士
を
引
き
合
わ
せ
る
な
ど

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
的
な
仕
事
も
手

が
け
て
い
る
。「
少
し
で
も
金
属
の
再
利

用
化
に
貢
献
し
た
い
」
と
、
金
属
に
お

け
る
総
合
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
企
業
を
め

ざ
し
て
い
る
。

アルカリ電解でメッキを
剥離し、金属を
回収・再資源化

処理プラント

電解剥離前

回収された錫

アルカリ溶液を
使った金属精製・
電解剥離・表面
処理技術

金属製品
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株式会社ティーティーコーポレーション

株式会社ティーティーコーポレーション（カスト事業部）
ダイカストは、無駄のない工程で、工場
全体の技術力を上げることが大切です。
1製品あたりの仕事量を減らせるよう創
意工夫し続けることで、低コストも可能
になりました。これからも地球に優しい
製品づくりをしていかなければいけな
い、と思っています。

会長　髙岸 忠男さん

主な事業内容

ダイカスト製
品製造、各種
金型設計製作

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8266 堺市中区毛穴町 59番地
昭和 45年
3,500 万円
80名
072-273-1518
072-273-2118
http://www.ttc-tt.jp/

金
型
設
計
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
行
い
、

独
自
技
術
で
高
品
質
を
維
持

　

昭
和
39
年
に
現
会
長
の
髙
岸
忠
男
氏

が
創
業
、
炊
飯
器
の
内
釜
製
造
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
株
式
会
社
テ
ィ
ー
テ
ィ
ー

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
以
来
、
独
創
的

な
技
術
で
高
品
質
な
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品

を
生
産
し
続
け
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
研
究
開
発
・
設
計
製
作

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
金
型
設
計
も
自

社
で
可
能
。
設
計
か
ら
組
立
、
鋳
造
、

加
工
、
納
入
ま
で
の
一
貫
生
産
体
制
を

確
立
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

あ
り
、
顧
客
の
要
求
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

工
場
内
の
省
エ
ネ
化
・
高
効
率
化
へ

の
取
り
組
み
は
早
か
っ
た
。
ガ
ス
よ
り

熱
の
放
散
が
少
な
い
電
気
炉
を
い
ち
早

く
開
発
し
た
り
、
ア
ル
ミ
溶
解
時
の
煙

を
巨
大
な
フ
ァ
ン
で
回
収
し
て
、
水
の

シ
ャ
ワ
ー
を
く
ぐ
ら
せ
て
冷
却
す
る
こ

と
で
熱
が
逃
げ
る
の
を
防
い
だ
り
し
て

い
る
。
ま
た
、「
機
械
化
で
き
る
作
業

は
機
械
化
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
す
る
な
ど
、
工
場
の
自
動
化

を
進
め
続
け
て
き
た
。
こ
う
し
た
努
力

が
製
品
の
低
コ
ス
ト
化
を
可
能
に
し
、

多
く
の
企
業
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
き

た
。

　

鋳
造
も
、
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
真
空
ダ
イ
カ
ス
ト
、
ス
ク
イ
ズ
ダ
イ
カ

ス
ト
な
ど
、
高
い
技
術
が
あ
る
。
50
年
に

わ
た
る
ダ
イ
カ
ス
ト
研
究
の
結
果
、
そ
れ

ぞ
れ
の
工
程
に
お
い
て
、
数
々
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
積
し
、
高
品
質
な
製
品
を
安
定
量

産
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

完
成
部
品
納
入
、
大
型
品
の

一
体
型
ダ
イ
カ
ス
ト
も
可
能

　

同
社
で
は
、
社
内
で
表
面
処
理
な
ど
を

し
て
完
成
部
品
と
し
て
仕
上
げ
、
検
査
も

終
え
て
納
品
す
る
こ
と
も
多
い
。
そ
れ
は

取
引
先
の
工
場
内
で
の
工
程
数
を
削
減

で
き
る
た
め
、
も
の
づ
く
り
工
程
全
体
の

生
産
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
通
常
は
2
分
割
鋳
造
し
か
で

き
な
か
っ
た
大
型
部
品
を
、
１
個
の
金
型

で
一
発
鋳
造
す
る
こ
と
で
も
メ
ー
カ
ー

側
の
省
エ
ネ
化
に
貢
献
。
現
在
は
7
ト

ン
の
金
型
ま
で
対
応
で
き
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
従
来
の
部
品
製
造
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
開
発
や

自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
製
品
の
開
発
に
取

り
組
む
こ
と
も
あ
る
。
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
を
受
賞
し
た
バ
ル
コ
ニ
ー
物
干
金
物

や
、
郵
便
受
け
な
ど
の
住
宅
関
連
用
品
、

多
機
能
型
栓
抜
き
「
キ
ャ
ッ
プ
ち
ゃ
ん
」

な
ど
で
あ
る
。

「
も
の
づ
く
り
は
楽
し
み
な
が
ら
や
る
も

の
。
部
品
製
造
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
、

積
み
上
げ
て
き
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
賜
物

で
す
」
と
髙
岸
会
長
。
今
後
も
、
取
引
先

や
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
か
な
え
る
試

行
錯
誤
を
怠
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
飛

躍
を
め
ざ
す
考
え
だ
。

独自技術と一貫生産
による低コスト・高品質
ダイカスト

ダイカスト製品

高効率・
高品質の

ダイカスト製品
金属製品
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トワロン株式会社

トワロン株式会社
被覆ワイヤの耐久性をさらに高められる
よう、開発を進めていきたいですね。海に
面した地域では、波によって海岸が削ら
れることが多いため、当社のフェンスで
護岸工事をすることが、国土を守ること
につながると思っています。

代表取締役社長　藤本 貴美嘉さん

主な事業内容

被覆鉄線製造住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8331 堺市西区築港新町 2丁 6-13
昭和 10年
4,800 万円
30名
072-245-6500
072-245-7324
http://www.towaron.co.jp/

IR 被覆鉄線 施工例

海
岸
や
寒
冷
地
な
ど
厳
し
い
環
境
で
も

　

年
の
使
用
が
可
能
な
フ
ェ
ン
ス

　　

ト
ワ
ロ
ン
株
式
会
社
は
被
覆
ワ
イ
ヤ

の
製
造
に
高
い
技
術
を
誇
る
会
社
で
あ

る
。
製
造
し
て
い
る
被
覆
ワ
イ
ヤ
の
種

類
は
、
文
具
用
ク
リ
ッ
プ
や
ハ
ン
ガ
ー

な
ど
の
一
般
消
費
者
向
け
か
ら
、
落
石

を
防
ぐ
金
網
や
柵
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の

金
網
と
い
っ
た
土
木
商
品
ま
で
幅
広
い
。

そ
の
中
で
も
ア
イ
オ
ノ
マ
ー
レ
ジ
ン（
Ｉ

Ｒ
）
樹
脂
を
使
用
し
た
Ｉ
Ｒ
被
覆
鉄
線

は
防
食
性
や
耐
寒
性
、
耐
衝
撃
性
な
ど

耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
た
め
、
海
岸
の

護
岸
工
事
用
か
ご
マ
ッ
ト
や
落
石
防
護

網
な
ど
、
厳
し
い
環
境
下
で
の
使
用
に

お
い
て
性
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
被
覆
鉄
線
の
特
長
は
、
被
覆
の

素
材
と
製
法
に
あ
る
。
被
覆
素
材
の
Ｉ

Ｒ
樹
脂
は
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
な
ど
に
使
用

さ
れ
る
素
材
で
、
耐
摩
耗
性
、
耐
衝
撃

性
に
優
れ
て
い
る
。
製
法
は
、亜
鉛
め
っ

き
鉄
線
な
ど
に
接
着
剤
を
塗
布
し
、
Ｉ

Ｒ
樹
脂
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
と
い
う

も
の
。
空
気
や
水
分
を
完
全
に
遮
断
す

る
こ
と
で
、
心
線
を
保
護
し
て
い
る
。

万
が
一
破
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら

さ
び
が
広
が
ら
な
い
こ
と
も
実
証
済
み

だ
。
寒
暖
や
酸
、
塩
、
薬
品
、
摩
耗
な

ど
の
テ
ス
ト
で
30
年
の
耐
久
性
が
証
明

さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
被
覆
鉄
線
は
平
成
22
年
に
一
般

財
団
法
人
土
木
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
建

設
技
術
審
査
証
明
書
」
を
取
得
。
こ
れ

は
温
泉
地
な
ど
強
い
酸
性
の
土
地
や
塩

分
濃
度
が
高
い
区
間
で
も
使
用
可
能
と

い
う
証
で
、
国
内
で
も
2
社
だ
け
に
認

め
ら
れ
た
優
れ
た
技
術
だ
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
経
済
的
、

環
境
に
も
配
慮

　
「
海
岸
、
融
雪
剤
使
用
地
域
、
腐
植
土

が
堆
積
す
る
地
域
な
ど
、
フ
ェ
ン
ス
が
傷

み
や
す
い
と
こ
ろ
で
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
リ
ー
な
の
で
経
済
的
。
長
く
安
心
し
て

使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
」
と
藤
本
貴
美
嘉

社
長
。
納
入
先
は
、
日
本
道
路
公
団
、
国

土
交
通
省
、
各
地
方
団
体
な
ど
に
も
広

が
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
実
績
が
同
製
品

の
性
能
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。ま
た
、

現
場
の
声
を
製
品
開
発
に
生
か
す
工
夫

も
怠
ら
ず
、被
覆
材
を
無
色
透
明
に
し
て
、

心
線
の
状
態
が
外
部
か
ら
目
視
で
検
証

で
き
る
タ
イ
プ
も
製
造
し
、
さ
ら
に
長
寿

命
の
ワ
イ
ヤ
開
発
も
進
め
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
被
覆
鉄
線
は
、「
も
ら
い
さ
び
」

が
な
い
た
め
、
腐
食
し
た
落
石
防
止
網
も

撤
去
す
る
必
要
が
な
く
、
そ
の
上
か
ら
の

設
置
が
可
能
。
工
期
の
短
縮
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。「
今
は
何
で
も
長
持
ち
す

る
も
の
が
求
め
ら
れ
る
時
代
。
長
く
使
え

る
製
品
は
、
そ
れ
だ
け
取
り
替
え
回
数
が

少
な
く
な
り
、
省
資
源
化
に
貢
献
で
き
、

ゴ
ミ
を
減
ら
せ
ま
す
」
と
、
環
境
保
全
へ

の
使
命
感
を
持
っ
て
開
発
に
あ
た
っ
て

い
る
。

びない
フェンス金属製品

30

高耐久の
びないフェンス

ＩＲ被覆鉄線
平成24年度 補助金採択
海岸用（洗掘防止・津波対策等）
に使用される高耐久被覆線の
開発

現 会長。平成 29年、藤本 和隆さんが代表取締役社長に就任。
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日本メッシュ工業株式会社

日本メッシュ工業株式会社
これまでも、既存の技術を生かして常に
新しいことに挑戦してきました。社員も
みな新しい事業展開に積極的です。複合
フィルター、環境プラント、さらに金網
以外の新規プロジェクトにも意欲的に取
り組んでいきたいと思っています。

代表取締役　後藤 英一さん

主な事業内容

工業用特殊金網の製
造販売及びこれに関
連ある附帯機器及び
環境機器の広範囲に
わたる設計製作及び
据付工事一式

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 591-8032 堺市北区百舌鳥梅町 3-25-4
大正 8年
4,000 万円
48名
072-250-0555
072-250-0560
http://www.nihon-mesh.co.jp

大
気
汚
染
防
止
対
策
に
活
用
さ
れ
る

メ
ッ
シ
ュ
デ
ミ
ス
タ
ー

　

工
業
用
特
殊
金
網
メ
ー
カ
ー
と
し
て

創
業
94
年
を
数
え
る
日
本
メ
ッ
シ
ュ
工

業
株
式
会
社
。
ろ
過
用
、
精
油
用
、
洗

浄
用
の
メ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ル
タ
ー
や
コ
ン

ベ
ヤ
ー
装
置
に
欠
か
せ
な
い
メ
ッ
シ
ュ

ベ
ル
ト
な
ど
を
大
手
企
業
を
中
心
に
供

給
し
て
き
た
老
舗
メ
ー
カ
ー
だ
。

　

主
力
製
品
は
、
石
油
化
学
か
ら
食
品

分
野
ま
で
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
工
場
内
な

ど
で
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
「
メ
ッ

シ
ュ
デ
ミ
ス
タ
ー
」。
慣
性
力
を
用
い

た
慣
性
衝
突
式
フ
ィ
ル
タ
ー
で
、
特
殊

な
方
法
で
編
ま
れ
た
金
属
の
線
条
に
よ

り
、
数
㎛
の
ミ
ス
ト
を
分
離
・
捕
集
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

例
え
ば
鉄
の
圧
延
工
程
で
は
、
多
量

の
油
煙
が
発
生
し
、
周
囲
に
拡
散
す
る

が
、
こ
れ
を
ミ
ス
ト
コ
レ
ク
タ
ー
に
取

り
付
け
ら
れ
た
同
社
の
メ
ッ
シ
ュ
デ
ミ

ス
タ
ー
が
捕
集
。
排
気
を
ク
リ
ー
ン
に

す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の
負
荷
低
減
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

メ
ッ
シ
ュ
デ
ミ
ス
タ
ー
の
性
能
は
、

そ
の
形
状
に
左
右
さ
れ
る
。「
製
品
の

形
と
気
体
が
通
過
す
る
流
速
を
徹
底
的

に
研
究
し
て
い
ま
す
。
現
場
の
要
望
に

合
わ
せ
て
設
計
す
る
た
め
、
す
べ
て

オ
ー
ダ
ー
生
産
。
素
材
の
選
定
か
ら
設

計
・
製
造
ま
で
手
が
け
て
い
ま
す
」
と

後
藤
英
一
社
長
は
話
す
。

　

同
社
は
一
貫
生
産
体
制
を
取
っ
て
お

り
、
線
材
を
編
む
機
械
な
ど
も
自
社
で

製
作
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
生
産
効
率

の
向
上
や
技
術
の
蓄
積
が
効
果
的
に
行

わ
れ
る
ほ
か
、
課
題
の
発
見
・
解
決
も

早
い
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
納
期

や
品
質
の
要
求
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

技
術
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

海
水
淡
水
化
、
C
O
2 

除
去
に
も

一
役
買
う

　

メ
ッ
シ
ュ
デ
ミ
ス
タ
ー
は
40
年
以
上
前

か
ら
海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
に
も
使
わ
れ

て
お
り
、
海
水
中
の
99
％
以
上
の
不
純
物

を
捕
集
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の

分
野
を
拡
大
す
る
た
め
、
6
年
前
に
は

U
A
E
の
ラ
ス
・
ア
ル
・
ハ
イ
マ
首
長

国
に
新
会
社
を
設
立
。
現
地
に
工
場
を
作

り
、
中
東
で
大
量
に
発
生
す
る
淡
水
化

メ
ッ
シ
ュ
デ
ミ
ス
タ
ー
の
交
換
需
要
に
こ

た
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
火
力
発
電
所
な
ど
か
ら
出
る

C
O
2

の
回
収
に
も
役
立
つ
よ
う
な
デ
ミ

ス
タ
ー
も
製
造
。
厳
し
い
環
境
規
制
が
求

め
ら
れ
る
分
野
か
ら
注
目
を
浴
び
て
お

り
、
ニ
ー
ズ
は
今
後
も
増
え
る
と
見
ら
れ

る
。

　

新
分
野
へ
の
進
出
に
も
積
極
的
で
、
異

素
材
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
フ
ィ
ル
タ
ー

を
開
発
し
て
い
る
ほ
か
、
ミ
ス
ト
コ
レ
ク

タ
ー
や
電
気
集
塵
機
な
ど
の
環
境
機
器
製

造
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
単
な
る
金
網

メ
ー
カ
ー
に
と
ど
ま
ら
な
い
総
合
力
の
あ

る
企
業
と
し
て
飛
躍
を
遂
げ
て
い
る
。

大気汚染、地球温暖化の
防止に貢献する
高性能メッシュ

メッシュデミスター

メッシュ
デミスター金属製品
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安
全
第
一
の
体
制
を
貫
き
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
粉
を
安
定
供
給

　　

ミ
ナ
ル
コ
株
式
会
社
は
、
産
業
界
に

お
い
て
多
種
多
様
に
使
わ
れ
て
い
る
、

ア
ル
ミ
粉
の
製
造
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

大
正
4
年
に
日
本
初
の
ア
ル
ミ
粉
製

造
を
行
っ
て
以
来
、
量
産
体
制
を
確
立

し
、
現
在
は
月
産
6
0
0
ト
ン
、
国

内
シ
ェ
ア
の
約
３
〜
４
割
に
達
す
る
。

高
品
質
の
ア
ル
ミ
粉
材
料
を
安
定
供
給

す
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
国
内
で
確
固

た
る
地
位
を
築
い
て
い
る
。

　

ア
ル
ミ
粉
は
、
ア
ル
ミ
地
金
を
溶
解

炉
で
溶
か
し
、
高
圧
空
気
で
噴
霧
し
、

冷
却
固
化
↓
分
級
、
混
合
、
均
質
化
と

い
っ
た
工
程
を
経
て
製
造
す
る
。
各
工

程
で
の
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
ち
ろ

ん
重
要
だ
が
、「
品
質
を
維
持
し
、
安

定
供
給
を
続
け
る
に
は
、
万
全
な
安
全

対
策
を
と
る
こ
と
。
こ
れ
に
尽
き
ま
す
」

と
柳
生
宗
一
社
長
は
強
調
す
る
。

　

ア
ル
ミ
粉
は
反
応
性
が
高
く
、

1
0
0
㎛
以
下
に
な
る
と
粉
じ
ん
爆
発

の
リ
ス
ク
が
生
じ
て
し
ま
う
。
安
全
対

策
費
の
問
題
な
ど
か
ら
他
社
の
多
く
は

撤
退
し
、
数
㎛
か
ら
数
千
㎛
ま
で
の
粒

径
や
合
金
粉
末
な
ど
幅
広
い
生
産
が
で

き
る
の
は
同
社
の
み
。
中
国
産
も
出

回
っ
て
い
る
が
、
粒
子
径
が
ふ
ぞ
ろ
い

で
純
度
も
低
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

安
全
対
策
に
は
設
備
設
計
が
重
要

だ
。
生
産
拠
点
の
三
重
工
場
は
、
万
全

の
安
全
対
策
を
と
り
、
自
動
化
・
効
率

化
を
極
め
た
工
場
で
、
少
数
精
鋭
の
経

験
豊
富
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
稼
働

し
て
い
る
。
常
時
1
0
0
0
ト
ン
の

在
庫
を
持
っ
て
い
る
の
は
、「
自
社
工

場
が
止
ま
っ
て
も
、
お
客
様
の
ラ
イ
ン

は
止
め
な
い
」
と
い
う
決
意
の
表
れ
だ
。

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
・
技
術
に

変
幻
自
在
な
ア
ル
ミ
粉
を
活
用

　　

ア
ル
ミ
粉
は
導
電
性
が
高
く
、
酸
素

と
の
結
合
力
が
強
い
、
光
や
熱
を
反
射

す
る
な
ど
様
々
な
特
徴
を
持
つ
。
合
金

鉄
の
還
元
剤
、
耐
火
物
の
酸
化
防
止
剤
、

石
油
化
学
向
け
触
媒
な
ど
、
用
途
は
多

彩
だ
。

　

近
年
は
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
需
用

も
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。
例
え
ば
自

動
車
の
排
ガ
ス
浄
化
装
置
へ
の
使
用
。

処
理
温
度
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
よ
り

高
温
で
も
耐
え
ら
れ
る
触
媒
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
触
媒
材
料
と
し
て
酸
化
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の

製
造
に
ア
ル
ミ
粉
が
コ
ス
ト
力
を
発
揮

す
る
た
め
、
需
要
が
増
し
て
い
る
の
だ
。

パ
ソ
コ
ン
や
液
晶
テ
レ
ビ
も
、
放
熱
部

材
で
あ
る
フ
ィ
ラ
ー
の
特
性
が
、
本
体

機
器
の
性
能
向
上
の
カ
ギ
を
握
る
。

フ
ィ
ラ
ー
の
樹
脂
に
ア
ル
ミ
粉
を
混
ぜ

込
む
こ
と
で
、
放
熱
特
性
に
優
れ
た
部

材
が
で
き
、
省
電
力
化
が
進
む
と
い
う
。

産
業
製
品
が
高
性
能
化
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
変
幻
自
在
に
形
を
変
え
る
ア
ル
ミ

粉
の
需
用
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

　
「
大
学
や
企
業
の
研
究
施
設
な
ど
か

ら
の
試
作
依
頼
に
も
積
極
的
に
応
じ
て

い
ま
す
。
常
に
信
頼
さ
れ
る
製
品
を
提

供
し
、
ア
ル
ミ
粉
の
こ
と
な
ら
ミ
ナ
ル

コ
に
聞
け
ば
大
丈
夫
と
、
頼
ら
れ
る
存

在
で
あ
り
た
い
で
す
ね
」
と
柳
生
社
長

は
語
る
。

ミナルコ株式会社
材料供給メーカーは、縁の下の力持ちと
してお客様の生産活動を支えることが使
命です。アルミ粉は経済的でかつ応用範
囲が広く、新素材としても期待できる原
料。これからも安全第一でトップレベル
の製品づくりを追求し、安定供給の責任
を果たしていきたいと思います。

取締役社長　柳生 宗一さん

主な事業内容

噴霧（アトマイズ）法
によるアルミ粉・アル
ミ合金粉の製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0061 堺市堺区翁橋町 1-1-1
昭和 23年
7,000 万円
32名
072-224-2101
072-224-2105
http://www.minalco.co.jp

ミナルコ株式会社

様 な々分野で環境に貢献
高品質アルミ粉
専業メーカー アルミニウム粉

三重工場

アトマイズ
アルミニウム
粉末の製造

金属製品
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噴霧ノズル金属製品

株式会社榎田製作所

異業種のノウハウと自社の
技術を融合した噴霧ノズルで
省エネに貢献

株式会社榎田製作所 主な事業内容

鍛造品切削加工住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 593-8315 堺市西区菱木 2丁目 2139
昭和 36年
1,000 万円
25名
072-271-8611
072-271-5552
http://www.enokida-s.com/

高
精
度
切
削
加
工
技
術
を
有
し
、

多
品
種
少
量
生
産
に
も
低
コ
ス
ト
対
応

　

創
業
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
真
鍮
・

銅
・
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
の
切

削
加
工
を
行
っ
て
き
た
株
式
会
社
榎
田

製
作
所
。
特
に
鍛
造
品
・
鋳
造
品
な
ど

の
異
形
モ
ノ
の
高
精
度
な
切
削
加
工
を

得
意
と
し
、
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
て
い
る
。

　

給
湯
関
連
・
空
調
関
連
・
自
動
車
関

連
と
、
幅
広
い
業
界
と
の
接
点
が
あ
り
、

万
単
位
の
量
産
品
か
ら
百
個
単
位
の
も

の
ま
で
、
自
在
に
対
応
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
対
応
を
可
能
に
す
る
の
が
、
同

社
の
生
産
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
積
極
的
に

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
、
省
人
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
工
場
は
24
時
間
稼
動
で
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
生
産
を
支
え
て
い
る
。

生
産
現
場
の
効
率
化
へ
の
努
力
は
、
納

期
対
応
だ
け
で
は
な
く
低
コ
ス
ト
化
に

も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
市
場
か
ら
の
コ

ス
ト
低
減
要
請
に
こ
た
え
続
け
る
こ
と

で
様
々
な
業
界
を
下
支
え
し
て
き
た
。

㎛
単
位
の
霧
を
発
生
さ
せ
る
噴
霧
ノ
ズ
ル

外
気
を
冷
却
し
て
室
内
温
度
を
下
げ
る

　

こ
れ
ま
で
受
託
加
工
中
心
で
取
り
組

ん
で
き
た
同
社
で
あ
る
が
、
自
社
製
品

を
開
発
・
製
造
す
る
こ
と
で
、
独
自
技

術
を
市
場
で
直
接
生
か
し
た
い
と
の
思

い
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
目
を

つ
け
た
の
が
噴
霧
ノ
ズ
ル
で
あ
る
。
こ

こ
数
年
、
ビ
ル
周
辺
や
駅
の
待
合
場
所

な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
水

噴
霧
外
気
冷
却
装
置
」。
水
を
霧
状
に

散
布
し
、
そ
の
気
化
熱
の
吸
収
を
利
用

し
た
冷
却
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
打
ち
水
効
果
と
同
じ
で
、
夏
場
に

使
用
す
る
と
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
、
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る

た
め
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
装
置
の
先
端
部
分
に
あ
る
の
が

噴
霧
ノ
ズ
ル
で
あ
る
。
こ
の
噴
霧
ノ
ズ

ル
は
㎛
単
位
の
細
か
い
霧
を
発
生
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
部
品
自
体
が
大

き
さ
数
㎜
で
あ
る
た
め
、
高
精
度
な
加

工
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
。
同
社
と
し

て
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
手
探
り

状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
異

業
種
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
し
な
が
ら
約

２
年
の
歳
月
を
掛
け
て
開
発
・
設
計
を

行
い
、
よ
う
や
く
製
品
化
に
成
功
し
た
。

同
社
の
精
密
切
削
技
術
と
、
部
品
点
数

を
少
な
く
す
る
な
ど
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
工
夫
が
詰
ま
っ
た
当
製
品
は
、

品
質
が
良
い
上
に
価
格
も
抑
え
ら
れ
、

人
気
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
大
手
水
道

用
品
メ
ー
カ
ー
で
も
取
り
扱
わ
れ
る
な

ど
、
着
実
に
販
売
実
績
を
伸
ば
し
て
い

る
。
現
行
品
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル

周
辺
に
用
い
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
だ

が
、
今
後
は
散
水
用
と
し
て
農
業
分
野

へ
の
進
出
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
技
術
力
と
生

産
対
応
力
に
、
そ
れ
ら
を
基
盤
と
し
た

開
発
力
を
加
え
、
独
自
商
品
の
提
供
を

通
じ
た
社
会
へ
の
貢
献
は
続
く
。

夏場の電力消費量を抑えたい企業は多い
と思います。この噴霧ノズルを利用して
エアコン使用量を減らし、省エネにつな
げてもらいたいですね。これからも新し
い技術に積極的に挑戦し、現場の効率化
もさらに進めて、お客様に満足してもら
えるものを作り続けます。

代表取締役　榎田 幸雄さん
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大規模電力貯蔵
システムに使用
される金属プレ
ス部品の製造

金属製品

佐藤金属工業株式会社

高精度のプレス加工で
蓄電池容器キャップを
製造

佐藤金属工業株式会社
板鍛造の生産設備であるサーボプレス
は、省エネ性能に優れるマシン。これか
らも省エネを意識した生産設備を整えて
いきたいと思っています。さらに、新し
い加工方法を開発し、高品質で安定量産
ができるよう、技術力・企業力を高めて
いきます。

代表取締役社長　佐藤 隆幸さん

主な事業内容

各種金属プレス部品
の加工

住　所／
創　業／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0984 堺市堺区神南辺町 5丁 152-5
昭和 24年
2,000 万円
21名
072-227-7715
072-227-7129
http://www.satokk.com

特
殊
形
状
の
金
型
製
作
も
可
能

高
い
技
術
で
生
産
性
向
上

　

プ
レ
ス
加
工
業
で
あ
り
な
が
ら
金
型

を
内
製
す
る
技
術
を
有
す
る
佐
藤
金
属

工
業
株
式
会
社
。
60
年
以
上
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
、
特
殊
形
状
の
金
型
製
作

も
お
手
の
も
の
だ
。
開
発
、
試
作
、
量

産
、
検
査
ま
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
一

貫
生
産
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。
得
意
と
す
る
の
は
、
板
厚
４
〜
６

㎜
の
材
料
の
順
送
鍛
造
加
工
。
精
密
せ

ん
断
や
、
細
穴
の
プ
レ
ス
加
工
、
プ
レ

ス
で
は
難
し
い
と
さ
れ
る
三
次
元
成
型

に
も
定
評
が
あ
る
。
現
在
の
受
注
内
訳

は
、
自
動
車
部
品
６
割
、
自
転
車
部
品

３
割
、
産
業
機
器
部
品
が
１
割
。
品
質

に
厳
し
い
自
動
車
産
業
か
ら
の
信
頼
が

厚
い
こ
と
が
、
同
社
の
加
工
精
度
の
高

さ
の
証
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
部
品
製
作
は
、
微
細
な
角
の
磨
き

方
や
金
型
の
表
面
処
理
の
や
り
方
に

よ
っ
て
出
来
映
え
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
図
面
に
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
」
と
佐
藤
隆
幸
社
長

は
言
う
。
人
材
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、

加
工
技
術
を
評
価
す
る
社
内
の
資
格
認

定
制
度
を
導
入
。
プ
レ
ス
作
業
主
任
者

な
ど
の
資
格
取
得
も
奨
励
し
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　

同
社
は
、
切
削
な
ど
に
よ
る
複
数
工

程
の
部
品
を
プ
レ
ス
で
１
工
程
に
し
た

り
、２
つ
の
部
品
を
１
部
品
に
し
た
り
、

と
い
う
工
法
転
換
も
顧
客
に
提
案
し
て

い
る
。
精
度
の
高
い
金
型
製
作
、
プ
レ

ス
加
工
技
術
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
う

し
た
生
産
性
向
上
、
省
エ
ネ
化
の
提
案

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

高
精
度
が
求
め
ら
れ
る
、
大
規
模

電
力
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
部
品
を
生
産

　

近
年
は
メ
ガ
ワ
ッ
ト
級
の
電
力
貯
蔵

シ
ス
テ
ム
部
品
で
あ
る
蓄
電
池
容
器
の

キ
ャ
ッ
プ
を
月
間
５
〜
10
万
個
ペ
ー
ス

で
生
産
。
薄
肉
の
キ
ャ
ッ
プ
は
円
筒
型

部
品
と
溶
接
で
接
合
さ
れ
る
た
め
、
高

度
な
嵌
め
合
い
精
度
が
要
求
さ
れ
る
。

こ
の
電
池
容
器
が
使
用
さ
れ
る
の
は

3
0
0
℃
以
上
の
厳
し
い
環
境
の
た

め
、
中
の
物
質
が
空
気
に
触
れ
て
酸
化

し
な
い
よ
う
、
容
器
に
は
非
常
に
高
い

気
密
性
が
求
め
ら
れ
る
。
同
社
で
は
、

プ
レ
ス
に
よ
る
局
部
薄
肉
化
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
金
型
設
計
と
製
作
工
程
に

独
自
技
術
を
駆
使
。
要
求
精
度
よ
り
も

厳
し
い
基
準
を
社
内
で
設
定
し
て
納
入

す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
プ
ロ
意
識
で
顧

客
の
要
望
に
こ
た
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
に
使
用
さ

れ
る
電
動
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
部
品
の
プ
レ

ス
加
工
に
も
ト
ラ
イ
し
て
い
る
と
い

う
。
リ
ン
グ
形
状
の
表
と
裏
に
突
起
が

あ
り
、
焼
結
で
作
る
こ
と
が
常
識
と
さ

れ
て
い
た
製
品
で
あ
る
。

　
「
厚
物
の
板
鍛
造
を
手
掛
け
る
プ
レ

ス
業
者
は
関
西
で
は
少
数
で
す
。
お
困

り
の
際
は
ぜ
ひ
頼
り
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
」。
技
術
的
に
難
し
い
オ
ー

ダ
ー
ほ
ど
挑
戦
し
た
い
、
と
佐
藤
社
長

は
意
欲
を
語
る
。
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100インチ
以上の省エネ
ディスプレイ

金属製品

有限会社スイサク

独自の多孔質加工
技術を生かした
省エネディスプレイ

有限会社スイサク
スイサクスクリーンの映像品質には自信
があります。多くの人が集まる場所でこ
の大型ディスプレイの利用が広がれば、
省エネに貢献できると思います。振動、
音、電波、光などの波動をコントロール
する技術を駆使して、新たな価値を提案、
創造していきたいと考えています。

代表取締役　櫂谷 雄一郎さん

主な事業内容

騒音・振動防止設備機
器、音響設備機器、電
気通信設備機器、プロ
ジェクタ用スクリーン
等の製品および部品の
製造・販売・リースお
よびメンテナンス

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0065 堺市美原区小寺 21-1
平成 7年
300万円
4名
072-363-3056
072-363-3015 
http://www.rask.co.jp/

多
孔
質
加
工
の
金
属
が

不
要
な
音
や
振
動
を
吸
収

　

有
限
会
社
ス
イ
サ
ク
の
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
技
術
で
あ
る
「
ラ
ス
ク
」。
そ
れ
は

振
動
を
減
衰
さ
せ
る
力
に
優
れ
て
い
る

と
さ
れ
る
鋳
鉄
の
細
片
を
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
急
速
加
熱
し
、
加
圧
成
形
す
る

と
い
う
特
殊
加
工
に
よ
っ
て
、
独
自
の

多
孔
質
構
造
を
作
り
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
板
材
の
ラ
ス
ク
は
、
遮
音
、
吸
音
、

拡
散
反
射
な
ど
の
性
能
を
持
ち
、
騒
音
・

振
動
対
策
に
高
い
機
能
を
発
揮
す
る
。

　
「
ラ
ス
ク
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
カ
ギ
は
、
何
を
素
材
に
、
ど
の
よ

う
な
多
孔
質
加
工
を
施
す
か
と
い
う
こ

と
で
す
」
と
代
表
取
締
役
の
櫂
谷
雄
一

郎
氏
は
話
す
。

　

ラ
ス
ク
は
音
楽
ホ
ー
ル
、
ス
タ
ジ
オ
、

オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
鉄
道
や
高
速

道
路
の
騒
音
・
振
動
対
策
な
ど
に
も
数

多
く
の
納
入
実
績
が
あ
る
。

映
像
投
影
、
防
災
に
一
石
二
鳥
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
用
ス
ク
リ
ー
ン

　

多
孔
質
構
造
に
よ
る
光
の
拡
散
性
を

生
か
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
用
ス
ク
リ
ー
ン
「
ス
イ
サ
ク

ス
ク
リ
ー
ン
」
で
あ
る
。
合
わ
せ
ガ
ラ

ス
の
板
に
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
多
孔
質
加
工

を
施
し
て
お
り
、
明
る
い
室
内
で
も
鮮

明
な
画
像
を
映
し
出
せ
る
だ
け
で
な

く
、
視
野
角
も
広
い
。
黒
色
が
引
き
締

ま
っ
て
見
え
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
耐
水
性
、
安
全
性
も

高
い
た
め
用
途
が
幅
広
い
。
稼
働
す
る

の
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
の
み
で
あ
り
、

1
0
0
イ
ン
チ
以
上
の
大
型
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
比

べ
て
省
エ
ネ
が
可
能
に
な
る
。

　

樹
脂
製
も
あ
り
、
人
が
多
い
場
所
で

は
割
れ
に
く
い
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
、

大
型
な
ら
軽
量
な
ア
ク
リ
ル
と
使
い
分

け
が
で
き
る
。
平
成
16
年
に
愛
知
万
博

の
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
館
に
試
作
第
１
号

が
採
用
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
導
入
実

績
は
守
口
門
真
消
防
署
司
令
室
や
兵
庫

県
警
察
本
部
捜
査
指
揮
室
、
愛
知
名
港

花
き
地
方
卸
売
市
場
、
企
業
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
な
ど
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
大
規
模
な
会

議
室
な
ど
で
の
需
要
が
広
が
る
と
見
込

ん
で
い
る
。　

　

ま
た
、
ガ
ラ
ス
タ
イ
プ
は
国
の
不
燃

材
料
認
定
を
取
得
し
た
ガ
ラ
ス
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
防
災
面
で
の
利
便
性

も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
櫂
谷
社
長
は

話
す
。
火
災
予
防
条
例
で
は
店
舗
な
ど

に
防
煙
垂
壁
の
設
置
を
定
め
て
い
る
が
、

こ
の
壁
を
ス
イ
サ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
替

え
れ
ば
、
平
常
時
は
店
の
情
報
、
火
災

発
生
時
は
避
難
情
報
を
映
し
出
す
表
示

板
と
い
う
利
用
も
可
能
だ
。
他
に
も
店

舗
の
ガ
ラ
ス
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
ラ
ス
ク
加

工
し
た
ガ
ラ
ス
に
入
れ
替
え
、
広
告
を

映
し
出
す
と
い
う「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
化
」
も
こ
れ
か
ら
提
案
し
て
い
き
た

い
分
野
で
あ
る
。

　
「
今
後
も
自
社
の
技
術
を
生
か
し
て
、

ユ
ニ
ー
ク
で
有
用
な
、
新
し
い
も
の
を

生
み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
櫂

谷
社
長
。
独
自
技
術
を
武
器
に
、
社
の

知
名
度
も
上
げ
て
い
く
考
え
だ
。

スイサクスクリーン使用例
ラスク
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運動機器用負荷
調整機能付き
オイルダンパー

金属製品

トレーニングマシンへの使用例

株式会社テクノタイヨー

小型化・省資源化ノウハウで
オイルダンパーの
可能性を追求

株式会社テクノタイヨー
住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8102 堺市東区石原町 1-153
昭和 58年
1,000 万円
48名（パートを含む）
072-255-9559
072-255-0595
http://www.techno-t.co.jp

オイルダンパーの小型化は、材料の省資
源化につながります。この運動機器は省
スペースなので、家庭でぜひ使ってもら
いたいですね。油圧の小型化技術を利用
して「宇宙飛行士用の運動機器の開発を
…」というご相談もあります。特殊な用
途にも、可能な限り対応していきます。

代表取締役　水野 敏雄さん

省
力
化
機
械
製
作
技
術
を
生
か
し
た

ロ
ス
の
少
な
い
精
密
追
加
工

　

機
械
部
品
な
ど
の
金
属
の
切
削
加

工
、
組
立
作
業
に
多
く
の
実
績
を
有
す

る
株
式
会
社
テ
ク
ノ
タ
イ
ヨ
ー
。
金
属

加
工
の
特
色
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
切

削
で
は
な
く
、
鋳
造
や
鍛
造
で
粗
い
形

に
成
形
し
た
も
の
に
切
削
加
工
で
精
度

を
出
す
と
い
う
追
加
工
を
多
く
手
が
け

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
成
形
品
を
追
加

工
し
た
方
が
材
料
の
ロ
ス
が
少
な
く
て

す
む
が
、
加
工
時
に
は
固
定
し
づ
ら
く

扱
い
に
く
い
。
し
か
し
、同
社
の
場
合
、

省
力
化
機
械
の
設
計
・
製
造
を
行
う
会

社
と
し
て
創
業
し
た
背
景
を
持
ち
、
専

用
の
治
具
を
自
社
で
設
計
・
製
作
で
き

る
た
め
、
し
っ
か
り
つ
か
め
て
精
度
を

狂
わ
せ
る
こ
と
な
く
切
削
す
る
技
術
を

磨
き
上
げ
て
き
た
。
こ
う
し
た
省
資
源

で
高
精
度
な
金
属
加
工
が
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

高
齢
者
向
け
、
リ
ハ
ビ
リ
用
に

安
全
設
計
の
運
動
機
器
を
開
発

　

設
計
か
ら
製
造
ま
で
、
す
べ
て
自
社

で
行
え
る
体
制
を
維
持
し
続
け
な
が
ら

も
、「
も
っ
と
強
い
個
性
を
発
揮
し
な

い
と
、
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
」

と
考
え
た
水
野
敏
雄
社
長
は
、
自
社
商

品
の
開
発
に
乗
り
出
す
。
10
年
ほ
ど
前

に
キ
ッ
チ
ン
吊
戸
棚
用
昇
降
装
置
を
Ｏ

Ｅ
Ｍ
製
作
し
た
こ
と
で
オ
イ
ル
ダ
ン

パ
ー
を
設
計
し
、
小
型
化
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
積
み
重
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
応
用
を
検
討
。
展
示
会
な
ど
で
売
り

込
む
中
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を
も
ら
い
、

そ
の
中
か
ら
運
動
機
器
用
と
し
て
製
品

化
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

従
来
の
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
は
重
り
が
必
要
で
、
あ
る
程
度
大

き
な
装
置
に
な
る
が
、
オ
イ
ル
ダ
ン

パ
ー
が
生
み
出
す
負
荷
を
利
用
す
れ

ば
、
小
型
化
で
き
、
そ
れ
が
省
資
源
化
・

低
コ
ス
ト
化
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
ま

た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
に
運
動
者
が
手

や
足
を
離
し
て
も
、
器
具
は
落
下
し
た

り
反
動
で
戻
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、

そ
の
場
で
静
止
す
る
た
め
安
全
性
が
高

く
、
高
齢
者
向
け
や
リ
ハ
ビ
リ
用
の
運

動
機
器
と
し
て
の
普
及
も
見
込
め
る
。

現
在
は
大
阪
府
立
大
学
と
も
連
携
し
な

が
ら
負
荷
の
強
弱
を
調
整
で
き
る
タ
イ

プ
を
開
発
中
で
、
２
０
１
４
年
５
月
に

は
完
成
予
定
だ
。「〝
負
荷
調
整
機
能
付

き
の
小
型
化
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
〞
の
開

発
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
運

動
機
器
と
し
て
の
用
途
が
ぐ
っ
と
広
が

る
と
思
い
ま
す
」
と
水
野
社
長
は
語
る
。

　

同
社
の
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
は
木
造
住

宅
用
の
制
振
装
置
と
し
て
も
使
わ
れ
て

お
り
、「
ウ
ィ
ン
ダ
ン
パ
ー
」
と
い
う

商
品
名
で
協
力
企
業
に
よ
っ
て
販
売
さ

れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
製
品
化
の
話
は

数
多
く
、
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
の
可
能
性

は
広
が
る
ば
か
り
だ
。

主な事業内容

省力化機械設計・製
造、各種金属の切削
加工、組立加工、吊
戸棚昇降装置の開発・
製造、オイルダンパー
の開発・製造など

制振用オイルダンパー
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溶射加工
および

溶解・鋳造用
フラックス

金属製品 平成24年度 補助金採択
ごみ焼却炉ボイラー配管
の長寿命化を目的とした
自溶性合金溶射の確立

国内シェア70％
銅・銅合金用フラックスの
エキスパート

株式会社日本鋳造技術研究所

株式会社日本鋳造技術研究所
フラックスの製造も溶射も“お客様が納
得いくまで”対応しています。これから
も、必要とされる商品を提供し続ける会
社でありたいと思っています。インフラ
分野では「長寿命」が求められる時代。
溶射技術の向上に努めることで、異分野
にも貢献していきたいですね。

代表取締役　平戸 信一さん

主な事業内容

金属溶解・鋳造用フ
ラックスの製造販売、
金属溶射・セラミック
溶射による表面処理、
黒鉛（カーボン）の切
削加工及び耐酸化特
殊コーティング

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0061 堺市美原区今井 209番
昭和 50年
1,000 万円
9名
072-361-0190
072-361-2512
http://www.nittyu-ken.com

　

年
余
の
技
術
蓄
積　

毒
劇
物
を

使
用
し
な
い
フ
ラ
ッ
ク
ス
も
開
発

　

昭
和
28
年
に
山
口
県
で
創
業
し
、
フ

ラ
ッ
ク
ス
の
製
造
を
続
け
て
き
た
株
式

会
社
日
本
鋳
造
技
術
研
究
所
。
フ
ラ
ッ

ク
ス
と
は
、
金
属
を
溶
解
・
連
続
鋳
造

す
る
と
き
に
、
酸
化
物
の
減
少
、
不
純

物
の
巻
き
込
み
防
止
、
脱
ガ
ス
、
熱
管

理
な
ど
の
目
的
で
投
入
さ
れ
る
副
資
材

で
あ
る
。

　

同
社
は
銅
と
銅
合
金
分
野
に
特
化

し
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
異
な
る
製
造

方
法
・
鋳
造
機
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
ム

メ
ー
ド
で
配
合
し
、
提
供
し
て
き
た
。

創
業
以
来
蓄
積
さ
れ
た
フ
ラ
ッ
ク
ス
製

造
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、
各
現
場
の
困
り
ご
と

に
て
い
ね
い
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
強

み
で
あ
る
。
現
場
に
出
向
い
て
情
報
を

得
た
上
で
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
、
先
方

の
技
術
者
と
相
談
し
な
が
ら
４
〜
５
回

の
改
良
を
重
ね
て
本
製
品
に
至
る
と
い

う
。「
サ
ン
プ
ル
は
無
償
提
供
で
す
。

う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
も

の
に
、
お
金
を
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
平
戸
信
一

社
長
。
こ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
数
々
の

デ
ー
タ
は
同
社
の
財
産
と
な
り
、
多
く

の
伸
銅
会
社
か
ら
の
信
頼
を
築
き
上
げ

て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
顧
客
の
要
望
に
こ
た
え
、

毒
劇
物
を
極
力
使
用
し
な
い
フ
ラ
ッ
ク

ス
の
開
発
に
も
成
功
し
て
い
る
。
コ
ス

ト
面
が
課
題
で
は
あ
る
が
、
他
社
に
先

駆
け
た
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
特

筆
さ
れ
る
。
今
後
規
制
が
厳
し
く
な
れ

ば
、
需
要
が
増
す
可
能
性
も
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
分
野
を
視
野
に

溶
射
技
術
も
拡
大

　

金
属
の
特
性
に
対
す
る
豊
富
な
知
識

を
生
か
し
て
、
30
年
前
か
ら
は
溶
射
加

工
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
溶
解
・
鋳

造
現
場
か
ら
「
ノ
ズ
ル
や
周
辺
機
器
を

も
っ
と
長
持
ち
さ
せ
た
い
」
と
い
う
要

望
を
多
く
聞
い
て
い
た
こ
と
か
ら
耐
熱
、

耐
溶
融
金
属
用
途
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
溶
射

を
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
Ｈ
Ｖ
Ｏ
Ｆ
溶
射
、

プ
ラ
ズ
マ
溶
射
、
ア
ー
ク
溶
射
、
ガ
ス

フ
レ
ー
ム
溶
射
な
ど
で
、
広
範
な
基
材

（
鋼
、
非
鉄
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
カ
ー
ボ
ン

な
ど
）
を
扱
っ
て
い
る
。

　

溶
射
は
、
高
価
な
母
材
を
使
用
す
る

こ
と
な
く
、
表
面
の
性
質
だ
け
を
変
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
耐
摩
耗
、
耐
食
、

硬
度
ア
ッ
プ
、
防
錆
が
で
き
、
製
品
の

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
長
寿
命
化
が

可
能
で
あ
る
。さ
ら
に
遠
赤
外
線
、通
電
・

絶
縁
な
ど
の
付
加
価
値
を
与
え
る
こ
と

も
で
き
る
。
同
社
は
過
酷
な
現
場
で
使

わ
れ
る
消
耗
品
を
少
し
で
も
長
持
ち
さ

せ
た
い
、
と
い
う
思
い
で
溶
射
技
術
の

向
上
を
は
か
っ
て
き
た
。

　

今
後
は
イ
ン
フ
ラ
分
野
へ
の
応
用
を

考
え
て
お
り
、
大
学
と
の
共
同
研
究
、

補
助
金
獲
得
な
ど
も
進
め
て
い
る
。「
ゴ

ミ
焼
却
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
は
腐
食
が
激

し
い
た
め
発
電
効
率
が
低
く
な
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
溶
射
で
被
膜
す
る

こ
と
で
、
効
率
を
上
げ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
」
と
平
戸
社
長
。
現
地
で

の
出
張
加
工
も
含
め
、
体
制
づ
く
り
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
高
い
技
術
力
と

顧
客
対
応
力
で
、
企
業
力
の
強
化
を
は

か
っ
て
い
く
。

60
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パイプの
塑性加工技術金属製品

自動油圧式ロータリープレス

株式会社三星製作所

パイプ塑性加工技術で
自動車部品の軽量化に
貢献

溶
接
を
な
く
し
、
複
数
部
品
を
１
部
品
に

自
動
車
部
品
の
工
程
減
と
軽
量
化

　　

自
動
車
産
業
向
け
に
特
殊
な
パ
イ
プ

の
塑
性
加
工
を
行
う
独
立
企
業
は
国
内

で
わ
ず
か
数
社
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の

１
社
で
あ
る
株
式
会
社
三
星
製
作
所

は
、
創
業
以
来
パ
イ
プ
お
よ
び
シ
ャ
フ

ト
の
加
工
に
独
自
技
術
を
駆
使
し
て
き

た
。
溶
接
さ
れ
る
自
動
車
部
品
は
、
工

程
数
も
多
く
、
強
度
面
で
の
不
安
が
あ

る
こ
と
か
ら
プ
レ
ス
加
工
に
シ
フ
ト

し
、
よ
り
軽
量
化
し
た
も
の
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
同
社
は
60
年
以
上
蓄
積
し

て
き
た
金
型
設
計
、
材
料
選
定
の
ノ
ウ

ハ
ウ
で
、
多
く
の
中
実
の
部
品
を
中
空

の
プ
レ
ス
加
工
に
置
き
換
え
、
自
動
車

の
軽
量
化
・
低
燃
費
化
に
貢
献
し
て
き

た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
、
２
年
前
に
開
発

し
た
ス
リ
ー
ブ
ヨ
ー
ク
が
あ
る
。
２
部

品
を
溶
接
し
て
い
た
従
来
品
に
対
し
、

１
部
品
で
の
製
造
を
実
現
。
ス
リ
ー
ブ

ヨ
ー
ク
は
円
形
と
矩
形
部
分
が
あ
る
た

め
プ
レ
ス
加
工
で
の
一
体
化
は
難
し
い

と
さ
れ
て
き
た
が
、
同
社
は
プ
レ
ス
加

工
の
み
で
一
体
化
し
た
。

　
「
全
体
を
同
じ
厚
さ
で
一
体
化
し
た

製
品
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
軽
量

化
に
な
り
ま
せ
ん
。
当
社
で
は
強
度
が

必
要
な
部
分
は
厚
肉
に
、
そ
う
で
な
い

部
分
は
薄
く
す
る
こ
と
で
、
軽
量
化
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
」
と
田
中
茂
社
長
は

語
る
。

　

強
度
と
精
度
を
維
持
し
た
ま
ま
軽
量

化
さ
れ
た
同
製
品
は
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
、
特
に

軽
自
動
車
で
は
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
の
た

び
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

製
造
設
備
を
内
製
し
、
生
産
性
を
向
上

さ
ら
な
る
軽
量
化
の
提
案
も

　　

同
社
で
は
、
既
製
の
油
圧
プ
レ
ス
機

を
改
造
し
て
自
転
車
ペ
ダ
ル
用
シ
ャ
フ

ト
を
製
造
し
て
い
た
創
業
当
時
か
ら
、

製
造
設
備
の
多
く
は
自
社
内
で
製
作
し

て
い
る
。
性
能
を
強
化
し
、
な
お
か
つ

設
置
面
積
を
抑
え
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
プ

レ
ス
機
を
内
製
し
、
搬
送
装
置
、
検
査

機
な
ど
も
効
率
良
い
仕
様
に
な
る
よ
う

製
作
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
設
備
は
作

り
替
え
る
た
び
に
改
良
す
る
た
め
、
さ

ら
な
る
生
産
性
の
向
上
、
精
度
の
確
保

が
は
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
高
い
安
全

性
が
求
め
ら
れ
る
部
品
を
安
定
量
産

し
、
顧
客
か
ら
の
様
々
な
加
工
要
求
に

も
迅
速
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
は
、
こ

う
し
た
背
景
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
。

　

現
在
は
、
塑
性
加
工
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
開
発
期
間

を
短
縮
す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
。
同
社
の
技
術
を
デ
ー
タ
と
し
て
蓄

積
で
き
る
た
め
、
量
産
に
適
し
た
方
法

を
速
や
か
に
探
り
、
提
案
し
て
い
け
る

と
考
え
て
い
る
。

　
「
約
２
万
５
千
ほ
ど
あ
る
自
動
車
部

品
の
中
に
は
、
当
社
の
技
術
で
改
良
・

軽
量
化
で
き
る
も
の
が
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
強
度
と
精
度
を
維
持

し
た
ま
ま
、
安
価
な
材
料
で
中
実
を
中

空
に
変
え
て
い
く
提
案
を
こ
れ
か
ら
も

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、
田
中
社

長
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
期
待
に
こ
た

え
る
新
製
品
の
開
発
に
意
欲
を
見
せ

る
。

株式会社三星製作所
熱間から冷間への切り替えや、複雑形状
の部品にも挑戦し、自動車部品軽量化に
よる燃費の向上に貢献していきたいと
思っています。資源消費の抑制と製造工
程の省エネ化も進めながら、環境に配慮
した多角的な提案をしていきたいです
ね。

代表取締役社長　田中 茂さん

主な事業内容

冷間塑性加工技術を生
かし、パイプ及びシャ
フトの独自の加工技術
の開発や、それに伴う
高品質、高効率の一貫
ラインによる着実な製
品開発

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0002 堺市美原区黒山 457-1
昭和 24年
3,000 万円
201名
072-361-3281
072-361-3287
http://www.mstonbo.co.jp
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タービンハブ金属製品

株式会社リバテック

高精度の切削加工で
自動車の軽量化に貢献

株式会社リバテック
部品製造工程においては、スクラップが
出ることが大きなロスとなっています。
工法を工夫し、さらに材料メーカーとも
相談しながら、ロスを削減できるよう取
り組んでいます。品質レベルの向上とと
もに、環境への配慮も考えていきたいで
すね。

代表取締役　川﨑 年彦さん

主な事業内容

自動車部品の製造住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0042 堺市美原区木材通 1-4-2
昭和 43年
6,000 万円
74名
072-362-1181
072-362-2223
http://www.rvatec.com/

性
能
と
耐
久
性
を
維
持
し
た
ま
ま

タ
ー
ビ
ン
ハ
ブ
を
軽
量
化

　　

昭
和
23
年
創
業
の
株
式
会
社
リ
バ

テ
ッ
ク
は
、
農
業
機
械
の
部
品
加
工
か

ら
始
ま
り
、
現
在
は
ト
ル
ク
コ
ン
バ
ー

タ
用
部
品
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
ク
ラ
ッ
チ
用

部
品
、
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ッ
チ
用
部
品

な
ど
、
主
に
自
動
車
部
品
を
製
造
す
る

切
削
加
工
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

同
社
は
自
動
車
が
廃
車
に
な
る
ま
で

交
換
不
可
能
な
部
品
を
多
く
手
が
け
て

お
り
、
軽
量
化
の
た
め
薄
肉
精
密
切
削

加
工
技
術
に
注
力
し
て
い
る
。
中
で
も

毎
分
数
千
回
の
高
速
回
転
に
お
い
て
確

実
な
動
力
伝
達
が
求
め
ら
れ
る
A
T
車

用
の
タ
ー
ビ
ン
ハ
ブ
で
は
、
5
㎜
以
上

あ
っ
た
円
盤
部
の
厚
み
を
、
性
能
と
耐

久
性
は
維
持
し
た
ま
ま
2.5
㎜
ま
で
薄
く

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
重
さ
は
１
〜

２
割
ほ
ど
削
減
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
薄
肉
精
密
切
削
加
工
の
難
し

さ
は
、「
薄
く
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
高

精
度
・
高
品
質
の
も
の
を
常
に
均
一
に

作
り
続
け
る
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
た
め

の
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
」
と
川
﨑
年

彦
社
長
は
話
す
。
高
い
安
全
性
と
信
頼

性
が
要
求
さ
れ
る
部
品
で
あ
る
た
め
、
月

に
何
万
個
単
位
で
量
産
し
て
も
不
良
品

が
出
な
い
、
と
い
う
工
程
を
組
み
上
げ

て
初
め
て
量
産
に
踏
み
切
れ
る
と
い
う
。

　

現
在
タ
ー
ビ
ン
ハ
ブ
は
月
産
約
40
万

個
。
受
注
数
だ
け
で
は
な
く
メ
ー
カ
ー

側
が
要
求
す
る
低
コ
ス
ト
化
に
も
こ
た

え
て
い
る
。
軽
量
化
が
常
に
求
め
ら
れ

る
自
動
車
業
界
に
お
い
て
、
同
社
の
技

術
は
多
く
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

各
製
造
現
場
か
ら
の
改
善
提
案
を
社

内
で
共
有　
「
強
い
現
場
」
を
目
ざ
す

　

安
定
し
た
品
質
で
量
産
す
る
た
め

に
、
各
製
造
現
場
か
ら
の
改
善
提
案
を

社
員
全
員
で
共
有
す
る
と
い
う
取
り
組

み
の
ほ
か
、
最
新
鋭
の
工
作
機
械
の
情

報
収
集
や
、
技
術
者
の
資
格
取
得
の
奨

励
な
ど
、
常
に
「
強
い
現
場
」
で
あ
る

べ
く
会
社
全
体
で
努
力
を
続
け
て
い

る
。
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
万
全
を

期
す
た
め
、
出
荷
前
検
査
で
は
3
㎛
以

内
の
誤
差
で
最
大
16
か
所
ま
で
同
時
測

定
で
き
る
画
像
処
理
シ
ス
テ
ム
を
社
内

開
発
し
、
品
質
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
と
は
構
造
が

大
き
く
異
な
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
用
の

部
品
に
つ
い
て
も
、
研
究
開
発
を
進
め

て
い
く
予
定
だ
。

「
コ
ス
ト
、ス
ピ
ー
ド
、安
定
量
産
。
メ
ー

カ
ー
の
要
望
に
い
か
に
こ
た
え
る
か
が

勝
負
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
川
﨑
社

長
。
現
在
は
堺
市
内
の
２
工
場
に
加
え
、

三
重
県
に
子
会
社
を
設
立
。
国
内
の
自

動
車
工
場
に
向
け
て
は
こ
の
３
か
所
で

対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
社
の
正
確

な
品
質
管
理
能
力
と
納
期
対
応
力
を
国

外
で
も
生
か
す
べ
く
、
２
０
１
２
年
に

は
タ
イ
に
子
会
社
を
設
立
し
、
海
外
市

場
へ
の
参
入
に
も
積
極
的
な
姿
勢
を
見

せ
て
い
る
。
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木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
ボ
イ
ラ
で

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

　

木
材
チ
ッ
プ
な
ど
か
ら
作
ら
れ
、

C
O
２

排
出
量
低
減
に
貢
献
で
き
る
エ

コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
燃
料　
「
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
」。
株
式
会
社
イ
ク
ロ
ス
は
、
こ

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
使
う
ボ
イ
ラ
を

開
発
・
製
造
し
て
い
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
は
、
大
量

の
温
水
を
使
う
温
泉
施
設
や
、
乾
燥
工

程
の
あ
る
製
造
工
場
な
ど
で
需
要
が
あ

る
。
複
数
の
メ
ー
カ
ー
が
製
品
を
発
売

し
て
い
る
が
、
同
社
の
製
品
が
特
徴
的

な
の
は
、
燃
料
と
な
る
木
材
チ
ッ
プ
の

質
を
選
ば
ず
、
な
お
か
つ
自
動
制
御
運

転
に
よ
っ
て
長
時
間
安
定
燃
焼
で
き
る

と
い
う
点
で
あ
る
。

　

木
材
チ
ッ
プ
と
一
口
に
言
っ
て
も
、

多
様
な
種
類
が
あ
る
。
中
で
も
建
築
廃

材
、
間
伐
材
な
ど
異
物
が
混
入
し
た
木

材
チ
ッ
プ
は
、
安
価
に
入
手
で
き
る
も

の
の
、
品
質
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
ボ

イ
ラ
に
よ
っ
て
は
使
用
で
き
な
い
も
の

も
あ
る
。

　
「
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
チ
ッ
プ
を

燃
や
し
て
も
燃
焼
効
率
を
保
て
る
よ
う

な
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
谷

村
忠
義
社
長
。

　

こ
の
ボ
イ
ラ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
灯
油
の
３
分
の

１
程
度
に
ま
で
低
減
で
き
る
。

※
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
…
木
の
成
長
過
程
で
光
合
成
に
よ
り
C
O
2
を

取
り
込
む
た
め
、
燃
焼
時
の
C
O
2
の
排
出
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。

ク
リ
ー
ン
な
燃
焼
方
式

環
境
に
優
し
い
製
品
を
目
ざ
し
て

　

ボ
イ
ラ
の
軸
と
な
っ
て
い
る
技
術
は
、

世
界
特
許
「
遠
心
分
離
空
間
分
割
ガ
ス

化
燃
焼
」
と
呼
ば
れ
る
炉
内
の
空
気
の

流
れ
を
利
用
し
た
燃
焼
方
式
。
燃
焼
中

心
部
が
１
１
０
０
℃
以
上
の
超
高
温
燃

焼
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
発
生
の
心
配
が
な
く
、
無
煙
の

ク
リ
ー
ン
燃
焼
で
公
害
物
質
も
低
減
し

て
い
る
。
海
外
企
業
か
ら
技
術
使
用
権

を
取
得
し
、
さ
ら
に
改
良
を
加
え
る
こ

と
で
既
存
設
備
に
も
導
入
し
や
す
く
し

て
い
る
。

　
「
燃
焼
効
率
の
ア
ッ
プ
と
ボ
イ
ラ
の
コ

ン
パ
ク
ト
化
を
ダ
ブ
ル
で
実
現
し
て
い

ま
す
。
ボ
イ
ラ
と
い
う
と
巨
大
な
設
備

を
想
像
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
製

品
は
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
も
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
谷
村
社
長
は
語
る
。

　

現
在
、
温
水
ボ
イ
ラ
、
蒸
気
ボ
イ
ラ
、

温
風
暖
房
機
の
３
タ
イ
プ
が
あ
る
。
い

ず
れ
に
も
、
空
気
と
燃
料
の
投
入
量
を

自
動
調
整
す
る
制
御
を
独
自
に
導
入
し
、

連
続
運
転
を
可
能
に
し
て
い
る
。
今
後

は
、
温
水
を
使
う
養
殖
場
、
温
風
が
必

要
な
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
へ
の
さ
ら
な

る
普
及
を
目
ざ
す
。

株式会社 イクロス

株式会社 イクロス
日本は森林資源に恵まれた国です。木を
積極的に利用することで、もっと地球温
暖化防止に貢献できると思います。現在
の木質バイオマスボイラの品質をさらに
高めながら、いずれは家庭でも使えるよ
うな木質バイオマス発電を実現したいで
すね。

代表取締役　谷村 忠義さん

主な事業内容

病院及び介護施設向けリ
ネン品リース、認知症対応
型グループホーム、パル白
浜の運営、カーテン・絨毯・
インテリア小物などの販
売、環境機器開発・製造・
販売・メンテナンス

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 593-8312 堺市西区草部 491番地 1
平成 12年
1,700 万円
45名
072-260-6333
072-260-6673
http://www.icross.co.jp

バイオマス
ボイラ機械

蒸気ボイラ

森林資源を有効活用
小型木質
バイオマスボイラ

※

現 代表取締役会長。平成 28年、沖米田 浩朗さんが代表取締役社長に就任。
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マイクロ水力発電装置

マイクロ
水力発電
装置

機械

株式会社 山崎

落差がなくても
発電可能
小水力発電装置

株式会社 山崎
日本全国に張り巡らされた基幹的水路に
流水利用式水力発電装置を設置すれば、
約 200万世帯分の電力（原発 1基分）
を供給、二酸化炭素排出量は約500万
トン削減できます。日本だけではなく世
界的な環境問題にも大きく貢献できると
自負しています。

代表取締役　山崎 攻さん

主な事業内容

マシニング、ＮＣ旋
盤、歯切、ブローチ、
フライス、スリット、
その他各種精密加工・
組み立て

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0154 堺市南区三木閉 148-1
昭和 42年
1,000 万円
12名
072-297-0168
072-297-0169
http://www.yamazakico.jp/

独
自
の
技
術
を
生
か
し
た

流
水
式
水
力
発
電
装
置

　

精
密
機
械
加
工
を
主
事
業
と
し
、
新

た
な
技
術
開
発
も
得
意
と
し
て
き
た
株

式
会
社
山
崎
。
中
で
も
日
米
英
独
で
特

許
を
取
得
し
た
搬
送
用
の
コ
ン
ベ
ア
装

置
は
、
数
年
間
連
続
高
速
運
転
を
し
て

も
、
ほ
と
ん
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要
、

と
い
う
抜
群
の
走
行
安
定
性
を
誇
る
。

　

同
社
は
こ
の
搬
送
技
術
を
応
用
し

て
、
世
界
に
類
を
見
な
い
独
創
的
な
楕

円
形
水
車
、
画
期
的
な
ス
ク
リ
ュ
ー
増

速
機
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
、
指
先
で

も
軽
く
始
動
す
る
コ
ア
レ
ス
型
発
電
機

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
発
電
効
率
を

さ
ら
に
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
落
差
の

な
い
、
少
な
い
流
量
の
水
路
で
の
発
電

を
可
能
に
し
た
。
特
に
ス
ク
リ
ュ
ー
増

速
機
は
、
耐
摩
耗
性
・
耐
久
性
に
優
れ
、

従
来
の
歯
車
式
増
速
機
構
と
比
較
し
て

高
効
率
で
増
速
で
き
、
簡
単
な
構
造
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
増
速
比
が
得
ら

れ
る
。
ま
た
、
垂
直
軸
型
風
車
に
も
使

用
可
能
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。

　

斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
高
い
技
術

力
を
駆
使
し
た
こ
の
水
力
発
電
装
置
は
、

電
力
の
「
地
産
地
消
」
を
促
し
、
環
境

に
優
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出

す
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

｢

水
路
の
流
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
べ

て
吸
収
し
て
発
電
す
る
、
と
い
う
レ
ベ

ル
ま
で
発
電
効
率
を
上
げ
た
い
で
す

ね
。
水
路
幅
２
ｍ
、
流
速
２
ｍ
／
ｓ
で

２
ｋ
ｗ
程
度
の
電
力
を
得
る
こ
と
が
今

の
目
標
で
す｣

と
開
発
部
の
山
上
仁
始

氏
は
語
る
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て

改
良
を
重
ね
、
耐
久
試
験
も
ま
も
な
く

ス
タ
ー
ト
。
本
格
販
売
も
間
近
で
あ
る
。

農
業
用
水
路
を
利
用

既
存
の
水
車
に
も
対
応

　

こ
の
水
力
発
電
装
置
は
、
水
路
の
大

き
さ
、
流
量
、
流
速
に
応
じ
て
仕
様
変

更
が
容
易
で
、
設
置
も
簡
単
、
大
規
模

な
土
木
工
事
は
不
要
で
あ
る
。
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
こ
と
も
大
き
な

特
徴
で
あ
る
。

　
「
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
農
業
用
水
路

の
流
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
効
率
よ
く
発

電
で
き
ま
す
。
展
示
会
で
も
、
自
治
体
や

農
業
関
係
者
な
ど
多
く
の
人
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
、
販
路
も
見

え
つ
つ
あ
る
。
同
社
の
水
力
発
電
装
置
は

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
性
も
高
く
、
既
存
の
水
車

に
ス
ク
リ
ュ
ー
増
速
機
と
発
電
機
を
取

り
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
、
発
電
し
て
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
観
光
資
源
と
し

て
Ｐ
Ｒ
に
利
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
い

う
思
い
も
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
も
産
学
連
携
事
業
と
し
て

補
助
金
を
受
け
た
り
、「
新
技
術
開
発
」

と
し
て
の
助
成
金
を
受
け
た
り
と
、
社

会
貢
献
度
の
高
い
事
業
と
し
て
認
め
ら

れ
て
き
た
。
経
済
産
業
省
が
小
水
力
利

用
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
新

し
い
環
境
対
応
型
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し

て
実
力
を
発
揮
す
る
日
も
近
い
。

スクリュー増速機
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集
め
た
物
質
を
再
飛
散
さ
せ
な
い

フ
ィ
ル
タ
湿
潤
タ
イ
プ
集
塵
機

　

ケ
イ
・
エ
イ
チ
工
業
株
式
会
社
は
、

工
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
環
境
設
備
な
ど

の
設
計
・
製
作
・
据
付
な
ど
を
行
い
、

各
種
環
境
設
備
の
販
売
代
理
店
と
し
て

も
成
長
し
て
き
た
。

　

中
で
も
同
社
が
扱
う
集
塵
機
は
、
高

水
準
の
集
塵
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、コ
ス
ト
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
面
で
も
優
れ
、
鉄

鋼
、
木
材
加
工
、
セ
メ
ン
ト
、
化
学
薬
品
、

食
品
な
ど
の
多
く
の
工
場
で
導
入
さ
れ
、

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
の
「
フ
ィ
ル
タ
湿
潤
タ

イ
プ
集
塵
機
」
開
発
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
医
薬
品
の
原
料
製
造
会

社
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
だ
っ
た
。

　
「
乾
燥
工
程
で
発
生
す
る
有
害
物
質

で
、
人
体
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ

る
０.
０
２
㎛
ま
で
の
大
き
さ
の
も
の

を
回
収
し
、職
場
環
境
を
改
善
し
た
い
、

と
い
う
ご
要
望
で
し
た
。
そ
れ
に
適
応

で
き
る
性
能
の
集
塵
機
が
見
当
た
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
社
で
開
発
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
代
表
取
締
役

の
平
野
健
治
氏
。

　

回
収
後
に
、
有
害
物
質
が
再
び
飛
散

し
な
い
よ
う
、
水
で
ぬ
ら
し
な
が
ら
取

り
出
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
耐
薬
品
性

に
優
れ
た
フ
ィ
ル
タ
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
探
し
出
し

た
末
に
最
高
品
質
の
テ
フ
ロ
ン
製
フ
ィ

ル
タ
に
た
ど
り
つ
き
、
完
成
に
こ
ぎ
つ

け
た
。

化
学
物
質
の
粉
塵
回
収
に
優
れ

環
境
対
策
に
有
効

　

こ
の
「
フ
ィ
ル
タ
湿
潤
タ
イ
プ
集
塵

機
」
は
、
化
学
工
場
な
ど
に
つ
き
ま
と

う
粉
塵
に
よ
る
環
境
問
題
へ
の
対
策
と

し
て
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

　
「
製
薬
メ
ー
カ
ー
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
製
造
・
品
質
管
理
基
準
（
G
M
P

省
令
）
に
対
応
で
き
る
集
塵
機
と
し
て
自

信
が
あ
り
ま
す
」
と
平
野
社
長
は
話
す
。

化
粧
品
や
食
品
添
加
物
メ
ー
カ
ー
で
も

G
M
P
省
令
適
用
の
自
主
的
な
動
き
が

見
ら
れ
、
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い

る
よ
う
。

　

工
場
内
の
環
境
に
応
じ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
設
計
が
可
能
な
た
め
、
多
く
の
メ
ー

カ
ー
で
の
導
入
も
見
込
ま
れ
る
。

　

同
社
は
、
こ
れ
ま
で
に
ゴ
ミ
焼
却
時

に
出
る
重
金
属
を
含
む
灰
の
処
理
設
備
、

省
電
力
機
械
を
用
い
た
環
境
設
備
な
ど

も
手
が
け
て
き
た
。
ま
た
、
水
質
改
善

装
置
の
販
売
な
ど
、
環
境
保
護
に
対
応

し
た
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
集
塵
機
に
つ
い
て
も
、
ご
要
望
に

は
随
時
こ
た
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
工
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ

と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
ざ
す
。

ケイ　エイチ工業 株式会社
これまで培ったオリジナル技術の製品化
にトライして、メーカーになることが目
標です。省電力製品の開発にも力を入れ、
お客様からの工場内の省エネ化の要望に
対応できるようなサポート体制で、信頼
関係を築いていきたいですね。

代表取締役　平野 健治さん

主な事業内容

工場・プラント設備の
相談窓口、保全マン・
工務部署支援

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8246 堺市中区田園 969-1　
平成 9年
1,505 万円
10名
072-234-0781
072-234-0751
http://www.kh-co.jp

ケイ　エイチ工業 株式会社

フィルタ湿潤タイプ集塵機集塵機機械

GMP省令対応の
集塵機開発で
環境ニーズに応える
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Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
保
管
容
器
の

堅
牢
性
・
安
全
性
に
高
い
実
績

　

脱
着
式
コ
ン
テ
ナ
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

コ
ン
テ
ナ
バ
ッ
グ
な
ど
産
業
廃
棄
物
用

コ
ン
テ
ナ
の
製
造
販
売
な
ど
を
手
が
け
、

物
流
環
境
改
善
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て

き
た
タ
ニ
工
業
株
式
会
社
。
中
で
も
Ｐ

Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
保
管
・
運
搬
容
器
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
収
集
・
運
搬
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
環
境
省
）
に
基
づ
く
日
本
環
境

安
全
事
業
株
式
会
社
（
J
E
S
C
O
）

の
受
け
入
れ
基
準
を
満
た
し
た
堅
牢
性

の
高
い
容
器
で
あ
る
。
多
く
の
企
業
へ

の
納
入
実
績
が
あ
り
、
全
国
シ
ェ
ア

70
％
と
い
う
数
字
が
そ
の
安
全
性
の
高

さ
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
こ
の
実
績

を
見
込
ま
れ
て
、
韓
国
の
国
立
全
北
大

学
と
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
プ
ラ
ン
ト
（
設
置
式
）

を
共
同
開
発
し
、
２
０
０
９
年
に
は
プ

ラ
ン
ト
を
納
入
。
現
在
、
韓
国
電
力
公

社
な
ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
に
お
い

て
稼
働
中
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

は
、
か
つ
て
ト
ラ
ン
ス
、
コ
ン
デ
ン
サ

用
の
絶
縁
油
、
熱
媒
体
、
潤
滑
油
な
ど

に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
人
体
や

環
境
へ
の
有
害
性
が
確
認
さ
れ
、
法
律

で
生
産
・
使
用
禁
止
と
な
っ
た
物
質
で

あ
る
。
世
界
で
１
２
０
万
ト
ン
以
上
、

日
本
で
も
５
万
ト
ン
以
上
が
生
産
さ
れ

た
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
は
世

界
的
な
問
題
で
あ
る
。
現
在
日
本
で
は

無
害
化
処
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
処
理

期
限
も
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
処
理
施

設
の
建
設
は
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な

い
こ
と
も
多
く
、
処
理
で
き
な
い
ま
ま

長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
管
し
続
け
て
い

る
事
業
者
は
少
な
く
な
い
。

　
「
日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
大
量
で
、

プ
ラ
ン
ト
の
あ
る
施
設
へ
の
搬
入
に
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
搬
入
せ
ず
に
現
場
で

処
理
し
た
い
と
い
う
要
望
が
多
か
っ
た

で
す
ね
」
と
谷
専
務
は
言
う
。
そ
の
声

に
こ
た
え
る
た
め
、
県
立
広
島
大
学
三

苫
好
治
准
教
授
、
摂
南
大
学
宮
田
秀
明

客
員
教
授
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
移

動
式
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
実
用
化
を
進
め

て
い
る
。

金
属
カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
る

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理

　

移
動
式
処
理
プ
ラ
ン
ト
は
、
設
置
式

と
異
な
り
、
金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
は
な

く
、
金
属
カ
ル
シ
ウ
ム
を
使
用
す
る
。

こ
れ
は
金
属
カ
ル
シ
ウ
ム
分
解
法
と
金

属
カ
ル
シ
ウ
ム
固
相
分
解
法
を
組
み
合

わ
せ
た
新
技
術
で
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
を
予
備
分
解
、
本
分
解
し
て
、
処

理
油
は
工
業
油
と
し
て
再
利
用
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
験
で
も
十
分
な
成
果
を

上
げ
て
お
り
、
実
用
化
が
待
ち
望
ま
れ

て
い
る
。

　
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
う
処
理
に
比
べ

て
安
全
性
が
高
く
、
低
コ
ス
ト
で
あ
る

こ
と
も
特
徴
。
今
後
は
こ
の
処
理
シ
ス

テ
ム
の
『
微
量
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
廃
電
気
機

器
等
の
無
害
化
処
理
に
係
る
環
境
大
臣

認
定
』
取
得
を
め
ざ
し
、
プ
ラ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
設
計
開
発
を
高
度
化
し
て
い

き
た
い
」
と
話
す
谷
専
務
。
電
力
会
社
、

鉄
道
会
社
な
ど
多
量
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

を
保
管
し
て
い
る
企
業
は
多
く
、
移
動

式
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
注
目
度
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。

タニ工業 株式会社
ＰＣＢは、昭和43年にカネミ油症事件
が発生するなど、その毒性が社会問題化
しました。今なお、自然界に残留し、生
態系を汚染する恐れがあります。まずは
日本にあるすべてのＰＣＢ廃棄物を無害
化処理し、その実績をもとに、処理の遅
れている海外にも広げていきたいですね。

専務取締役　谷 浩和さん

主な事業内容

産業機器製造、プラン
トエンジニアリング、
総合建設、設備、流通

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8241 堺市中区福田 903
昭和 55年
1,500 万円
35名
072-235-0310
072-235-2229
http://www.tani-k.jp/

タニ工業 株式会社

有害なＰＣＢ廃棄物を
移動式処理プラントで
無害化処理

ＰＣＢ廃棄物
無害化処理装置機械

2009年、韓国に納入したＰＣＢ
廃棄物処理プラント（設置式）

ＰＣＢ廃棄物用
漏れ防止型金属容器
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ロータリー
エンジン発電
システム

機械

ロータリーエンジン

村上精機 株式会社

村上精機 株式会社
この発電システムは小型・省スペースな
のも特徴です。まずは企業向けの商品開
発を進めていますが、いずれは一般家庭
用も作りたいと思っています。電力供給
の安定化と省エネ社会の実現に貢献でき
るよう、当社の技術を生かしていきたい
と思います。

代表取締役　村上 周三さん

主な事業内容

半導体製造装置製造、
自動車関連金型部品
の製造、精密測定器
部品の製造、精密部
品加工 等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0983 堺市堺区山本町 5-97-3　
昭和 34年
2,200 万円
30名
072-232-5693
072-233-3168
http://www.murakamiseiki.co.jp/

発
電
性
能
向
上
に
貢
献
す
る

部
品
の
精
密
加
工

　

精
密
機
器
部
品
の
製
造
を
行
い
、
切

削
、
放
電
、
研
削
な
ど
の
優
れ
た
加
工
技

術
を
有
す
る
村
上
精
機
株
式
会
社
。
最
大

の
強
み
は
、
金
属
面
の
凹
凸
を
２
㎛
以
下

に
ま
で
手
作
業
で
削
る
「
き
さ
げ
」
技
術

に
代
表
さ
れ
る
精
密
加
工
技
術
に
あ
る
。

習
得
が
難
し
い
高
度
な
技
術
で
あ
る
た

め
技
の
継
承
者
は
数
少
な
く
、
同
社
に
全

国
各
地
か
ら
依
頼
が
舞
い
込
む
こ
と
も

珍
し
く
な
い
。

　

２
０
１
０
年
に
は
、
そ
の
高
い
技
術

力
を
見
込
ま
れ
、
研
究
開
発
型
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
、株
式
会
社
ダ
・
ビ
ン
チ
（
奈

良
県
大
和
高
田
市
）
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー

エ
ン
ジ
ン
部
品
加
工
の
依
頼
を
受
け
た
。

こ
れ
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
発
電

シ
ス
テ
ム
」
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
で
あ
り
、
低
温
域
で
有
効
な
ラ
ン
キ

ン
・
サ
イ
ク
ル
と
、
低
圧
力
で
も
効
率

的
に
動
作
す
る
新
開
発
の
エ
ン
ジ
ン
を

組
み
合
わ
せ
、
発
電
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
液
体
を
温
め
て
蒸
気
に
し
、

蒸
気
の
力
で
エ
ン
ジ
ン
を
回
転
さ
せ
て

発
電
。
蒸
気
を
冷
や
し
て
元
の
液
体
に

戻
す
、
を
繰
り
返
す
蒸
気
機
関
で
あ
る
。

　

工
場
や
発
電
所
な
ど
の
産
業
界
か
ら

出
る
廃
熱
は
、
高
温
域
に
つ
い
て
は
再
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
０
℃
以
下
の
低

温
域
は
利
用
し
に
く
い
た
め
大
量
に
放

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
溶
鉱
炉
、
電
気
炉
を

抱
え
る
工
場
な
ど
低
温
廃
熱
の
回
収
に

苦
慮
す
る
小
規
模
な
企
業
も
多
く
、
そ
の

廃
熱
で
液
体
を
温
め
て
蒸
気
に
し
て
電

力
を
生
み
出
せ
ば
、
環
境
対
策
に
つ
な
が

る
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
で
は
、
こ
う
し
た
廃
熱
利
用
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
。

　
「
は
じ
め
は
部
品
加
工
だ
け
に
携
わ
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
環
境
保
護
の
機
運

が
高
ま
り
、
新
た
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
た
事
業
だ
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
は
会
社
全
体
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

と
代
表
取
締
役
の
村
上
周
三
氏
は
語
る
。

エ
ン
ジ
ン
部
品
に
は
、
極
め
て
高
い
加

工
精
度
が
求
め
ら
れ
る
が
、
他
社
の
技

術
で
は
設
計
段
階
で
求
め
た
70
％
程
度

の
発
電
性
能
し
か
出
な
か
っ
た
も
の
が
、

同
社
で
は
１
回
で
１
０
０
％
達
成
で
き

た
と
い
う
。

諸
問
題
を
ク
リ
ア
し
、
耐
久
試
験
へ

早
期
実
用
化
を
目
ざ
す

　

現
在
は
80
℃
の
廃
熱
で
10
ｋ
ｗ
発
電

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
中
。
課
題
は
、

水
蒸
気
に
よ
る　

と
腐
食
に
よ
る
部
品

の
劣
化
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
焼
成
後
に

硬
度
が
増
す
ス
テ
ン
レ
ス
系
の
新
素
材

や
、
部
位
に
よ
っ
て
は
非
鉄
金
属
を
採

用
す
る
な
ど
様
々
な
提
案
を
し
な
が
ら

耐
久
性
の
向
上
を
目
ざ
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
設
置
し
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
か
ら

出
る
廃
熱
利
用
で
施
設
内
の
電
力
と
し

て
使
う
実
用
化
試
験
を
計
画
中
。
ホ
テ

ル
や
温
泉
施
設
な
ど
か
ら
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
、
問
い
合
わ
せ
が
相
次

い
で
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
磨
い
て

き
た
技
術
を
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
に
生
か

し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
ざ
す
。

低温廃熱利用の
発電プロジェクトを
高精度な技術で支える

平成24年度 補助金採択
低温排熱を対象としたロータリー熱エンジン
発電システムの商品化ユニットおよび改良型
モデルエンジンの開発
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コーケン･テクノ 株式会社
独
自
開
発
・
設
計
力
を
駆
使
し
た

省
エ
ネ
溶
射
シ
ス
テ
ム

　

メ
ッ
キ
や
塗
装
に
比
べ
て
耐
久
性
、

耐
摩
耗
性
に
優
れ
て
お
り
、
近
年
特
に

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
溶
射
技
術
。コ
ー

ケ
ン
・
テ
ク
ノ
株
式
会
社
は
、
国
内
唯

一
の
溶
射
機
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
溶
射
シ
ス
テ
ム
を
専
門
に

扱
っ
て
き
た
。
同
社
の
溶
射
機
器
は
、

自
動
車
や
鉄
鋼
、
電
気
関
係
な
ど
幅
広

い
分
野
の
企
業
が
導
入
し
、
特
に
自
動

車
分
野
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て

い
る
。
ポ
ン
プ
シ
ャ
フ
ト
、
ピ
ス
ト
ン

ロ
ッ
ド
な
ど
に
応
用
さ
れ
て
い
る
高
速

溶
射
Ｈ
Ｖ
Ｏ
Ｆ
シ
ス
テ
ム
は
、
高
音
速

流
の
噴
射
炎
を
作
り
出
し
、
粉
末
材
料

を
高
速
ス
ピ
ー
ド
で
溶
射
す
る
こ
と
が

可
能
。
密
着
力
の
極
め
て
高
い
、
緻
密

で
気
孔
の
ほ
と
ん
ど
な
い
非
常
に
優
れ

た
皮
膜
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
も
っ
と
簡
単
便
利
に
、
低

コ
ス
ト
で
溶
射
で
き
る
も
の
を
、
と
い

う
顧
客
か
ら
の
要
望
に
こ
た
え
て
開
発

し
た
の
が
、「
外
部
燃
焼
式
Ｈ
Ｖ
Ｏ
Ｆ（
高

速
流
方
式
）
溶
射
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
溶
射
シ
ス
テ
ム
）
で
あ

る
。
溶
射
ガ
ン
内
部
に
燃
焼
室
を
持
た

ず
、
ガ
ン
・
ノ
ズ
ル
先
端
で
燃
焼
・
高

速
化
さ
せ
る
方
式
で
、
燃
料
に
酸
素
と

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
だ
け
で
な
く
、
エ
ア
ー

も
利
用
し
、
酸
素
消
費
量
を
大
幅
に
削

減
し
た
点
が
特
徴
。
そ
の
た
め
、
環
境

保
護
に
大
き
く
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、

コ
ス
ト
面
で
も
顧
客
に
と
っ
て
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
溶
射
皮

膜
の
密
度
や
皮
膜
の
結
合
力
は
高
く
、

高
品
質
の
溶
射
が
可
能
で
あ
る
。
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
溶
射
シ
ス
テ
ム
を
同
社
の

内
部
燃
焼
式
溶
射
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し

た
場
合
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
約
５

分
の
１
、
設
備
費
用
は
約
３
分
の
１
以

下
に
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
省

エ
ネ
対
策
と
高
品
質
化
が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

高
ま
る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応

環
境
に
配
慮
し
た
溶
射
技
術
へ

　

溶
射
技
術
は
、
一
般
的
な
塗
装
と
比

べ
て
割
高
に
思
え
る
が
、
塗
装
が
剥
が

れ
落
ち
た
り
摩
耗
し
た
り
と
い
う
心
配

が
少
な
い
た
め
、
結
果
的
に
は
塗
り
直

す
手
間
と
コ
ス
ト
が
節
約
で
き
る
。
防

　

効
果
や
耐
摩
耗
性
が
高
い
た
め
材
料

の
長
寿
命
化
に
寄
与
で
き
て
お
り
、
し

か
も
有
害
廃
液
を
出
さ
な
い
な
ど
環
境

へ
の
負
担
が
少
な
い
技
術
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
近
年
は
、
特
に
橋
梁
や
鉄
塔
な

ど
の
よ
う
な
大
型
の
構
造
物
に
お
い
て

も
溶
射
の
需
要
は
増
え
て
い
る
。

　
「
溶
射
シ
ス
テ
ム
の
需
要
は
右
肩
上
が

り
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
も
つ
な
が
る
溶
射
シ
ス
テ
ム
は
ま

す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
続
け
ま
す
」

と
代
表
取
締
役
の
秋
本
浩
一
氏
。
今
後

よ
り
多
く
の
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
技

術
に
、
注
目
が
集
ま
る
。

コーケン･テクノ 株式会社
当社の溶射システムは、顧客のニーズに
沿って開発するものです。省エネと低コ
スト化は今後も積極的に進めていきたい
ですね。市場のシェアを強化するために
も、技術力をさらにアップし、装置の改
良に力を入れていきたいと思っていま
す。

代表取締役　秋本 浩一さん

主な事業内容

各種溶射機の製造・
販売、溶射自動専用
装置の設計・製作販
売、溶射附属器具の
販売、溶射附帯設備
の販売、溶射材料の
販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8352 堺市西区築港浜寺西町 5-2
昭和 48年
2,500 万円
10名
072-268-1201
072-268-1204
http://www.coaken-techno.co.jp

省エネルギーと
低コストを実現した
新型溶射システム

ハイブリッド型
溶射システム機械

ハイブリッド型溶射システム
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超
臨
界
水
ナ
ノ
粒
子
合
成
装
置

が
生
み
出
す
新
た
な
材
料

　

創
業
当
初
は
Ｃ
Ｒ
Ｔ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
）

関
連
の
熱
処
理
炉
と
有
害
集
塵
灰
の
溶

融
無
害
化
炉
の
製
造
を
主
に
手
が
け
て

き
た
株
式
会
社
ア
イ
テ
ッ
ク
。
近
年
は
環

境
に
優
し
い
製
品
開
発
に
力
を
入
れ
る

中
、
独
自
の
高
温
・
高
圧
技
術
を
生
か
し

た
「
超
臨
界
水
ナ
ノ
粒
子
合
成
装
置
」
が

注
目
を
浴
び
て
い
る
。
こ
れ
は
、 ※
超
臨

界
状
態
の
高
温
水
と
、
銀
や
チ
タ
ン
な
ど

様
々
な
金
属
塩
水
溶
液
を
混
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
溶
液
温
度
を
急
激
に
上
昇
さ

せ
、
加
熱
時
の
加
水
分
解
と
脱
水
反
応
に

よ
り
ナ
ノ
粒
子
を
合
成
す
る
装
置
で
あ

る
。
粒
子
表
面
に
有
機
物
の
修
飾
剤
を
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
凝
集
の
な
い

結
晶
化
度
の
高
い
ナ
ノ
粒
子
を
連
続
的

に
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
て
で
き
た
ナ
ノ
粒
子
は
、
今

ま
で
に
な
い
新
た
な
性
質
を
持
ち
、
次

世
代
の
電
池
材
料
、
高
性
能
磁
性
材
料

な
ど
へ
の
応
用
が
可
能
で
あ
る
。
同
社

で
は
、
実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
着
実

に
進
め
て
い
る
。

　
「
研
究
開
発
を
し
て
も
、
産
業
界
で

使
わ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
化
学

メ
ー
カ
ー
、
素
材
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
共

同
で
開
発
を
進
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合

う
も
の
を
常
に
目
ざ
し
て
い
ま
す
」
と

飯
田
勝
康
社
長
は
語
る
。

　

ほ
か
に
も
高
熱
伝
導
性
、
高
絶
縁
性
、

高
屈
折
率
と
い
う
特
徴
が
付
加
さ
れ
た

ナ
ノ
粒
子
は
、
Ｉ
Ｔ
情
報
分
野
、
光
学

分
野
に
も
利
用
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
に

は
医
療
分
野
、
化
粧
品
・
塗
料
分
野
な

ど
に
も
用
途
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
超

臨
界
水
ナ
ノ
粒
子
合
成
法
は
、
国
が
成

長
戦
略
と
し
て
掲
げ
る
次
世
代
の
事
業

に
必
要
不
可
欠
な
技
術
で
あ
る
と
し

て
、
経
済
産
業
省
も
同
社
の
研
究
開
発

を
後
押
し
す
る
。

※
超
臨
界
状
態
…
物
質
固
有
の
臨
界
点
を
超
え
た
状
態
。
水
の
場

合
は
温
度
3
7
4
℃
、
圧
力
22.
1
M
P
a
以
上
で
超
臨
界
状
態

に
な
り
、
液
体
で
も
気
体
で
も
な
い
状
態
に
な
る
。

原
料
は
水
と
金
属
塩
の
み

環
境
に
優
し
い
技
術
へ
の
挑
戦

　

ナ
ノ
粒
子
を
作
る
手
法
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
こ
の
装
置
で
は
水
を
反
応
場

と
し
て
い
る
た
め
、
溶
剤
を
使
っ
た
技

術
に
比
べ
る
と
環
境
へ
の
負
荷
が
非
常

に
少
な
い
。

　
「
水
は
循
環
利
用
で
き
る
た
め
、
環

境
保
全
に
か
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
製
造

で
き
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
」
と
飯

田
社
長
。「
エ
コ
ロ
ジ
ー
＆
サ
イ
エ
ン

ス
」
を
重
視
す
る
同
社
は
、
東
北
大
学

を
は
じ
め
、
複
数
の
大
学
と
の
産
学
連

携
で
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

　
「
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
は
大
学
の
先

生
方
の
力
を
借
り
て
い
ま
す
が
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
の
分
野
で
は
、
自
分
た
ち
が
発

信
で
き
る
技
術
は
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い

こ
う
、
環
境
保
全
に
も
積
極
的
に
取
り

組
も
う
、
と
い
う
姿
勢
で
す
」
と
、
21

世
紀
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
、
研
究
開
発

型
企
業
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
る
。

株式会社 アイテック

株式会社 アイテック
今は新しい材料を使って環境保全を考え
た製品を作っていく時代。ものづくり企
業と連携して環境先進技術に取り組み、
互いにマーケットをけん引していきた
い。これからも多くの人に喜んでもらえ
るものを作り続けたいですね。

代表取締役社長　飯田 勝康さん

主な事業内容

超臨界流体技術によ
る洗浄・抽出・微粒
子製造装置の開発・
製造・販売 等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0984 堺市堺区神南辺町 4-132-1
平成 7年
5,000 万円
11名
072-226-8853
072-226-6653
http://www.itec-es.co.jp

次世代材料を
生み出す
ナノ粒子合成装置

超臨界装置機械

超臨界水ナノ粒子合成装置

平成24年度 補助金採択
低温焼結可能なプリンテッド
エレクトロニクス用の銅ナノ
粒子素材の製造事業
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株式会社 テクノアオヤマ

ナット
フィーダー、
スタッドボルト
フィーダー

機械

株式会社 テクノアオヤマ
海外の製造現場では、まだまだ手作業の
ところが多いのが現実です。私たちの技
術で工場の安全性と生産性を高め、省エ
ネにも貢献できればと思います。世界中
で安心して使ってもらえる製品を作るた
め、まだまだ挑戦し続けますよ。

代表取締役　青山 省司さん

主な事業内容

スタッドボルトフィー
ダー、ボルトフィー
ダー、ナットフィー
ダーの製造・販売、各
種小物部品の自動供給
装置の製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8253 堺市中区深阪 1931-1
昭和 58年
1,000 万円
24名
072-234-3320
072-236-5918
http://www.t-aoyama.co.jp

スタッドボルトフィーダー

ナットフィーダー

溶
接
加
工
の
高
速
化
に
貢
献

世
界
中
の
車
体
工
場
で
採
用

　

自
動
車
部
品
の
ナ
ッ
ト
や
ボ
ル
ト
を

指
定
の
位
置
に
送
り
溶
接
す
る
の
が
、

ナ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ダ
ー
や
ボ
ル
ト
フ
ィ
ー

ダ
ー
な
ど
の
部
品
供
給
装
置
で
あ
る
。

株
式
会
社
テ
ク
ノ
ア
オ
ヤ
マ
は
、
創
業

以
来
フ
ィ
ー
ダ
ー
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と

し
て
製
品
の
開
発
を
続
け
、
磁
力
を
利

用
し
て
ナ
ッ
ト
や
ボ
ル
ト
を
供
給
位
置

に
正
確
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
マ
グ

ネ
ッ
ト
・
レ
シ
プ
ロ
方
式
」
と
い
う
独

自
技
術
を
保
有
し
、
優
れ
た
技
術
力
が

世
界
各
国
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

自
動
車
の
製
造
現
場
で
は
、
常
に
安

全
性
・
効
率
化
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
課
題
が
次
々
に
生
ま
れ
て
く
る
。

同
社
は
現
場
に
密
着
す
る
こ
と
で
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
新
し
い
製
品
を

創
出
。
取
得
し
た
特
許
は
世
界
15
カ
国

で
６
０
０
件
以
上
あ
り
、
取
引
先
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
「
当
社
は
あ
ら
ゆ
る
試
作
が
可
能
な
設

備
や
測
定
装
置
を
備
え
て
い
ま
す
。
試

作
と
改
良
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
世
界

各
国
の
仕
様
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
」

と
代
表
取
締
役
の
青
山
省
司
氏
は
言
う
。

　

中
で
も
評
価
が
高
い
の
が
、
ス
タ
ッ

ド
ボ
ル
ト
フ
ィ
ー
ダ
ー
。
自
動
車
業
界

で
は
「
低
炭
素
社
会
」
実
現
に
向
け
、

燃
費
向
上
の
た
め
の
車
体
軽
量
化
が
進

む
に
つ
れ
て
、
使
用
さ
れ
る
鋼
材
が
薄

く
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
ア
ー
ク
溶
接

で
は
鋼
材
の
薄
い
部
分
へ
の
溶
接
が
難

し
か
っ
た
が
、
同
社
が
考
案
し
た
装
置

は
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
・
レ
シ
プ
ロ
方
式
」

と
抵
抗
溶
接
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、

０
.
７
㎜
未
満
の
極
薄
鋼
板
に
も
ス

タ
ッ
ド
ボ
ル
ト
の
溶
接
が
可
能
。
独
自

の
電
極
水
冷
シ
ス
テ
ム
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
も
削
減
で
き
る
と
い
う
。
ま
た

作
動
中
も
ボ
ル
ト
提
供
が
可
能
な
た
め

稼
働
時
間
が
短
縮
で
き
、
す
で
に
世
界

中
の
車
体
工
場
と
部
品
工
場
で
採
用
さ

れ
て
い
る
。

エ
ア
ー
削
減
に
よ
る
省
エ
ネ
効
果

高
い
品
質
と
安
全
を
提
供

　

エ
ア
ー
で
ナ
ッ
ト
を
送
給
す
る
エ

ア
ー
エ
ス
ケ
ー
プ
式
ナ
ッ
ト
フ
ィ
ー

ダ
ー
は
、「
１
秒
で
も
作
業
時
間
を
短

縮
し
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応
じ
て
、

エ
ア
ー
吹
き
時
間
の
最
適
化
を
研
究
。

従
来
品
の
５
分
の
１
〜
２
分
の
１
に
短

縮
で
き
、
そ
の
分
の
電
力
消
費
量
の
削

減
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
「
省
エ
ネ
は
も
ち
ろ
ん
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
で
は
工
場
内
の
安
全
性
も
重
視
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
は
さ
ま
れ
防
止

機
能
や
地
震
対
策
部
品
の
付
加
な
ど『
人

に
優
し
い
も
の
づ
く
り
』
を
基
本
に
し

て
い
ま
す
」
と
青
山
社
長
は
言
う
。
常

に
「
こ
れ
で
い
い
」
と
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
よ
り
よ
い
製
品
を
開
発
し
て
は

取
引
先
に
提
案
し
て
い
る
。
世
界
の
最

新
技
術
が
集
ま
る
自
動
車
業
界
だ
か
ら

こ
そ
、
常
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
開
発

で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
。

　
「
今
後
は
現
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
な
が
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
の
高
い
製

品
も
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
研
究
開

発
に
終
わ
り
は
な
い
で
す
か
ら
ね
」
世

界
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
と
し
て
、
開

発
力
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
。

最先端
部品供給装置で
自動車産業を支える
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シリコン用

創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
を
支
え
る

高
効
率
の
切
断
工
具

　

株
式
会
社
中
村
超
硬
は
、
創
業
以
来
、

工
作
機
械
の
超
硬
工
具
を
開
発
・
製
造

し
て
き
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
超
硬
合

金
な
ど
超
硬
度
素
材
の
精
密
加
工
に
強

く
、「
電
子
部
品
実
装
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ノ
ズ
ル
」
と
い
う
精
密
部
品
の
製
造
に

欠
か
せ
な
い
吸
着
ノ
ズ
ル
な
ど
、
世
界

に
シ
ェ
ア
を
広
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
自

社
開
発
製
品
も
あ
る
。

　

さ
ら
な
る
新
規
事
業
を
模
索
す
る
中
、

８
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
今
後
の
創
エ
ネ
・

省
エ
ネ
製
品
の
加
工
に
不
可
欠
な
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
工
具
の
開
発
に
焦
点
を
し
ぼ

り
、
大
学
や
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら

研
究
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

　

太
陽
電
池
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
製
造
に
欠
か

せ
な
い
シ
リ
コ
ン
や
サ
フ
ァ
イ
ア
。
こ

れ
ら
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
す
る
工
具
が「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー
ワ
イ
ヤ
」
で
あ
る
。

微
粒
子
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
ピ
ア
ノ
線
に

付
着
さ
せ
た
極
細
の
切
断
工
具
で
、
従

来
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
ピ
ア
ノ
線
に
吹

き
付
け
な
が
ら
ス
ラ
イ
ス
す
る
「
遊
離

砥
粒
方
式
」
が
大
半
を
占
め
て
い
た
が
、

こ
の
方
法
だ
と
ピ
ア
ノ
線
の
消
耗
量
が

膨
大
に
な
る
う
え
、
専
用
の
工
業
用
オ

イ
ル
を
併
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
課
題
を
解
決
し
た
の
が
同
社

の「
固
定
砥
粒
方
式
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー

ワ
イ
ヤ
」。
こ
れ
に
よ
っ
て
ピ
ア
ノ
線
消

耗
量
が
１
０
０
分
の
１
に
抑
え
ら
れ
、

オ
イ
ル
の
消
費
量
も
軽
減
。
な
お
か
つ

切
断
ス
ピ
ー
ド
も
２
〜
３
倍
ア
ッ
プ
と

い
う
高
効
率
化
が
可
能
に
な
り
、
電
気

使
用
量
の
削
減
と
い
う
環
境
負
荷
低
減

効
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
独
自
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
固
定
手
法
は
、
パ
ワ
ー
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
で
求
め
ら
れ
る

よ
う
な
切
り
に
く
い
材
料
の
切
断
を
実

現
し
て
い
る
点
も
特
徴
だ
。

太
陽
電
池
の
普
及
に
貢
献

一
歩
進
ん
だ
技
術
革
新
を
基
盤
に

　
「
以
前
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー
ワ
イ
ヤ

は
高
価
だ
っ
た
た
め
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
た
ち
は
高
コ
ス
ト
の
原

因
を
『
生
産
速
度
』
に
見
い
だ
し
、
製

造
プ
ロ
セ
ス
を
高
速
化
す
る
こ
と
で
価

格
を
約
５
分
の
１
に
下
げ
ら
れ
た
の
で

す
」
と
井
上
誠
社
長
。
こ
れ
に
よ
っ
て

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー
ワ
イ
ヤ
の
普
及
に

拍
車
が
か
か
り
、
太
陽
電
池
の
材
料
で

あ
る
シ
リ
コ
ン
を
速
く
、
安
く
ス
ラ
イ

ス
し
た
い
と
い
う
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

社
内
に
ス
ラ
イ
ス
工
場
を
持
っ
て
い

る
こ
と
も
同
社
の
大
き
な
強
み
。
生
産

現
場
で
の
課
題
を
１
０
０
％
開
発
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
一
歩

進
ん
だ
技
術
革
新
を
成
し
遂
げ
て
い

る
。
今
後
は
こ
う
し
た
強
力
な
開
発
体

制
を
基
盤
に
、
国
際
市
場
へ
本
格
進
出

す
る
予
定
だ
。

株式会社 中村超硬

株式会社 中村超硬
当社のダイヤモンドソーワイヤを用い
て、太陽電池向けシリコンなどのスライ
ス加工事業も行っております。今後は半
導体分野へも本腰を入れていきたいです
ね。ものづくりに関しては「日本の技術」
にこだわり、堺の活性化にも貢献したい
と思っています。

代表取締役社長　井上 誠さん

主な事業内容

ダイヤモンドソーワ
イヤの製造・販売、
電子材料のスライス
加工、特殊精密部品
の設計・製造・販売、
切削冶工具の設計・
製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 593-8323 堺市西区鶴田町 27-27
昭和 45年
308,760 万円
235名
072-274-0007
072-273-1250
http://www.nakamura-gp.co.jp

太陽電池の普及を促進
高効率ダイヤモンドソー
ワイヤ

ダイヤモンド
ソーワイヤ機械

サファイア用

ダイヤモンドソーワイヤ
平成25・26年度 補助金採択
固定砥粒加工の廃スラッジを
活用した微細 SiC 粉末の製造
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+

－
1
％
の
誤
差
で

液
体
定
量
吐
出
を
制
御

　　

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
や
Ｕ
Ｖ
樹
脂
な
ど
の

液
体
材
料
は
、
温
度
や
湿
度
な
ど
作
業

環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
扱
い
が

難
し
い
。
エ
ー
ス
技
研
株
式
会
社
は
、

こ
う
し
た
液
体
材
料
の
吐
出
を
制
御
す

る
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
専
門
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
。

　
「
機
器
自
体
は
汎
用
品
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
液
体
は
接
着
剤
が
多
い
の
で
す

が
、
作
業
環
境
に
合
わ
せ
た
調
整
で
装

置
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
ユ
ー
ザ
ー
側

の
技
術
と
い
わ
れ
る
塗
布
作
業
ま
で
責

任
を
持
つ
こ
と
が
、
当
社
の
こ
だ
わ
り

で
す
」
と
中
村
輝
代
表
取
締
役
。
主
力

商
品
の
バ
ル
ブ
「
バ
ル
ペ
ッ
ト
」
を
軸

に
、
タ
ン
ク
や
ポ
ン
プ
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
装
置
を
最
適
化
し
て
い
る
。
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
の
原
理
は
注
射
器
と
同
じ

で
、
押
し
た
容
積
分
の
み
吐
出
す
る
物

や
、
ス
ク
リ
ュ
ー
で
押
し
出
す
物
な
ど

様
々
。
吐
出
量
の
誤
差
は
＋－
1
％
（
最

少
吐
出
量
0
.
0
0
0
7
ml
）。
こ
の

精
度
を
保
ち
な
が
ら
、
高
粘
度
の
液
体

塗
布
や
微
少
量
の
点
塗
布
、
髪
の
毛
の

よ
う
に
細
い
線
引
き
な
ど
、「
か
ゆ
い
と

こ
ろ
ま
で
手
が
届
く
」
作
業
を
実
現
し
、

塗
布
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
と
の
共
同
開
発
が

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
生
ん
だ

　　

同
社
の
製
品
は
、
自
動
車
部
品
、
電

子
部
品
、
食
品
、
医
療
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

産
業
の
生
産
ラ
イ
ン
に
納
入
さ
れ
て
い

る
。
生
産
ラ
イ
ン
の
省
エ
ネ
化
の
た
め
に

は
塗
布
作
業
の
安
定
化
が
必
要
で
あ
り
、

企
業
か
ら
の
様
々
な
要
望
に
対
応
し
て

い
る
。
現
在
は
自
動
車
部
品
生
産
ラ
イ
ン

で
の
使
用
が
約
6
割
を
占
め
て
い
る
が
、

近
年
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
生
産
ラ
イ
ン

で
の
防
水
を
兼
ね
た
接
着
や
、
Ｈ
Ｖ
・
Ｅ

Ｖ
関
連
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
な
ど
の
省
エ
ネ
分
野
で

使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　

同
社
が
優
れ
た
制
御
技
術
を
発
揮
で

き
る
の
は
、
40
年
超
の
歴
史
の
中
で
経
験

を
積
み
、
液
体
材
料
の
性
質
を
熟
知
し
て

い
る
か
ら
。
材
料
選
定
か
ら
始
ま
り
、
担

当
者
が
生
産
現
場
に
通
っ
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
・
試
作
を
重
ね
る
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
と

の
共
同
開
発
で
、
製
造
現
場
に
応
じ
た
最

適
な
製
品
を
提
供
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
て
き
た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
会
社

全
体
で
維
持
し
、
高
め
る
努
力
を
続
け
て

い
る
。
性
能
で
勝
負
す
る
に
は
現
場
の
状

況
を
知
る
必
要
が
あ
る
た
め
、「
打
ち
合

わ
せ
な
し
で
購
入
を
希
望
さ
れ
る
お
客

様
に
は
、
あ
え
て
販
売
し
ま
せ
ん
」
と
明

言
す
る
。

　

液
体
の
精
密
定
量
吐
出
は
、
今
後
も

様
々
な
産
業
で
省
エ
ネ
化
に
貢
献
で
き

る
技
術
。「
会
社
は
大
き
く
す
る
の
で
は

な
く
強
く
す
る
も
の
。
小
回
り
が
き
く
会

社
だ
か
ら
こ
そ
細
や
か
な
フ
ォ
ロ
ー
も

可
能
で
す
」
こ
う
し
た
姿
勢
が
大
手
企
業

か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

エース技研株式会社
自動車の軽量化、家電やデジタル機器な
どの小型化に伴い、ネジではなく接着剤
を高精度・高速で塗布するラインは今後
も増えると思います。国内企業にもっと
目を向けて、これからも日本のものづく
りを支えていきたいですね。

代表取締役　中村 輝さん

主な事業内容

液体定量吐出装置、全
自動塗布装置、ディス
ペンサー製造･販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0006 堺市堺区錦綾町 1丁 2-35
昭和 45年
2,070 万円
12名
072-228-4869
072-228-3879
http://www.ace-giken.co.jp/

エース技研 株式会社

微量の液体塗布も自在
生産現場の
効率化に貢献

液体の
精密定量
吐出装置

機械

スクリューバルブ式塗布装置

液体定量吐出バルブ「バルペット」
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境川工業株式会社

境川工業株式会社
広範囲の産業機械に対応できることが当
社の強みです。再生エネルギー関係の新
たな分野にも対応できるよう、技術の向
上に力を入れています。省エネ、省資源
化はすべてのお客様が望むこと。一緒に
考えながら、これからも環境配慮型の熱
交換器を提案していきたいですね。

代表取締役社長　藪田 正和さん

主な事業内容

産業機械用熱交換器
及び空調用ヒータ ･
クーラの設計製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0001 堺市美原区大保 210-1
昭和 23年
1,200 万円
40名
072-361-3085
072-362-2094
http://www.sakaigawa.co.jp

顧
客
の
要
望
に
よ
り
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

高
効
率
の
熱
交
換
器
を
提
案

　

昭
和
23
年
の
創
業
以
来
、
産
業
機
械

用
熱
交
換
器
、
空
調
用
ヒ
ー
タ
・
ク
ー

ラ
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
歩
ん
で
き
た
境

川
工
業
株
式
会
社
。
プ
レ
ー
ト
フ
ィ
ン

ヒ
ー
タ
、
熱
媒
体
油
用
コ
イ
ル
、
エ
ロ

フ
ィ
ン
ヒ
ー
タ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
コ
イ
ル

な
ど
あ
ら
ゆ
る
製
品
を
製
造
し
て
い
る
。

高
効
率
化
･
コ
ン
パ
ク
ト
化
の
研
究
開

発
を
進
め
つ
つ
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
成
長
を
続
け
て
き
た
。

　

熱
交
換
器
は
、
空
気
を
暖
め
た
り
冷

や
し
た
り
す
る
も
の
で
、
産
業
機
械
用
、

空
調
用
な
ど
多
方
面
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。
同
社
の
主
力
製
品
は
プ
レ
ー
ト

フ
ィ
ン
ヒ
ー
タ
。
各
種
熱
媒
体
を
使
用

し
て
温
・
熱
風
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
各
種
テ
レ
ビ
の
フ
ィ
ル
ム
、

I
T
・
自
動
車
関
連
の
各
種
電
池
、
食

品
、
医
薬
品
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
の

生
産
ラ
イ
ン
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
製

造
は
一
品
一
様
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

で
、
顧
客
か
ら
必
要
な
条
件
を
提
示
さ

れ
れ
ば
、
独
自
に
開
発
し
た
能
力
計
算

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
即
座
に
能
力
計
算
・

概
略
外
形
寸
法
を
回
答
可
能
。
材
質
、

熱
効
率
も
考
慮
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

要
望
に
こ
た
え
て
い
く
提
案
力
が
強
み

で
あ
る
。「
お
客
様
と
の
綿
密
な
打
ち
合

わ
せ
が
重
要
で
す
。
高
効
率
、
長
寿
命

化
に
配
慮
し
て
製
品
を
設
計
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
コ
ス
ト
、
使
用

環
境
も
勘
案
し
な
が
ら
、
最
適
な
熱
交

換
器
を
提
案
し
て
い
ま
す
」
と
藪
田
正

和
社
長
は
語
る
。

高
度
な
溶
接
技
術
で
築
き
上
げ
た

〝
境
川
ブ
ラ
ン
ド
〞

　

チ
ュ
ー
ブ
（
伝
熱
管
）
に
複
数
の
フ
ィ

ン
を
取
り
付
け
る
フ
ィ
ン
チ
ュ
ー
ブ
式

熱
交
換
器
は
、
伝
熱
面
積
を
広
く
し
て
効

率
の
良
い
熱
交
換
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
水
・
蒸
気
・
油
漏

れ
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
高
度
な
溶
接
技

術
が
要
求
さ
れ
る
。

「
65
年
に
わ
た
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
溶

接
技
術
や
、
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
製
品
に

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
」
と
眞
田
博
之
常
務

取
締
役
は
言
う
。
特
に
溶
接
技
術
の
向
上

に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、
資
格
取
得
を
推

奨
す
る
な
ど
社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
品
質
管
理
の
た

め
の
厳
し
い
検
査
体
制
も
構
築
。
そ
の
た

め
同
社
の
製
品
は
安
心
し
て
使
用
で
き
、

一
度
使
う
と
満
足
し
て
も
ら
え
る
こ
と

が
多
く
、〝
境
川
ブ
ラ
ン
ド
〞
と
し
て
根

強
い
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

現
在
も
、
さ
ら
に
高
効
率
の
熱
交
換
器

を
開
発
す
る
た
め
、
表
面
積
を
増
や
せ
る

よ
う
な
形
状
の
プ
レ
ー
ト
フ
ィ
ン
、
腐
食

に
強
く
伝
熱
係
数
の
高
い
材
質
の
研
究

な
ど
も
進
め
て
い
る
。
熱
交
換
器
の
専
門

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ト
ッ
プ
企
業
を
め
ざ

し
て
い
る
。

産業機械用熱交換器を
独自技術で高効率化

プレートフィンヒータ

産業機械用熱交換器
及び空調用ヒータ・
クーラの設計製造
及び技術的支援

機械

平成 27年、真田 博之さんが代表取締役社長に就任。
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災害対策にもなるようなコンパクト化し
た排水再利用装置も考えています。また、
有価金属の回収にも、もっと力を入れた
いですね。今ある技術を生かして、さら
に環境保全に貢献できることを考えてい
きたいと思っています。
左：代表取締役社長　西川 進章さん

右：取締役　石田 純さん

三泉機械工業株式会社

三泉機械工業株式会社 主な事業内容

表面処理装置・環境
保全装置製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0061 堺市美原区今井 108-4
昭和 43年
1,000 万円
12名
072-361-4561
072-361-4789
http://sansen-mfg.co.jp

あ
ら
ゆ
る
排
水
処
理
方
法
を
組
み

合
わ
せ
て
提
案
・
設
計

　

三
泉
機
械
工
業
株
式
会
社
は
、
め
っ

き
用
の
薬
品
な
ど
を
扱
う
株
式
会
社
西

川
兼
吉
商
店
の
表
面
処
理
装
置
製
造
部

門
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
初
か

ら
金
属
の
表
面
処
理
装
置
と
、
排
水
・

排
ガ
ス
処
理
装
置
の
製
造
・
販
売
を
手

が
け
て
お
り
、
環
境
問
題
の
高
ま
り
に

合
わ
せ
て
環
境
保
全
装
置
に
注
力
し
て

き
た
。

　

排
水
処
理
の
方
法
は
、
薬
品
処
理
、

膜
処
理
、
生
物
化
学
的
処
理
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
同
社
は
長
年
培
っ
た
技

術
を
用
い
て
、
こ
れ
ら
の
処
理
を
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
で

考
え
、
要
望
に
応
じ
た
最
適
な
処
理
方

法
を
提
案
で
き
る
強
み
が
あ
る
。　

　

金
属
表
面
処
理
で
出
る
廃
液
の
場

合
、
シ
ア
ン
や
ク
ロ
ム
、
重
金
属
な
ど

の
有
害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

無
害
化
し
て
排
水
す
る
の
が
一
般
的
だ

が
、
下
水
道
へ
排
水
す
る
の
も
費
用
が

か
か
る
た
め
、
近
年
で
は
、
工
場
用
水

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

同
社
は
、
有
害
物
質
を
処
理
し
た
後
の

水
か
ら
、
塩
分
な
ど
も
取
り
除
き
、
純

水
に
近
い
レ
ベ
ル
に
で
き
る
排
水
処
理

装
置
ま
で
を
一
式
と
し
て
提
案
し
、
納

入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
工
場
か

ら
出
る
排
水
の
7
〜
8
割
は
再
利
用
で

き
る
と
い
う
。
残
り
2
〜
3
割
に
つ
い

て
も
、
前
工
程
で
重
金
属
な
ど
は
処
理

済
み
な
の
で
、
基
本
的
に
は
塩
分
の
濃

い
水
の
よ
う
な
も
の
。
さ
ら
に
濃
縮
し

て
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
で
き
る

よ
う
に
も
対
応
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

排
水
再
利
用
装
置
に
よ
り
、
水
に
か
け

る
コ
ス
ト
は
激
減
す
る
。

「
排
水
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
上

下
水
道
に
か
か
る
費
用
が
4
分
の
1
に

ま
で
抑
え
ら
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
」
と

西
川
進
章
社
長
は
話
す
。
顧
客
に
と
っ

て
は
、
コ
ス
ト
削
減
に
な
り
環
境
保
全

に
も
役
立
つ
と
あ
れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト
も

大
き
い
。

有
機
物
も
効
果
的
に
分
解
処
理

有
価
金
属
の
回
収
も
研
究

　

同
社
の
排
水
処
理
技
術
の
一
つ
に
、

自
社
で
開
発
し
、
特
許
を
取
得
し
た
パ

ニ
オ
ン
（
ニ
ッ
ケ
ル
触
媒
）
を
使
っ
た

常
温
下
で
廃
液
中
の
有
機
物
を
酸
化
分

解
す
る
方
法
が
あ
る
。
有
機
物
の
分
解

処
理
を
求
め
る
企
業
は
、
染
色
、
食
品

関
係
、
プ
リ
ン
ト
基
板
な
ど
実
に
多
様

だ
。
同
業
種
な
ら
同
シ
ス
テ
ム
と
い
う

わ
け
に
も
い
か
ず
、
サ
ン
プ
ル
で
の
試

験
を
繰
り
返
し
、
コ
ス
ト
計
算
も
し
て

提
案
、
企
業
ご
と
に
装
置
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
納
品
し
て
い
る
。
食
品
関
係
で
は
、

既
に
微
生
物
処
理
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
場
合
で
も
、
年
々
厳
し
く
な
る
規
制

に
合
わ
せ
て
、
2
次
処
理
、
3
次
処
理

の
た
め
の
装
置
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す

る
水
か
ら
、
金
な
ど
の
有
価
金
属
を
よ

り
効
率
よ
く
回
収
す
る
技
術
も
研
究
し

て
い
る
。
低
コ
ス
ト
で
回
収
で
き
れ
ば
、

金
属
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
役
立
ち
、
環
境

へ
の
負
荷
も
減
ら
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

時代に合わせた
最適な水処理
装置を提案

排水処理装置

排水処理装置機械



56

西田汽缶工業株式会社

西田汽缶工業株式会社
ハイブリッド蒸気システムをもっと進め
ていきたいですね。新しい技術、よりよ
いものを取り入れることで、熱回収の精
度をさらにアップしていきたいです。ま
た、事業所ごとの事情に合った最適な提
案を行い、省エネ化に助力していきたい
と思っています。

代表取締役　西田 佳宏さん

主な事業内容

ボイラー販売据付、
空調設備工事、配管
工事、水処理装置施
工等

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0835 堺市堺区西湊町 1-6-27
昭和 44年
1,000 万円
9人
072-241-2146
072-244-6827
http://www.nishida-kikan.co.jp/

顧
客
メ
リ
ッ
ト
重
視
で
提
案
す
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
蒸
気
シ
ス
テ
ム

　

創
業
以
来
、
1
1
0
余
年
に
わ
た
り

ボ
イ
ラ
ー
関
連
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た

西
田
汽
缶
工
業
株
式
会
社
。
35
年
前
に
、

国
内
で
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
サ
ウ
ナ
施
設
を
公
衆
浴
場
に
導
入
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
着
実
な
伸
長

を
続
け
て
い
る
。
ボ
イ
ラ
ー
販
売
据
付

だ
け
で
は
な
く
、
空
調
設
備
・
配
管
工

事
、
水
処
理
装
置
な
ど
も
複
合
的
に
手

が
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
元
企
業
と
の

つ
な
が
り
が
強
固
で
あ
る
の
も
特
徴

だ
。

　

同
社
で
昨
今
需
要
が
増
え
て
い
る
の

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
省
コ
ス
ト
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
蒸
気
シ
ス
テ
ム
の
施

工
。
ボ
イ
ラ
ー
で
お
湯
を
作
る
過
程
に

お
い
て
、
給
水
を
加
熱
し
て
お
湯
に
し

て
い
た
部
分
に
、
空
気
の
熱
を
使
っ
て

お
湯
を
作
る
電
気
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
機
を
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
を
高
効
率
化
で

き
、
省
エ
ネ
が
可
能
。
環
境
対
策
や
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
の
観
点
か
ら
も
注
目
を
集

め
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
各
メ
ー
カ
ー
品
の
給
湯

機
や
熱
交
換
器
か
ら
、
顧
客
の
要
望
に

合
わ
せ
て
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
提

案
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
応
じ
た
シ
ス

テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
長

年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
る
か
ら
で

き
る
こ
と
で
あ
り
、「
ま
ず
は
現
場
の
状

況
を
見
て
、
運
転
時
間
な
ど
も
確
認
し

た
う
え
で
、
最
も
省
エ
ネ
効
果
が
出
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
」
と
西
田
佳
宏

代
表
取
締
役
は
胸
を
張
る
。
大
阪
ガ
ス

や
関
西
電
力
と
共
に
熱
効
率
を
測
定
・

研
究
し
て
お
り
、
年
間
の
コ
ス
ト
試
算

を
行
っ
て
い
る
。

導
入
コ
ス
ト
と
効
果
に
配
慮

中
小
事
業
所
の
省
エ
ネ
を
可
能
に

　

同
社
で
は
、
修
理
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
事
後
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
実
施
。

初
期
投
資
は
必
要
と
な
る
が
、
最
終
的

に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
ダ
ウ
ン
に

よ
り
、
顧
客
に
と
っ
て
利
益
が
出
る
よ

う
相
談
に
の
っ
て
い
る
。
導
入
コ
ス
ト
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
さ
ら
に
C
O
２

削
減
に
常
に
配
慮
す
る
姿
勢
が
顧
客
か

ら
の
信
頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
衆
浴
場
に
お
い
て
、
ボ
イ

ラ
ー
導
入
時
に
、
美
肌
効
果
の
あ
る
軟

水
器
の
導
入
と
、
軟
水
に
適
し
た
浴
用

石
鹸
を
紹
介
す
る
、
と
い
っ
た
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
提
案
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

西
田
社
長
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
が
、

こ
う
し
た
多
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
可
能

に
し
て
い
る
。 

　

今
後
も
、
各
事
業
所
の
特
徴
に
合
わ

せ
て
、
導
入
コ
ス
ト
と
省
エ
ネ
効
果
の

両
方
に
配
慮
し
た
提
案
を
行
う
予
定
。

省
エ
ネ
化
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
中

小
規
模
の
事
業
所
か
ら
の
受
注
を
増
や

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

技術と信頼から生まれる
省エネ・ハイブリッド
蒸気システムの提案

熱回収式電動エアコンプレッサ
の構成フロー

排出熱回収
省エネ技術知識
知恵の融合工事

機械



57

ミウラ化学装置株式会社

ミウラ化学装置株式会社
環境装置のメーカーとして、より高い処
理能力の装置、使用電力の少ない装置を
開発していかなければ、と考えています。
それが人々の生活環境を守ることにつな
がると思います。私たちの技術を生かし
て、日本だけではなく海外にも環境装置
を広げていきたいですね。

代表取締役　三浦 紀彦さん

主な事業内容

ろ過・排水処理装置、
排ガス処理装置、騒
音・脈動防止装置、
ミスト分離装置の製
造販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0042 堺市美原区木材通 2-2-1
昭和 28年
4,900 万円
90名
072-362-8020
072-362-8844
http://www.miura-eco.co.jp

精
度
の
高
い
珪
藻
土
ろ
過

国
内
外
の
プ
ー
ル
で
多
数
採
用

　

工
業
用
の
フ
ィ
ル
タ
ー
製
造
か
ら
創

業
し
た
ミ
ウ
ラ
化
学
装
置
株
式
会
社
。

現
在
は
排
ガ
ス
・
排
水
処
理
装
置
、
脱

臭
装
置
、
集
塵
装
置
、
騒
音
防
止
装
置

な
ど
の
環
境
関
連
装
置
の
開
発
に
力
を

入
れ
、
設
計
か
ら
工
事
ま
で
一
貫
し
て

で
き
る
会
社
と
し
て
成
長
し
て
い
る
。

　

昭
和
33
年
に
、
ア
メ
リ
カ
企
業
と
の

提
携
に
よ
り
、
珪
藻
土
を
用
い
た
プ
ー

ル
用
ろ
過
装
置
の
製
造
販
売
を
開
始
。

珪
藻
土
を
使
っ
た
ろ
過
方
法
は
、
現
在

は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
社
の
導

入
は
昭
和
28
年
の
創
業
当
初
か
ら
で
あ

り
、
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
。

　

運
転
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
改
良
を
重
ね

た
プ
ー
ル
用
ろ
過
装
置
「
Ａ

　

１
フ
ィ

ル
タ
ー
」
は
、
ろ
過
精
度
が
高
く
、
5

㎛
の
微
粒
子
ま
で
除
去
可
能
。
捕
捉
し

た
雑
菌
を
珪
藻
土
ご
と
排
出
で
き
る
た

め
衛
生
的
で
あ
る
。
水
流
を
逆
に
し
て

ろ
布
の
反
対
面
に
新
し
い
珪
藻
土
を
流

し
込
ん
で
再
び
ろ
過
す
る
と
い
う
方
法

で
あ
り
、
こ
の
可
逆
式
ろ
過
方
法
を
採

用
し
て
い
る
の
は
同
社
の
み
。
ろ
布
を

両
面
使
う
こ
と
で
ろ
過
エ
レ
メ
ン
ト
部

分
は
コ
ン
パ
ク
ト
化
で
き
る
た
め
、
装

置
全
体
が
軽
量
で
、
機
械
室
内
で
組
み

立
て
可
能
、
設
置
し
や
す
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
他
に
も
節
水
効
果
が

高
い
こ
と
、
操
作
が
簡
単
な
ど
の
特
長

が
あ
る
。

　

最
近
は
、
節
電
効
果
の
高
さ
も
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。
学
校
プ
ー
ル
の
場
合
は
、

運
転
時
間
を
3
分
の
１
ま
で
短
縮
し
て

も
文
部
科
学
省
の
水
質
基
準
を
ク
リ
ア

で
き
る
。「
ろ
過
能
力
が
高
い
た
め
24
時

間
運
転
が
不
要
で
、
年
間
の
電
気
代
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
5
割
以
上
も
削
減
で

き
る
点
が
、
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
河
村
信
孝
営

業
部
係
長
は
言
う
。

　

同
社
は
日
本
浄
水
機
械
工
業
会
の
正

会
員
と
し
て
（
公
財
）
日
本
水
泳
連
盟

の
推
薦
を
受
け
て
お
り
、
納
入
実
績
は
、

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ー
ル
、
国
体

プ
ー
ル
な
ど
、
国
内
外
1
万
5
千
台
以

上
に
も
上
る
。
学
校
関
係
プ
ー
ル
で
も

30
％
前
後
の
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
現
在
も

年
間
約
2
0
0
台
を
納
入
し
て
い
る
。

「
健
康
増
進
の
た
め
の
施
設
は
増
え
て
い

ま
す
。
衛
生
面
で
優
れ
た
ろ
過
装
置
な

の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
用
プ
ー
ル
、
高
齢
者

施
設
の
プ
ー
ル
な
ど
に
も
っ
と
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
三
浦

紀
彦
社
長
。
販
路
の
さ
ら
な
る
広
が
り

を
見
据
え
て
い
る
。

技
術
力
の
高
さ
を
発
揮
し
、

新
た
な
環
境
関
連
装
置
も
開
発

　

同
社
は
排
ガ
ス
処
理
装
置
、
騒
音
防

止
装
置
な
ど
の
開
発
で
も
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
排
ガ
ス
処
理
装
置
は
、
こ

れ
ま
で
処
理
が
で
き
な
か
っ
た
塩
素
系

の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
ガ
ス
に
つ
い
て
も
装
置
を
開

発
し
、
納
入
し
て
い
る
。

「
大
気
汚
染
、
有
害
ガ
ス
処
理
は
、
国
内

外
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
高

度
化
し
た
装
置
を
開
発
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
技
術
力
を
生

か
し
て
地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る

こ
と
に
常
に
目
を
向
け
て
い
る
。

精度の高い珪藻土ろ過装置
節水・節電効果大

A-1フィルター

排ガス処理プラント

プール用
ろ過装置機械

-
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株式会社リンカイ

株式会社リンカイ
自社の力をさらに高めるために、新しい
製品も研究しながら実証を進めていま
す。水処理設備は、お客様の求めるもの
をしっかり聞くことから始まります。で
きる限りお客様の近くで仕事をしていき
たいですね。

代表取締役　岩﨑 隆男さん

主な事業内容

浄水設備、ろ過装置、
軟水装置、純水装置、
排水処理設備等
各種水処理装置製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8352 堺市西区築港浜寺西町 7番地
昭和 41年
8,000 万円
95名
072-268-0333
072-268-1881
http://www.kk-rinkai.co.jp

排水再利用設備

目
的
に
応
じ
た
装
置
を
設
計
、

あ
ら
ゆ
る
水
処
理
設
備
を
施
工　

　

昭
和
41
年
、
タ
ン
ク
製
造
な
ど
の
製

缶
製
作
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
株
式
会
社

リ
ン
カ
イ
。
水
処
理
設
備
に
関
す
る
製

作
技
術
・
設
計
技
術
力
を
広
げ
、
現
在

は
水
処
理
装
置
な
ら
び
に
各
種
塔
槽
類

に
つ
い
て
、
計
画
・
調
査
・
設
計
か
ら

製
造
、
現
地
施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
一
貫
し
て
手
が
け
る
会
社
と
し
て
成

長
し
て
き
た
。

　

水
処
理
設
備
は
、
浄
水
設
備
、
ろ
過

装
置
、
軟
水
装
置
、
純
水
装
置
、
排
水

処
理
設
備
な
ど
様
々
な
用
途
に
応
じ
た

装
置
を
製
造
し
て
い
る
。
大
手
プ
ラ
ン

ト
メ
ー
カ
ー
か
ら
設
備
を
部
分
的
に
請

け
負
う
事
も
多
い
が
、
自
社
で
調
査
・

設
計
か
ら
施
工
ま
で
を
手
が
け
る
案
件

も
あ
る
。
自
社
に
設
計
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
強
み
で
あ
り
、
顧
客

の
要
望
や
条
件
に
応
じ
て
最
適
な
機
器

構
成
を
考
え
、
タ
ン
ク
や
機
器
、
周
辺

の
配
管
、
弁
類
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
設

計
が
可
能
で
あ
る
。

「
現
場
で
の
作
業
が
わ
か
る
か
ら
こ
そ
、

総
合
的
な
視
点
か
ら
設
計
が
で
き
、
効

率
よ
く
製
作
か
ら
現
地
工
事
へ
と
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
岩
﨑
隆
男
社

長
は
語
る
。

　

納
入
事
例
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
例

え
ば
都
市
部
の
ご
み
焼
却
施
設
に
お
い

て
は
、
様
々
な
用
途
の
水
処
理
設
備
が

設
置
さ
れ
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の

高
度
な
処
理
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
合

わ
せ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
や
低
コ
ス
ト

化
の
要
望
も
多
い
が
、
同
社
は
コ
ン
パ

ク
ト
で
効
率
的
な
機
器
設
計
を
得
意
と

し
て
お
り
、
最
適
な
設
備
構
成
を
提
案
可

能
と
い
う
。

「
私
た
ち
の
仕
事
は
装
置
製
作
で
終
わ
り

で
は
な
く
、
運
転
し
、
水
が
処
理
さ
れ
て

初
め
て
完
成
と
い
え
る
も
の
で
す
。
お
客

様
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
の
も
、
信
頼
を

積
み
重
ね
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」

と
杉
林
孝
司
営
業
部
長
。
20
年
、
30
年
と

長
年
取
引
が
続
い
て
い
る
顧
客
も
多
い
。

　

最
近
で
は
、
純
水
装
置
や
排
水
再
利
用

設
備
、
Ｒ
Ｏ
膜
処
理
装
置
、
ろ
過
活
性
炭

設
備
や
特
殊
塔
槽
類
な
ど
を
手
が
け
る

こ
と
が
多
い
。
設
置
面
積
の
縮
小
化
や
、

装
置
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
な
ど
同
社
の
技
術

要
素
は
各
所
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

「
パ
ー
ツ
か
ら
プ
ラ
ン
ト
ま
で
」

水
処
理
装
置
の
多
様
な
受
注
に
対
応

　

創
業
以
来
、
同
社
の
製
缶
技
術
は
高

い
評
価
を
得
て
お
り
、
有
害
物
処
理
施

設
や
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
特
殊
タ
ン

ク
・
大
型
タ
ン
ク
な
ど
、
難
し
い
案
件

を
受
け
る
こ
と
も
多
い
。
タ
ン
ク
の
構

造
、
設
置
条
件
や
強
度
検
討
な
ど
、
綿

密
な
打
ち
合
わ
せ
の
上
で
設
計
し
、
製

作
さ
れ
た
製
品
は
耐
久
性
も
よ
く
、
30

年
以
上
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

水
処
理
設
備
は
、
タ
ン
ク
以
外
に
も

様
々
な
部
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
同

社
は
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
の
各
種
水
処

理
部
品
も
販
売
し
て
お
り
、
部
品
供
給

を
通
じ
て
リ
ン
カ
イ
と
い
う
企
業
名
を

覚
え
て
も
ら
っ
て
い
る
面
も
あ
る
と
い

う
。
多
様
な
受
注
に
対
応
し
「
パ
ー
ツ

か
ら
プ
ラ
ン
ト
ま
で
」
と
い
う
基
本
方

針
で
こ
れ
か
ら
も
信
頼
を
積
み
重
ね
て

い
く
。

最適な機器構成で
高効率な
水処理設備を提案

水処理装置機器
ならびに
製缶品製作

機械

純水製造装置

現 相談役。平成 28年、岩﨑 尚貴さんが代表取締役に就任。
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高温用
熱風発生機機械 平成23年度 補助金採択

アルミ溶湯ヒーターの新技術
及び電気炉開発

株式会社サンコー

熱制御技術を駆使した
小型化・省エネ化
熱風発生機

株式会社サンコー
省エネで高効率な「アルミダイキャスト
用電気溶解・保持炉の実用化」「1000℃
の熱風発生機を用いた装置炉」の開発も
3社共同で進めています。環境への負荷
を軽減できる製品づくりがビジネスのメ
リットにつながるという好循環を生み出
していきたいですね。

代表取締役　向井 正明さん

主な事業内容

電熱・計測事業・部
品事業

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 599-8114 堺市東区日置荘西町 1-53-35
平成 13年
1,850 万円
30名
072-287-1135
072-287-1136
http://www.sankooo.com

熱
制
御
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

熱
風
発
生
機
を
小
型
化
・
省
エ
ネ
化

　

熱
電
対
や
測
温
抵
抗
体
な
ど
の
温
度

セ
ン
サ
ー
、
マ
イ
ク
ロ
ヒ
ー
タ
ー
や

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
ヒ
ー

タ
ー
類
の
製
造
販
売
、
電
気
炉
、
乾
燥

機
な
ど
の
開
発
を
手
が
け
る
株
式
会
社

サ
ン
コ
ー
。
熱
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
優

れ
た
技
術
力
を
有
し
、
熱
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
問
題
を
ト
ー
タ
ル
に
解
決
で
き

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
集
団
で
あ
る
。

　

２
年
前
か
ら
開
発
を
進
め
て
き
た

「
高
温
用
熱
風
発
生
機
」
は
、
工
場
な

ど
で
乾
燥
、
加
熱
、
滅
菌
な
ど
に
使
わ

れ
る
熱
風
発
生
機
の
小
型
化
・
省
エ
ネ

化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
必
要
な

場
所
に
、
簡
単
に
設
置
で
き
る
熱
風
発

生
機
を
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
10

年
以
上
前
か
ら
考
え
て
い
た
と
い
う
。

　

同
製
品
は
、
ニ
ク
ロ
ム
線
が
直
接
空

気
を
熱
す
る
タ
イ
プ
の
ヒ
ー
タ
ー
で
、

絶
縁
特
性
と
耐
熱
に
優
れ
た
ム
ラ
イ
ト

耐
熱
材
料
を
成
形
し
て
、
そ
の
中
に
ニ

ク
ロ
ム
線
を
コ
イ
ル
状
に
巻
い
た
ヒ
ー

タ
ー
を
組
み
込
ん
で
い
る
。
伝
熱
面
積

が
大
き
い
た
め
シ
ー
ズ
ヒ
ー
タ
ー
に
比

べ
て
熱
効
率
が
良
い
こ
と
が
特
長
で
あ

る
。
空
気
取
り
入
れ
口
を
空
気
抵
抗
が

少
な
い
特
殊
な
形
状
に
す
る
こ
と
、
送

風
機
に
は
羽
根
径
が
小
さ
い
タ
ー
ボ

フ
ァ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
が

で
き
、
低
騒
音
も
実
現
し
て
い
る
。
コ

ン
パ
ク
ト
で
凹
凸
の
少
な
い
す
っ
き
り

と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。

さ
ら
に
、
温
度
・
タ
イ
マ
ー
設
定
な
ど

が
簡
単
に
で
き
る
マ
イ
コ
ン
を
組
み
込

み
、
操
作
が
簡
単
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
。

　

熱
風
発
生
機
の
用
途
は
前
述
の
よ
う

に
様
々
で
、
対
象
物
も
I
C
基
盤
な

ど
の
工
業
用
品
か
ら
、
衣
類
や
食
品
と

い
っ
た
日
用
品
ま
で
実
に
広
範
囲
。
ガ

ス
や
石
油
な
ど
と
異
な
り
、
ク
リ
ー
ン

な
熱
風
を
発
生
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
半
導
体
分
野
の
乾
燥
工
程
な
ど
で

の
需
要
も
多
い
と
見
込
ん
で
い
る
。

海
外
展
開
を
見
込
ん
だ
製
品
開
発

ア
ジ
ア
市
場
へ
積
極
展
開

　

同
製
品
の
電
圧
仕
様
は
、
日
本
基
準

の
２
０
０
V
だ
け
で
は
な
く
、
３
８
０

V
に
も
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
仕
様
は

東
南
ア
ジ
ア
で
の
標
準
で
あ
り
、
産
業

用
の
小
型
熱
風
発
生
機
の
需
要
が
多
い

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
広
く
販
売
し
て

い
き
た
い
ね
ら
い
が
あ
る
。

　

同
社
の
海
外
展
開
は
早
く
、セ
ン
サ
ー

製
造
を
主
と
し
た
子
会
社
を
ホ
ー
チ
ミ

ン
に
、
熱
風
発
生
機
の
組
み
立
て
を
受

け
持
つ
子
会
社
を
タ
イ
に
設
立
し
て
い

る
。
上
海
の
企
業
と
も
提
携
す
る
な
ど
、

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
営
業
拠
点
を
整
え
る

べ
く
始
動
し
て
い
る
。
向
井
正
明
社
長

は
「『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
』
の

優
位
性
は
海
外
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
軸
足
を
ア
ジ
ア
に
置
き
た
い
で

す
ね
」
と
語
り
、
積
極
的
に
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
進
め
る
。
同
社
は
経
済
産
業
省

の
グ
ロ
ー
バ
ル
技
術
連
携
支
援
事
業
補

助
金
に
も
採
択
さ
れ
て
お
り
、「
勇
気
を

持
っ
て
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
を
と

り
続
け
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
向
井

社
長
の
パ
ワ
ー
が
同
社
の
企
業
戦
略
を

支
え
て
い
る
。
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次世代型
浸漬膜処理
システム

機械

サンスイエンジニアリング株式会社

小型化・
イージーメンテナンスの
膜処理装置

幅
広
い
知
識
と
技
術
で
Ｍ
Ｂ
Ｒ（
膜

分
離
活
性
汚
泥
法
）を
省
ス
ペ
ー
ス
化

　　

サ
ン
ス
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式

会
社
は
、
水
処
理
装
置
の
開
発
・
設
計

か
ら
製
造
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
及
ぶ
幅

広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
配
管
、

電
気
、
各
種
機
械
装
置
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
な
ど
の
知
識
と
技
術
も
有
す
る
こ

と
が
特
徴
だ
。
30
年
の
歩
み
の
中
で
一

貫
し
て
水
処
理
に
携
わ
っ
て
き
て
お

り
、
飲
料
水
の
浄
水
や
人
工
透
析
に
用

い
る
膜
分
離
シ
ス
テ
ム
を
手
が
け
て
き

た
実
績
を
も
と
に
、
膜
処
理
装
置
の
開

発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
排
水
処
理
は
高
度
化
が
求
め

ら
れ
、
国
内
外
で
Ｍ
Ｂ
Ｒ
と
い
う
Ｐ
Ｖ

Ｄ
Ｆ
（
ポ
リ
フ
ッ
化
ビ
ニ
リ
デ
ン
）
製

中
空
糸
膜
を
用
い
た
膜
処
理
シ
ス
テ
ム

が
普
及
し
て
い
る
。
同
社
は
、
そ
の
Ｍ

Ｂ
Ｒ
を
従
来
の
概
念
を
覆
す
ほ
ど
小
型

化
し
た
次
世
代
型
浸
漬
膜
処
理
シ
ス
テ

ム
を
開
発
。
約
１
ｍ
（
W
）×
２
ｍ
（
D
）

×
２
・
４
ｍ
（
H
）
の
タ
ン
ク
に
、
Ｐ

Ｖ
Ｄ
Ｆ
製
中
空
糸
膜
を
設
置
し
、
集
水

管
か
ら
吸
引
す
る
こ
と
で
処
理
水
を
得

ら
れ
る
仕
組
み
だ
。
24
時
間
で
約
50
ト

ン
の
水
を
ろ
過
で
き
る
と
い
う
。

　
「
曝
気
装
置
に
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
膜

の
目
詰
ま
り
を
防
ぐ
た
め
に
、
エ
ア
の

粒
径
や
そ
の
量
・
バ
ラ
ン
ス
の
最
適
値

を
得
る
た
め
の
実
験
を
繰
り
返
し
、
最

終
的
に
現
在
の
形
状
と
な
り
ま
し
た
」

と
亀
田
英
世
社
長
は
言
う
。
高
効
率
の

装
置
稼
働
で
、
現
在
は
２
・
２
kw
の
モ
ー

タ
で
稼
働
で
き
る
ま
で
省
エ
ネ
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
4
ト
ン
車
で
搬
送

で
き
、
配
管
、
電
源
工
事
を
す
る
だ
け

で
稼
働
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。
工
場
な
ど
で
膜
処
理
設
備
だ
け

を
増
設
し
た
い
と
い
っ
た
要
望
に
こ
た

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
簡
単

独
自
技
術
が
随
所
に
光
る

　　

従
来
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
大
変
だ
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。
同

社
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ド
ア
式
で
膜
エ
レ

メ
ン
ト
の
交
換
も
簡
単
。
ワ
ン
タ
ッ
チ

で
装
着
で
き
、
一
人
で
も
２
時
間
ほ
ど

で
作
業
で
き
る
。
主
に
食
品
工
場
や
化

成
品
工
場
へ
納
入
し
て
い
る
が
、
定
期

点
検
の
際
に
工
場
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な

く
て
も
い
い
こ
と
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
タ
ン
ク
は
内
面
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
て
お
り
、
自
動
薬
品
洗
浄

も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
遠
隔
監
視
に

よ
り
膜
処
理
機
能
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
で
き
る
ほ
か
、
現
場
の
人
が
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
き
る
よ
う
、
膜
エ
レ
メ
ン

ト
１
枚
ご
と
に
透
明
チ
ュ
ー
ブ
を
接
続

し
、
膜
の
破
損
に
よ
る
汚
水
の
リ
ー
ク

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

１
枚
ご
と
に
通
水
を
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。
こ
う
し
た
き
め
細
か
さ
は

他
社
に
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
の
構
造
、

機
能
を
含
め
て
特
許
申
請
中
だ
。

　

今
後
は
、
工
場
の
増
設
・
環
境
規
制

の
強
化
が
予
想
さ
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
を

中
心
に
販
路
拡
大
を
目
ざ
し
、
さ
ら
な

る
努
力
を
続
け
て
い
く
。

サンスイエンジニアリング株式会社
「生産量がアップし、排水処理を改造し
たいが、スペースがないので小型でメン
テナンスの簡単なものがほしい」という
ご要望におこたえしたのがこの製品で
す。これからも、より省エネで、高い処
理能力の装置を開発していきたいです
ね。

代表取締役　亀田 英世さん

主な事業内容

水処理装置と周辺機器
の設計・開発、製造、
販売、改修工事

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／

〒 590-0958 堺市堺区宿院町西 4丁 1-6
昭和 60年
1,000 万円
6名
072-223-1011
072-223-1015

次世代型浸漬膜処理システム設置例（処理能力 250㎥/日）

処理能力
50㎥/日
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各種自動化
装置機械

株式会社古賀機械製作所

オーダーメードの
機械製作で作業現場の
効率化・省エネを実現

株式会社古賀機械製作所
機械を省エネ化・効率化できる当社の技
術を、もっと多くの困っている企業に活
用してもらいたいと思っています。お客
様の要望にすばやくこたえるために自社
製品の標準化にも力を入れたいですね。
次世代の技術者を育てる努力も必要だと
感じています。

代表取締役　古賀 弘司さん

主な事業内容

専用機・省力化機械・
NC工作機の設計およ
び製作、自動化装置の
製作（プレス、ゴム・
フィルム加工、包装、
タップユニットほか）
※各種特注製作を含む

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0061 堺市美原区今井 88-1
昭和 60年
300万円
11名
072-289-7207
072-289-8057
http://www.kogakikai.co.jp

製
造
現
場
の
声
を
も
と
に
、

自
動
化
・
省
力
化
機
械
を
製
造　

　

切
断
機
、
プ
レ
ス
加
工
機
械
、
タ
ッ

プ
加
工
機
、
検
査
機
な
ど
各
種
の
機
械

製
作
を
請
け
負
う
株
式
会
社
古
賀
機
械

製
作
所
。
創
業
以
来
29
年
、
経
営
は
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
き
た
と
い
う
が
、
製

造
現
場
か
ら
の
依
頼
で
作
り
上
げ
た
自

動
化
装
置
、
省
力
化
装
置
が
多
く
の
現

場
の
効
率
化
・
省
エ
ネ
化
を
実
現
し
て

き
た
功
績
は
大
き
い
。「
市
販
の
機
械
で

は
サ
イ
ズ
が
工
場
に
合
わ
な
い
、
も
っ

と
精
度
が
ほ
し
い
、
も
う
少
し
作
業
の

効
率
化
を
図
り
た
い
と
い
う
要
望
は
多

く
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
０
件
以
上
の

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
機
械
を
製
作
し
て

い
ま
す
」
と
古
賀
弘
司
社
長
は
言
う
。

　

納
入
先
は
、
金
属
加
工
業
、
食
品
加

工
業
、
ゴ
ム
製
造
業
な
ど
の
工
場
が
中

心
で
、
加
工
機
以
外
に
も
ベ
ア
リ
ン
グ

の
高
速
検
査
機
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
耐
久
試

験
機
な
ど
の
検
査
機
や
、
ア
キ
ュ
ー
ム

レ
ー
タ
ー
自
動
溶
接
機
、
プ
レ
ス
製
品

の
バ
リ
を
す
ば
や
く
簡
単
に
取
る
ロ
ー

ラ
ー
式
バ
リ
取
り
機
な
ど
、
特
殊
な
工

程
の
作
業
を
機
械
化
す
る
相
談
に
も
応

じ
、
幅
広
い
業
種
に
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
だ
け
で
は

な
く
、
他
社
製
品
の
小
型
化
、
高
速
化
、

騒
音
削
減
な
ど
の
改
良
に
も
取
り
組

む
。

　

現
場
の
声
を
聞
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、
使
い
勝
手
の
良

い
機
械
を
製
作
し
続
け
て
き
た
た
め
、

同
社
に
は
無
駄
を
省
い
た
機
械
製
作
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
最
近

で
は
、
機
械
に
対
す
る
不
満
や
悩
み
を

聞
く
だ
け
で
、
改
善
策
が
頭
に
浮
か
ぶ

と
い
う
。

自
社
製
品
の
開
発
も
手
が
け
、

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
飛
躍
を
目
ざ
す

　

同
社
は
、
自
社
製
品
の
開
発
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
最

新
機
の
「
タ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
S
T

－

6
」

は
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
駆
動
で
、
従
来
機
と

比
べ
れ
ば
省
電
力
で
加
工
ス
ピ
ー
ド
も

速
く
、
さ
ら
に
静
音
仕
様
、
小
型
化
と

優
れ
た
点
が
多
い
。
ま
た
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
の
電
子
制
御
盤
を
使
用
し
て
お

り
、
加
工
の
開
始
位
置
、
ス
ト
ロ
ー
ク
、

速
度
を
調
整
で
き
る
。
プ
レ
ス
順
送
型

内
に
タ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
を
装
着
す
る
こ

と
で
、
プ
レ
ス
加
工
、
タ
ッ
プ
加
工
を

同
一
ユ
ニ
ッ
ト
で
処
理
で
き
る
と
い
う

省
ス
ペ
ー
ス
設
計
の
装
置
で
あ
る
こ
と

も
強
み
だ
。
最
近
は
、
こ
う
し
た
高
効

率
、
省
電
力
、
低
騒
音
、
低
振
動
の
機

械
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
さ
ら

に
製
品
変
更
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
も

の
が
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
要
望
も
増
え

て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
現
在
は

同
社
納
入
の
７
割
が
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を

使
用
し
た
機
械
に
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

自
社
開
発
製
品
や
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
こ
こ
３
年
で

増
加
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

た
企
業
や
工
場
か
ら
の
依
頼
で
東
京
、

名
古
屋
、
さ
ら
に
は
タ
イ
へ
も
出
か
け

て
い
る
。
古
賀
社
長
を
は
じ
め
と
す
る

技
術
者
メ
ン
バ
ー
は
、
製
作
の
合
間
を

縫
っ
て
、
今
日
も
全
国
各
地
を
精
力
的

に
飛
び
回
る
。

タップユニット ST-6
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STP サーボ
シリンダ機械 平成26年度 補助金採択

「揺れても揺れない !!」油圧シリ
ンダを用いたアクティブ制振装置
AQUAの開発

株式会社堀内機械

高精度で省エネ
一体型油圧シリンダ

株式会社堀内機械
これまで築き上げてきた生産工程の徹底
した合理化が、省エネにつながってきた
と思います。また、電力の問題はこれか
ら必ず考えていかなければならないこと
です。企業としてもっと成長して、エコ
を意識した活動ができるようになりたい
ですね。

代表取締役　堀内 晋平さん

主な事業内容

各種油圧シリンダの
製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 590-0824 堺市堺区老松町 1-37
昭和 34年
6,400 万円
278名
072-241-1601
072-280-2026
http://www.horiuchi.co.jp

製
造
体
制
を
合
理
化

少
量
多
品
種
と
量
産
化
に
対
応

　

株
式
会
社
堀
内
機
械
は
、
一
般
産
業

機
械
用
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ
一
筋
に
事
業

を
展
開
す
る
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
シ
リ

ン
ダ
の
種
類
は
一
般
産
業
機
械
か
ら
大

型
水
門
、
船
舶
用
機
械
ま
で
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

　

同
社
が
製
造
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
型
シ
リ
ン

ダ
は
業
界
シ
ェ
ア
の
40
％
を
占
め
、
大

小
含
め
て
月
産
１
万
本
に
達
す
る
。
迅

速
に
納
品
す
る
た
め
に
、
製
造
体
制
を

徹
底
的
に
合
理
化
。
受
注
か
ら
４
日
で

納
入
す
る
短
納
期
体
制
を
確
立
し
て
い

る
。
完
成
品
の
組
み
合
わ
せ
は
膨
大
な

数
に
な
る
が
、
共
通
部
品
の
在
庫
を
常

に
確
保
し
て
お
き
、
そ
の
他
の
部
品
を

受
注
後
に
加
工
し
て
組
み
立
て
る
こ
と

で
、
多
品
種
少
量
生
産
で
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

堀
内
晋
平
社
長
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

無
人
製
造
ラ
イ
ン
を
導
入
し
た
の
は
30

年
も
前
で
す
。製
造
体
制
の
省
エ
ネ
化
、

効
率
化
は
ず
っ
と
重
視
し
て
き
ま
し

た
」
と
言
う
。

　

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
特
殊
シ
リ
ン
ダ

に
つ
い
て
も
１
０
０
０
種
類
以
上
の
製

造
実
績
が
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
の
ど
の
よ

う
な
要
望
に
も
最
適
な
設
計
が
提
案
で

き
る
の
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
型
製
造
の
高
い

シ
ェ
ア
を
持
つ
こ
と
で
様
々
な
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
る
た
め
だ
。
ま

た
、
納
品
後
の
製
品
は
用
途
や
機
能
、

構
造
に
よ
っ
て
細
か
く
分
類
し
、
図
面

や
製
品
番
号
を
管
理
。
再
受
注
の
際
も

迅
速
に
対
応
で
き
る
た
め
、
取
引
先
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
。

消
費
電
力
を
大
幅
低
減
し
た

一
体
型
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ

　

２
０
１
３
年
４
月
に
発
売
し
た
「
Ｓ

Ｔ
Ｐ
サ
ー
ボ
シ
リ
ン
ダ
」
は
、
油
圧
シ

リ
ン
ダ
と
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
を
一
体
化
し

た
製
品
だ
。
配
管
・
油
圧
工
事
が
一
切

不
要
で
、
位
置
制
御
時
の
精
度
は
５
㎛

以
下
、
荷
重
制
御
も
±
１
％
と
い
う
高

精
度
を
誇
る
。
配
管
や
バ
ル
ブ
制
御
に

よ
る
ロ
ス
が
な
い
た
め
従
来
品
よ
り
も

20
分
の
１
程
度
ま
で
消
費
電
力
が
軽
減

さ
れ
る
と
い
う
省
エ
ネ
タ
イ
プ
で
あ

る
。「
さ
ら
に
、
操
作
パ
ネ
ル
で
は
50

ス
テ
ッ
プ
、
50
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
登
録
で

き
、
お
客
様
が
簡
単
に
運
転
操
作
で
き

る
よ
う
に
し
た
こ
と
も
好
評
で
す
」
と

技
術
部
の
前
田
宗
万
氏
は
言
う
。

　

こ
の
「
Ｓ
Ｔ
Ｐ
サ
ー
ボ
シ
リ
ン
ダ
」

は
、「
電
気
シ
ス
テ
ム
主
体
で
機
械
を

動
か
し
て
い
る
が
、
油
圧
シ
リ
ン
ダ
を

一
部
使
い
た
い
」
と
い
う
工
場
な
ど
で

導
入
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

た
が
、
音
が
静
か
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
た
め
、
溶
接
ラ
イ
ン
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
か
ら
引
き
合
い
が
あ
る
と
い

う
。
今
後
さ
ら
に
受
注
数
を
増
や
す
べ

く
、
営
業
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

同
社
は
さ
ら
に
、
中
国
に
工
場
を
建

設
し
、
増
産
体
制
を
整
え
て
い
る
。「
中

国
に
進
出
す
る
日
本
企
業
、
中
国
国
内

企
業
に
対
し
て
、
日
本
と
同
じ
よ
う
な

高
品
質
・
短
納
期
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ
を

提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
力
を
入
れ
て

い
ま
す
」
と
堀
内
社
長
は
意
気
込
み
を

語
る
。
技
術
開
発
力
と
生
産
管
理
能
力

で
存
在
感
を
示
す
同
社
に
今
後
も
注
目

が
集
ま
る
。

STP サーボシリンダ

中国・蘇州工場
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ユーアイニクス 株式会社

ユーアイニクス 株式会社
私たちの手がける電源開発は、どちらか
といえばニッチです。ですが、環境関連
の企業とタイアップし、社内で 100％
開発を行うことで、環境負荷を下げなが
らビジネスを活性化することができま
す。クリーンエネルギーの分野で、さら
に挑戦を続けていきたいですね。

代表取締役社長　上田 克信さん

主な事業内容

デジタル指示計、カ
スタム電源、地震感
知器の開発・製造・
販売及びＯＥＭ製品
の開発・製造

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 593-8311 堺市西区上 123-1
昭和 46年
3,000 万円
43名
072-274-6001
072-274-6005
http://www.uinics.co.jp

カスタム
電源電子

カスタムメードの
スイッチング電源

ロ
ス
を
抑
え
た
特
注
電
源
を
開
発

省
エ
ネ
・
省
資
源
に
貢
献

　

工
業
用
の
電
子
機
器
に
欠
か
せ
な
い

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
。
こ
れ
を
開
発
・

製
造
し
て
い
る
の
が
ユ
ー
ア
イ
ニ
ク
ス

株
式
会
社
で
あ
る
。
研
究
員
を
多
く
抱

え
、「
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
自
社
開
発

で
」
と
い
う
姿
勢
で
開
発
力
を
強
化
し

続
け
て
き
た
。
同
社
の
開
発
力
が
存
分

に
生
か
さ
れ
て
い
る
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電

源
は
、
大
量
生
産
の
市
販
品
よ
り
電
源

効
率
が
優
れ
、
な
お
か
つ
長
寿
命
で
あ

る
。
カ
ス
タ
ム
メ
ー
ド
を
望
む
取
引
先

か
ら
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

通
常
、
様
々
な
電
子
機
器
に
は
、
形

も
サ
イ
ズ
も
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い
る

汎
用
の
市
販
電
源
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

市
販
品
は
安
価
で
入
手
し
や
す
い
反
面
、

「
電
源
効
率
を
も
っ
と
上
げ
て
ほ
し
い
」

「
形
状
を
変
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
個

別
の
要
求
に
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
。
だ

が
同
社
の
場
合
、
取
引
先
の
要
望
に
応

じ
た
電
源
を
一
つ
一
つ
開
発
生
産
す
る

こ
と
で
、
市
販
品
だ
と
70
〜
80
％
し
か

な
い
電
源
効
率
を
90
％
以
上
に
ま
で
高

め
る
こ
と
が
可
能
だ
。
ま
た
、
特
殊
な

形
状
の
電
源
を
無
駄
な
部
品
を
省
き
な

が
ら
作
り
出
す
ノ
ウ
ハ
ウ
も
持
っ
て
い

る
た
め
、
省
エ
ネ
、
省
資
源
の
両
方
に

貢
献
し
て
い
る
と
い
え
る
。

放
熱
を
抑
え
、

長
寿
命
化
に
つ
な
げ
る

　

取
引
先
か
ら
電
源
開
発
の
発
注
が
相

次
い
で
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
代
表
取

締
役
社
長
の
上
田
克
信
氏
は
「
電
源
周

辺
の
部
品
の
こ
と
ま
で
考
え
た
開
発
を

し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
語
る
。
電
源
に
は
、
効
率
性
の
ほ
か

に
「
放
熱
性
」
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

電
源
の
発
す
る
高
熱
が
機
器
内
部
に
広

が
る
と
、
い
か
に
高
効
率
で
あ
っ
て
も
、

周
辺
部
品
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
同
社
は
、
放
熱
を

抑
え
る
電
源
設
計
を
考
案
。「
放
熱
を
少

な
く
す
れ
ば
部
品
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
減

り
、
機
器
の
長
寿
命
化
に
結
び
つ
き
ま

す
」
と
話
す
。

　

同
社
は
本
来
、
工
業
用
指
示
計
や
計

測
器
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
電
源
専
門

の
メ
ー
カ
ー
で
は
な
か
っ
た
が
、
指
示

計
な
ど
に
内
蔵
す
る
小
型
電
源
を
独
自

に
研
究
す
る
過
程
で
、
周
辺
部
品
へ
の

影
響
に
ま
で
配
慮
し
た
高
効
率
の
電
源

開
発
を
進
化
さ
せ
、
事
業
化
に
こ
ぎ
着

け
た
。

　

い
ま
注
力
し
て
い
る
の
は
、
燃
料
電

池
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
い
っ
た
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
電
源
開
発
。
現

在
、
電
源
ロ
ス
を
可
能
な
限
り
抑
え
る

技
術
を
研
究
中
だ
。
こ
の
技
術
が
実
用

化
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
環
境
へ
の
貢
献

度
は
高
ま
る
。

高効率・長寿命の
電源を
完全カスタムメード

平成 24年、上田 健介さんが代表取締役社長に就任。
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高
い
コ
イ
ル
製
作
技
術
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
加
熱
効
率
を
向
上

　　

羽
衣
電
機
株
式
会
社
は
、
電
鉄
会
社

の
巻
き
線
保
守
工
場
と
し
て
起
業
し
、

そ
の
後
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
協
力

会
社
と
し
て
リ
ア
ク
ト
ル
な
ど
の
各
種

重
電
機
器
製
作
な
ど
も
手
が
け
て
き
た
。

そ
の
後
は
誘
導
加
熱
コ
イ
ル
分
野
へ
参

入
。
現
在
は
鍛
造
・
製
鉄
会
社
向
け
の

誘
導
加
熱
コ
イ
ル
の
製
作
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
務
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

誘
導
加
熱
コ
イ
ル
は
、
ヒ
ー
タ
ー

メ
ー
カ
ー
の
設
計
に
基
づ
い
て
製
作
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
巻
き
線
、
ろ
う

付
け
、
絶
縁
加
工
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
鍛
造

や
製
鉄
会
社
の
現
場
へ
直
接
出
向
く
こ

と
も
多
い
。
鍛
造
・
製
鉄
に
使
う
誘
導

加
熱
コ
イ
ル
は
、
膨
大
な
電
力
を
消
費

す
る
た
め
、
省
エ
ネ
化
を
望
む
企
業
は

多
い
が
、
中
に
は
効
率
の
悪
い
コ
イ
ル

を
使
っ
て
い
る
例
も
あ
る
と
い
う
。
そ

う
し
た
場
合
は
、
コ
イ
ル
径
を
変
更
し

た
り
、
ビ
レ
ッ
ト
を
通
す
レ
ー
ル
の
素

材
を
変
え
た
り
、
コ
イ
ル
を
覆
う
耐
火

物
の
材
料
を
見
直
し
た
り
、
と
い
っ
た

工
夫
を
し
な
が
ら
、
設
計
か
ら
見
直
し

て
対
応
し
て
い
る
。

「
使
え
る
部
品
は
当
然
再
利
用
し
、
使

用
条
件
も
考
慮
し
な
が
ら
加
熱
効
率
の

よ
い
コ
イ
ル
と
し
て
提
供
し
て
い
ま

す
」と
北
田
昇
平
専
務
取
締
役
は
語
る
。

最
適
化
さ
れ
た
コ
イ
ル
は
消
費
電
力
が

低
減
し
、
コ
イ
ル
へ
の
熱
負
荷
が
軽
減

す
る
こ
と
で
、
使
用
寿
命
の
向
上
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
最
適
な

コ
イ
ル
設
計
が
で
き
る
こ
と
も
同
社
の

強
み
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
務
は
海
外
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
、
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
信
頼
も
厚

い
。
ま
た
、
最
近
で
は
大
手
電
力
会
社

や
大
学
の
研
究
室
か
ら
、
超
伝
導
コ
イ

ル
の
製
作
も
受
注
し
て
い
る
。
既
存
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
社
の

要
素
技
術
を
生
か
せ
る
分
野
を
探
し
て

い
る
。

自
社
の
強
み
を
生
か
し
て

省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
新
製
品
も
開
発

　　

ユ
ー
ザ
ー
と
と
も
に
コ
ス
ト
削
減
、

省
エ
ネ
化
を
考
え
る
姿
勢
は
、
電
源
装

置
の
開
発
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
コ
イ
ル
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重
視

し
、
効
率
の
良
い
運
転
が
で
き
る
中
小

容
量
の
高
周
波
イ
ン
バ
ー
タ
電
源
の
製

作
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
製

鉄
圧
延
ラ
イ
ン
で
使
用
し
て
い
る
旧
式

モ
ー
タ
ー
の
現
状
に
着
眼
。
電
力
効
率

改
善
の
た
め
の
自
社
製
品
「
界
磁
ユ

ニ
ッ
ト
」
を
打
ち
出
し
た
。「
電
動
機

の
制
御
方
式
を
旧
式
の
も
の
か
ら
電
力

効
率
に
優
れ
た
弊
社
独
自
の
方
式
に
変

え
ら
れ
る
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。
開
発
後
お

客
様
に
試
用
し
て
い
た
だ
き
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
3
年
。
や
っ
と
こ
の
2

月
に
初
号
機
を
納
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
電
気
料
金
の
値
上
が
り
が
社

会
問
題
化
し
て
い
る
中
、
少
し
で
も
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
」
と
北

田
専
務
。
今
後
の
販
路
拡
大
に
期
待
を

寄
せ
る
。

羽衣電機株式会社
誘導加熱コイルの効率アップは、鍛造・
製鉄業界では企業経営にも関わる重要な
テーマだと考え、常に真摯に取り組んで
います。当社の社員は一人一人の意識が
高く、創意工夫して技術を高めています。
これからも省エネ化ができる新しい技術
にどんどん取り組んでいきたいですね。

代表取締役　北田 吉秀さん

主な事業内容

各種加熱コイルの設計
製作および修理作業、
誘導加熱用電源装置の
設計製作

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 593-8327 堺市西区鳳中町 7-231
昭和 23年
1,000 万円
35名
072-262-0860
072-264-1413
http://www.hagoromodenki.co.jp/

羽衣電機株式会社

誘導加熱コイル
誘導加熱
コイルの
省エネ化

電気機械

加熱効率アップで省エネ化
誘導加熱コイル

現 取締役会長。平成 27年、北田 昇平さんが代表取締役に就任。
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スタンド型
光触媒
空気清浄機

電気機械

ジェット株式会社

光触媒空気清浄機が
室内有害物質を分解

代表取締役　片山 伊勢雄さん

ジェット株式会社
環境意識が高まっていても大気汚染に対
する対策はまだまだ遅れています。空気
中の有害物質を分解する光触媒空気清浄
機は、アレルゲンなどの問題の根本的な
解決を目ざした製品。人々の健康に寄与
する当社ならではの製品を開発し、医療
費の節減にもつなげていきたいですね。

主な事業内容

光重合による感光性
樹脂板の輸出・販売、
光触媒空気清浄機の
製造・販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0062 堺市美原区太井 505-1
昭和 51年
3,500 万円 
10 名
072-349-7212　
072-349-7325
http://jet-japan.jp/　

感
光
性
樹
脂
版
で
海
外
展
開

業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に

　

ジ
ェ
ッ
ト
株
式
会
社
は
近
紫
外
線
を

使
っ
た
光
重
合
に
よ
る
印
刷
用
感
光
性

樹
脂
版
の
輸
出
、
販
売
を
主
軸
に
事
業

を
展
開
し
て
き
た
。
光
重
合
と
は
、
光

照
射
に
よ
り
分
子
化
合
物
が
結
合
し
、

別
の
化
合
物
を
生
成
す
る
現
象
で
あ

る
。
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発

し
た
こ
の
樹
脂
版
は
凸
版
印
刷
の
刷
版

と
し
て
用
い
ら
れ
、
海
外
50
か
国
以
上

に
取
引
先
を
持
つ
。
飲
食
物
や
シ
ャ
ン

プ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
印
刷
で
の
使
用
も
多

い
。

　

こ
の
樹
脂
版
の
特
徴
は
、
溶
剤
を
使

わ
ず
に
水
道
水
で
現
像
で
き
る
た
め
ク

リ
ー
ン
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
低
い

こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
世
界
標
準
と

な
っ
て
い
る
が
、
同
社
が
パ
イ
オ
ニ
ア

で
あ
っ
た
こ
と
へ
の
評
価
は
高
い
。
国

に
よ
っ
て
水
の
硬
度
が
違
う
た
め
、
機

材
の
調
整
に
あ
た
っ
て
は
国
ご
と
に
個

別
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
だ
が
、
同
社
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
販
売
拠
点

の
グ
ル
ー
プ
会
社
を
置
き
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
技
術
を
指
導
し
て
い
る
こ
と
も
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。

フ
ィ
ル
タ
未
使
用
で
静
音
・
省
エ
ネ

新
発
想
の
空
気
清
浄
機

　

２
０
０
３
年
か
ら
は
ス
タ
ン
ド
型
光

触
媒
空
気
清
浄
機
の
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
き
た
。
フ
ィ
ル
タ
式
の
空
気
清
浄

機
は
空
気
中
の
ダ
ス
ト
や
花
粉
な
ど
を

吸
着
し
て
除
去
す
る
が
、
超
微
細
な
も

の
は
除
去
で
き
な
い
。
し
か
し
二
酸
化

チ
タ
ン
に
よ
る
光
触
媒
反
応
で
は
有
害

物
質
を
炭
酸
ガ
ス
と
水
に
分
解
。
ペ
ッ

ト
や
タ
バ
コ
の
臭
い
成
分
、
花
粉
や
排

ガ
ス
な
ど
空
気
を
汚
す
超
微
細
な
原
因

物
質
に
効
果
を
発
揮
す
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
二
酸
化
チ
タ
ン
を
単
独
で

塗
布
す
る
の
は
難
し
く
、
液
体
の
溶
剤

に
混
ぜ
る
と
光
触
媒
効
果
が
低
下
す
る

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
同
社
は
独
自

技
術
で
ス
タ
ン
ド
内
部
の
シ
ー
ト
に
二

酸
化
チ
タ
ン
を
固
定
す
る
こ
と
に
成
功
。

当
初
は
パ
ワ
ー
の
強
い
近
紫
外
線
で
な

く
て
は
反
応
し
な
か
っ
た
が
、
技
術
の

発
達
と
と
も
に
可
視
光
で
も
可
能
と
な

り
、L
E
D
を
光
源
と
す
る
「
ス
ー
パ
ー

ル
ー
ム
ク
リ
ー
ン
」
を
誕
生
さ
せ
た
。

　

製
品
化
が
実
現
し
た
の
は
、
ひ
と
え

に
片
山
伊
勢
雄
社
長
の
情
熱
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。「
試
作
品
に
対
す
る
お

客
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
懸
命

に
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
、
様
々
な
有
害
物
質
を
対
象
に
臨
床

試
験
を
行
い
、
ど
の
程
度
室
内
環
境
を

浄
化
で
き
る
か
、
説
得
力
あ
る
デ
ー
タ

で
示
し
た
い
」
と
片
山
社
長
は
意
気
込

む
。

　

表
面
積
の
広
い
凹
凸
形
状
の
内
部
構

造
と
二
酸
化
チ
タ
ン
の
吸
着
性
能
向
上

に
関
し
て
特
許
を
取
得
。
コ
ン
パ
ク
ト

サ
イ
ズ
な
が
ら
も
、
空
気
清
浄
効
率
は

高
い
。
電
気
代
の
負
担
が
少
な
く
、
無

音
で
あ
る
こ
と
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て

部
屋
に
な
じ
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
も

ユ
ー
ザ
ー
に
好
評
だ
。
今
後
は
一
般
家

庭
や
病
院
、
介
護
施
設
等
へ
の
販
路
拡

大
に
注
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

内部構造
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多機能無機質
壁紙建築材料

上商 株式会社

上商 株式会社
エアピュアレは、赤ちゃんから高齢者ま
で安心できる材料だけを使って作りまし
た。人々は環境に良いもの、健康に良い
ものを求める時代。家族みんなが毎日安
心して過ごせる快適な生活環境を作りた
いと思っています。

代表取締役　上見 利夫さん

主な事業内容

建築資材の製造・販
売、建築内外装工事

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 587-0062 堺市美原区太井 248-2
昭和 62年
4,000 万円
16名
072-361-0127
072-361-6250
http://www.kamisho.co.jp

空気を動かす壁紙エアピュアレ

有害化学物質を
吸着・分解できる
壁紙

部
屋
の
空
気
を
動
か
し
て

有
害
物
質
を
吸
着
・
分
解

　

上
商
株
式
会
社
は
、
金
属
屋
根
や
断

熱
ボ
ー
ド
な
ど
建
築
資
材
の
製
造
・
販

売
を
手
が
け
る
会
社
で
あ
る
。「
健
康
・

快
適
・
安
全
安
心
」
な
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
に
、
取
り
扱
う
製
品
の
機
能

性
や
素
材
、
構
造
を
物
理
的
側
面
か
ら

探
求
し
、
開
発
し
た
製
品
に
つ
い
て
は

性
能
評
価
試
験
を
受
け
る
な
ど
徹
底
し

た
品
質
管
理
を
貫
い
て
き
た
。

　

15
以
上
の
特
許
を
持
つ
代
表
取
締
役

の
上
見
利
夫
氏
は
、
現
代
の
家
が
抱
え

る
、
湿
気
や
臭
い
、
有
害
化
学
物
質
な

ど
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
や
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
症
候
群
な
ど
の
問
題
を
解
消
す
べ

く
、
空
気
を
浄
化
で
き
る
ク
ロ
ス
の
研

究
開
発
に
取
り
組
み
、
２
０
０
５
年
に

「
エ
ア
ピ
ュ
ア
レ
」
を
発
売
。

　

エ
ア
ピ
ュ
ア
レ
は
、
ゼ
オ
ラ
イ
ト
と

い
う
微
小
な
孔
の
あ
い
た
天
然
鉱
物
の

表
面
に
酸
化
チ
タ
ン
を
塗
布
し
た
壁
紙

で
あ
る
。
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
孔
が
空
気
中

の
湿
度
に
応
じ
て
、
湿
気
・
化
学
物
質
・

悪
臭
を
吸
着
し
、
吐
き
出
す
「
呼
吸
作

用
」
が
あ
る
た
め
、
室
内
は
過
ご
し
や

す
い
一
定
の
湿
度
に
保
た
れ
、
加
え
て

不
快
な
臭
い
・
細
菌
・
ウ
ィ
ル
ス
や
有

害
化
学
物
質
を
吸
着
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
酸
化
チ
タ
ン
は
、
紫
外
線
を
受
け

る
と
、
光
触
媒
作
用
に
よ
り
、
吸
着
し

た
臭
い
の
も
と
や
有
害
化
学
物
質
な
ど

を
水
と
二
酸
化
炭
素
に
分
解
す
る
機
能

を
持
つ
。
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
呼
吸
作
用
に

よ
り
、「
部
屋
の
空
気
を
動
か
し
て
い

る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
他
の
ク
ロ
ス
に

は
な
い
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
に

伴
う
酸
化
チ
タ
ン
に
よ
る
分
解
が
半
永

久
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
部
屋

の
空
気
を
常
に
ク
リ
ー
ン
に
保
つ
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
空
気
清
浄
機
」

の
よ
う
な
役
目
を
す
る
ゼ
オ
ラ
イ
ト
は
、

口
に
入
っ
て
も
肌
に
触
れ
て
も
安
全
な

素
材
で
あ
り
、
酸
化
チ
タ
ン
も
厚
生
労

働
省
で
食
品
添
加
物
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
る
安
全
性
の
高
い
素
材
で
あ
る
。

効
果
の
高
さ
は
実
証
済
み

学
校
や
施
設
へ
の
普
及
を
目
ざ
す

　

エ
ア
ピ
ュ
ア
レ
を
普
及
さ
せ
る
た
め

に
は
、
そ
の
機
能
の
高
さ
を
実
証
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
上
見
社
長
は
、

自
社
内
で
の
実
験
結
果
で
は
満
足
せ
ず
、

一
般
財
団
法
人
カ
ケ
ン
テ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
（
旧 

財
団
法
人
日
本
化
学
繊
維
検

査
協
会
）
の
「
光
触
媒
性
能
評
価
（
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
・
ト
ル
エ
ン
・
ア
ン

モ
ニ
ア
・
メ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン
）」「
耐

光
染
色
堅
ろ
う
度
」「
ジ
ャ
ン
グ
ル
試
験
」

な
ど
の
試
験
を
繰
り
返
し
受
け
た
。
厳

し
い
条
件
下
の
試
験
で
も
、
他
社
の
ク

ロ
ス
が
分
解
で
き
な
い
レ
ベ
ル
の
「
ト

ル
エ
ン
」
や
「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
」

と
い
っ
た
有
機
溶
剤
の
ガ
ス
も
分
解
し
、

変
褪
色
性
、
耐
久
性
に
も
優
れ
て
い
る

こ
と
を
実
証
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
病
院
、
個
人
住
宅
、

店
舗
な
ど
で
の
施
工
例
が
あ
り
、
そ
の

機
能
性
の
高
さ
か
ら
、
繰
り
返
し
使
用

す
る
建
築
設
計
事
務
所
も
多
い
と
い
う
。

　
「
今
後
は
学
校
や
介
護
施
設
な
ど
に
も

利
用
が
広
が
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」

上
見
社
長
が
胸
を
張
っ
て
勧
め
る
自
慢

の
商
品
で
あ
る
。
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電
子
ペ
ー
パ
ー
を
用
い
た

最
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

　

株
式
会
社
ワ
イ
ズ
・
ラ
ブ
は
、
組
み

込
み
用
マ
イ
コ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

開
発
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど

を
長
年
手
が
け
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た

シ
ス
テ
ム
開
発
を
得
意
と
し
て
き
た
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
の
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
開
発
を
進
め
る
中
で
、

「
Ｉ
Ｃ
タ
グ
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
内
の
書
き

換
え
情
報
が
見
え
た
ら
便
利
な
の
に
」

と
い
う
要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
電
子
ペ
ー
パ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

の
可
能
性
を
見
出
し
、
研
究
開
発
に
取

り
組
み
始
め
た
と
い
う
。
ま
だ
電
子

ペ
ー
パ
ー
の
認
知
度
が
低
か
っ
た
時
期

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
省
エ
ネ
時
代
の

ニ
ー
ズ
を
見
据
え
、
最
新
の
電
子
ペ
ー

パ
ー
機
器
と
自
社
の
技
術
を
融
合
さ
せ

た
、
新
し
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

の
提
供
を
目
ざ
し
て
き
た
。

　

電
子
ペ
ー
パ
ー
は
、
電
力
が
必
要
な

の
は
表
示
内
容
を
書
き
換
え
る
時
だ
け

で
、
表
示
中
に
は
電
力
を
消
費
し
な
い

こ
と
が
特
徴
。
ま
た
、
液
晶
と
違
っ
て

反
射
光
を
利
用
し
た
表
示
の
た
め
文
字

が
見
や
す
く
、
目
に
優
し
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
同
社
で
は
、
表
示
部

の
個
別
の
書
き
換
え
が
無
線
通
信
で
き

る
シ
ス
テ
ム
も
開
発
し
て
い
る
。

　

最
近
で
は
自
動
販
売
機
の
中
に
入
れ

る
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）
な
ど
も

受
託
開
発
し
た
。
治
安
情
報
、
市
や
町

か
ら
の
お
知
ら
せ
が
配
信
で
き
る
ほ

か
、
電
源
が
な
く
て
も
表
示
可
能
、
と

い
う
特
性
を
生
か
し
、
停
電
を
感
知
し

た
ら
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
を
最
終
画
面
と
し
て
残
す
と
い

う
使
い
方
も
可
能
で
あ
る
。

掲
示
物
か
ら
物
流
ラ
ベ
ル
ま
で

広
が
り
ゆ
く
電
子
ペ
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

電
子
書
籍
な
ど
の
普
及
に
伴
っ
て
、

電
子
ペ
ー
パ
ー
機
器
の
価
格
は
下
が
り

つ
つ
あ
る
。
産
業
用
途
へ
の
本
格
導
入

も
見
込
ま
れ
る
中
、
同
社
は
電
子
ペ
ー

パ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
せ
る
分
野
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
探
り
始
め
て
い
る
。

　
「
大
量
の
紙
を
使
い
捨
て
て
い
る
工

場
や
オ
フ
ィ
ス
、
大
き
な
電
力
を
消
費

す
る
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
無
駄
に
利

用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

当
社
は
ニ
ッ
チ
分
野
に
先
行
し
て
入
る

こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

急
速
に
普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
。『
電
気
の
見
え
る
化
』
と
い
う

省
エ
ネ
の
た
め
の
取
り
組
み
に
、
液
晶

画
面
で
電
力
を
使
っ
て
い
て
は
意
味
が

な
い
で
す
よ
ね
」
と
代
表
取
締
役
の
内

橋
義
人
氏
は
話
す
。

　

ま
た
、
展
示
会
へ
の
出
展
や
他
企
業

と
の
交
流
の
中
で
、
お
も
し
ろ
い
ア
イ

デ
ィ
ア
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
マ
ン
シ
ョ
ン
入
り
口
の
掲
示
板
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
棚
札
…
…
。
ほ
か

に
も
電
子
ペ
ー
パ
ー
に
置
き
換
え
が
可

能
な
物
は
多
い
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
に
電
子
ペ
ー

パ
ー
の
利
用
価
値
は
高
い
。
い
ず
れ
は

同
社
の
柱
と
な
る
事
業
に
成
長
さ
せ
る

こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
。

株式会社 ワイズ・ラブ

電子ペーパーの使用例

電子ペーパー
利用ソリュー
ション

情報サービス

紙や液晶ディスプレイを
電子ペーパーに
置き換えて省エネ化

株式会社 ワイズ・ラブ
資源や電力の不足が不安視される今だか
らこそ、電子ペーパーの良さを実感して
もらえると思います。紙や液晶を使用し
ている製品のうち代替可能なものに当社
のソリューションをどんどん提案してい
きたいですね。

代表取締役　内橋 義人さん

主な事業内容

組み込み用マイコンア
プリケーション開発、
RFIDソリューション、
RFIDタグ開発、セン
サーネットワークシス
テム開発、受託システ
ム開発

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 591-8025 堺市北区長曽根町 130-42-212 号
平成 7年
1,000 万円
15名
072-254-5109
072-254-5209
http://www.yslab.co.jp/
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増
え
る
環
境
汚
染
を
、
安
全
に

浄
化
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
提
案

　

フ
ジ
コ
ウ
ヨ
ウ
株
式
会
社
は
、
工
場

排
水
、
汚
染
土
壌
、
焼
却
灰
な
ど
、
環

境
汚
染
物
質
の
処
理
に
困
る
企
業
に
対

し
、
処
理
方
法
の
提
案
や
処
理
施
設
改

造
な
ど
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。

調
査
、
設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
な
ど

ト
ー
タ
ル
で
提
案
し
、
さ
ら
に
、
研
究

開
発
し
た
「
H
M
（
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
）

薬
剤
」
を
用
い
た
独
自
の
有
害
重
金
属

処
理
技
術
も
保
有
す
る
。こ
れ
ま
で
も
、

工
場
の
排
水
処
理
業
務
、
自
治
体
か
ら

の
土
壌
改
良
業
務
な
ど
を
数
多
く
手
が

け
て
き
た
。

　

排
水
処
理
の
場
合
は
、
食
品
加
工
工

場
、
金
属
加
工
工
場
な
ど
、
排
水
に
含

ま
れ
る
汚
れ
は
様
々
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
応
じ
た
処
理
方
法
を
提
案
し
て
い
る
。

　

有
害
重
金
属
類
を
含
む
汚
染
土
壌
や

焼
却
灰
処
理
の
場
合
は
、
H
M
薬
剤
を

使
用
す
る
。
こ
れ
は
、鉛
、カ
ド
ミ
ウ
ム
、

６
価
ク
ロ
ム
な
ど
、
人
体
に
も
環
境
に

も
有
害
な
重
金
属
類
を
不
溶
化
す
る
薬

剤
で
あ
る
。
H
M
薬
剤
を
投
入
し
、
不

溶
化
さ
れ
た
有
害
物
質
は
、
埋
め
立
て

処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
と
な
る
。

　

数
々
の
汚
染
現
場
を
処
理
し
て
き
た

経
験
を
も
と
に
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
お
り
、
シ
ン
プ
ル
な
プ
ロ
セ
ス

で
、
な
お
か
つ
安
価
な
処
理
方
法
が
提

案
で
き
る
こ
と
が
同
社
の
強
み
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
過
剰
な
設
備
投
資
で
、

高
コ
ス
ト
な
処
理
を
行
っ
て
い
た
企
業

な
ど
か
ら
は
喜
ば
れ
、
信
頼
も
厚
い
。

　
「
環
境
浄
化
と
い
う
と
、
大
が
か
り
な

設
備
と
膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
思

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
設
備
も
コ
ス
ト
も

そ
れ
ほ
ど
か
け
ず
に
す
む
手
法
が
あ
る

こ
と
を
、
も
っ
と
広
め
た
い
で
す
ね
」

と
代
表
取
締
役
の
芳
谷
輝
一
氏
は
語
る
。

独
自
の
薬
剤
混
入
ノ
ウ
ハ
ウ

環
境
改
善
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

　

同
社
に
は
、
有
害
重
金
属
物
質
が
何

種
類
も
混
在
す
る
よ
う
な
、
他
社
で
は

容
易
に
不
溶
化
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う

し
た
場
合
に
は
、
H
M
薬
剤
の
配
合
、

混
入
量
、
混
入
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
テ

ス
ト
を
重
ね
な
が
ら
最
適
な
処
方
を
作

り
上
げ
る
独
自
の
技
術
力
で
、
い
く
つ

も
の
有
害
物
質
が
潜
む
土
壌
や
汚
染
水

の
処
理
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

最
適
な
安
定
化
処
理
を
提
供
し
ま
す
。

低
公
害
化
に
向
け
て
、
国
の
基
準
や
規

制
は
厳
し
く
な
る
一
方
。
環
境
保
護
・

環
境
浄
化
の
た
め
に
役
立
つ
ア
イ
デ
ィ

ア
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い
き
た
い
」
と

芳
谷
社
長
。
全
国
各
地
か
ら
相
談
を
受

け
た
り
、
環
境
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
講
演

し
た
り
と
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

環
境
浄
化
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
自
信

と
責
任
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

フジコウヨウ 株式会社
汚染土壌や汚染水があること自体がマイ
ナスイメージにつながるため、無害安定
化処理の事例はなかなか表に出てきませ
んが、長年の経験の積み上げによって、
ほかではできない難しい処理もできるよ
うになりました。これからも仕事に燃え
てまいります。

代表取締役　芳谷 輝一さん

主な事業内容

有害重金属の無害安定化処理
及び再利用、重金属処理剤の
製造販売、プラント設備（産
業廃棄物・水処理・公害防止）
の設計・製作・施工、環境分
析機器メンテナンス業務、機
械・器具の製造並びに販売

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 592-8347 堺市西区浜寺諏訪森町西 2-197-1
昭和 62年
2,000 万円
8名
072-263-9725
072-261-6766
http://www.fujikoyo.jp

フジコウヨウ 株式会社

ローコストな処理技術で
浄化困難な
環境汚染を救う

無害安定化
処理廃棄物

HM薬剤

調査・確認

設計・施工

計画
検討

維持
管理

Workflow
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これからは環境に配慮した家が選ばれる
時代。夏涼しく、冬暖かい家なら快適に
過ごせ、光熱費も少なくなります。省エ
ネが可能な「ＪＷＢ工法」を多くの人に
知ってもらえるよう、これからもＰＲし
ていきたいですね。

左：代表　髙松 信陽さん

右：専務　髙松 信二さん

建築工房 髙松銘木店

建築工房 髙松銘木店 主な事業内容

建築業一式（注文建
築・設計・施工、リ
フォーム工事、木材
販売、不動産売買）

住　所／
設　立／
資本金／
従業員／
T E L／
F A X／
U R L／

〒 591-8034 堺市北区百舌鳥陵南町 2-663
昭和 45年
1,000 万円 
7 名
072-277-8858　
072-277-8859
http://www.takamatsu-meibokuten.com/

空
気
の
循
環
を
最
大
限
に
利
用

自
然
素
材
で
快
適
な
住
環
境
を
提
供

　

天
然
無
垢
材
と
匠
の
技
で
環
境
配
慮

型
の
住
ま
い
づ
く
り
を
展
開
す
る
髙
松

銘
木
店
。
材
木
商
と
し
て
創
業
し
、
木

造
建
築
文
化
の
知
識
を
深
め
る
う
ち

に
、
木
の
温
か
み
を
生
か
せ
る
家
を
追

求
し
て
家
づ
く
り
の
最
後
ま
で
責
任
を

持
ち
た
い
、
と
工
務
店
を
設
立
し
た
。

　

同
社
が
独
自
に
開
発
し
た
住
宅
建
築

「
Ｊ
Ｗ
Ｂ（
除
湿
ダ
ブ
ル
ブ
レ
ス
）工
法
」

は
、
室
内
の
除
湿
・
換
気
を
重
視
し
、

年
間
を
通
し
て
家
全
体
の
空
気
が
循
環

す
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
工
法
で

あ
る
。
床
下
に
炭
を
敷
き
、
壁
と
屋
根

に
二
重
の
通
気
層
を
作
る
こ
と
で
、
夏

は
炭
で
除
湿
さ
れ
た
空
気
が
壁
の
中
や

部
屋
を
流
れ
、
屋
根
裏
の
換
気
扇
か
ら

熱
と
共
に
排
出
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み

だ
。
冬
は
ガ
ラ
リ
を
閉
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
空
気
の
断
熱
層
を
作
っ
て
部
屋
が

暖
め
ら
れ
、
床
下
の
炭
の
調
湿
効
果
で

結
露
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
四
季
に
応
じ
て
家
の
空
気
循
環
を

変
え
よ
う
、
と
い
う
発
想
か
ら
生
ま
れ

た
工
法
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
1
0
0

件
以
上
を
施
工
。
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖

か
い
こ
と
か
ら
、
光
熱
費
が
削
減
で
き

た
、
と
多
く
の
お
客
様
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
「
Ｊ
Ｗ
Ｂ
工
法
」
に
、
同
社

は
床
組
を
剛
床
構
造
に
し
て
耐
震
性
を

ア
ッ
プ
さ
せ
、
長
期
優
良
住
宅
に
対
応

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
床
材
に
は
国
産
檜
の
無
垢
材

を
使
用
。
檜
の
防
蟻
・
防
虫
効
果
と
通

気
性
の
良
い
Ｊ
Ｗ
Ｂ
工
法
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
害
虫
駆
除
剤
な
ど
が
不
要
で
、

同
社
は
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
に
悩
む

人
、
化
学
物
質
に
敏
感
な
人
な
ど
か
ら

の
相
談
も
多
い
と
い
う
。

「
檜
以
外
の
無
垢
材
や
、
床
に
敷
く
炭
、

壁
の
断
熱
材
も
厳
選
し
た
も
の
を
使
い
、

無
垢
材
を
磨
く
ワ
ッ
ク
ス
も
、
自
社
で

製
造
し
た
ミ
ツ
ロ
ウ
ワ
ッ
ク
ス
を
使
っ

て
い
ま
す
」
と
髙
松
信
二
専
務
は
、
世

代
を
重
ね
、
愛
着
を
持
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
家
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
を

語
る
。

銘
木
を
扱
っ
て
き
た
知
識
を
生
か
し

後
進
の
育
成
に
も
尽
力

　

同
社
は
材
木
商
の
と
き
か
ら
、
無
垢

材
の
中
で
も
高
級
な
「
銘
木
」
を
扱
っ

て
お
り
、
良
質
の
木
材
を
知
り
尽
く
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
強
み
と
い
え
る
。

髙
松
信
陽
代
表
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
「
大
工
育
成
塾
」
で
長
年
講

師
（
木
材
学
・
日
本
の
木
の
文
化
）
を

務
め
、
平
成
20
年
に
は
第
20
回
国
土
交

通
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
大
工
の

育
成
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

「
日
本
は
湿
気
が
高
く
、
四
季
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
家
を

築
き
上
げ
て
き
た
先
人
の
知
恵
を
、
若

い
人
た
ち
に
も
し
っ
か
り
伝
え
た
い
で

す
ね
」
と
髙
松
代
表
。
伝
統
を
重
ん
じ

な
が
ら
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
て

い
く
家
づ
く
り
の
姿
勢
に
注
目
度
は
高

ま
っ
て
い
る
。

除湿二重
通気工法建築

夏 冬

JWB工法 施工例

天然素材にこだわる 
安心・安全・
省エネの家

（平成 29年、髙松銘木店より名称変更）
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